


社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1

増刷頒布申頒価 3，0 0 0円

1999年7 月に発刊した「日本建築協会80年史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いご要望により 、増刷 ・頒布することにいたしました。

大正6 年3 月30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立蓄の片岡安、武田五 以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 240頁にまとめています。

とくに、協会草創期の大正昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンパーと当時の大阪市長関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変量

重な資料となるものです。

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

〉ド

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

〒530- 0001 大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

TEL 06- 6348- 0635 FAX 06- 6348- 0634 

頒 価 1部3，000円( 税送料込み)

※ i首刷部数には限りがございますので、お阜めにお申し

込み下さい。
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「日本建築協会80年史J

A 4半I J ' 240頁・並製本

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f建築と社会」の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会 ・展覧会 ・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家 ・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のフ。口フィール (片岡 安 ・

設楽貞雄 ・武 田五一 ・池 田 賓 ・波江悌夫 ・竹腰健造・尾崎久助 ・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野社一郎・梅漬 勉 ・

松本高象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 枠 ・野村一郎 ・古字国

松室重光 ・松井貴太郎・安井武雄 ・中還誠一郎 ・坂 静 雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一 ・伊東五郎 ・竹 中錬ー ・鴬尾健三 ・松村雄吉 ・

償尾義貫・足 立 孝)

. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動」一尾亀清四郎 ・大林

芳郎 ・小西 岬 ・佐野正一・績尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言ー

*  

- 幸丸筆ワーキンググループ

坂本勝比古/ 安 達 英 俊 / 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光 / 橋 寺 知 子 / 山形政昭/ 吉 田高子/ 和田

康由

・80年史編纂委員会

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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「日本建築儲会の遺産と功績J (坂本勝比古) より 「草創期の人身J より片岡安の項
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第ｾ｀回 l  総合建築材料・設備展 |  

平成 13年 5月15 日( 火) c:) 18 日( 金) 管財問問

インテックス大阪 / 4号館正世間百建占 5-102  

(  『快適・健康・安心』

一 一進化する建築文化

入場無料

会期中 、

すてきな景品の当た る抽選会を実施 l

く 主 催 > 合 ( 社 ) 日 本 建 築 材 料 協 会

海 面量五新聞社

く 後 援 > 経済産業省、国土交通省

事務局

社団法人日本建築材料協会

〒550- 0003 大阪市西区京町堀1-3-13 辰巳ビル

TEL:06- 6443- 0345( 代) FAX:06-6443-0348 

http:/ / www.kenzai . or. jp E- mai l : offi ce@kenzai . or. j p 

日本工業新聞社事業部

〒530・0001 大阪市北区梅田2-4・9

ｔｅｌＺＰＶＭＶＳＴＳＭＳＲＲＲｾＴ＠ FAX: 06- 6341- 4773 

ht t p: / /www.jij.co.jp E-mai l : osaka- i nf @jij .co.jp 

4持 4雀

建築トレンドセミナー

於= インテックス大阪・国際会議ホール (300席)

( 5月15日( 火) 13:30"' _' 15:00 )  

「高齢者にふさわしい住まいづくり J

白 石 真 澄 氏 ニ ッセイ基礎研究所社会研究部門主任研究員

( 5月16 日( 水) 13: 30，.._. 15: 30 )  

瞳競材のリサイクルについてJ 法令・雌策・髄策・具体例

河 村 賢 二 氏 国土交通省総合政策局建設業課課長補佐

( 5月17 日( 木) 13:30"' _' 16:30 )  

< 日本健康住宅協会による講演>

「建築材料と室内空気汚染」

吉田左門氏 臼本健康住宅協会技術部長

H主宅の品質硝駄側践等に関するi去律J と「住割強接持リ度j

森長一部氏 ( 財) 大阪住宅セ ンタ ー 住宅性能検査監

「快適 ・健康・安心 (住宅と消費者) J  

酒居淑子氏 兵庫県立神戸生活創造センタ一次長

( 5月18日( 金) 10: 30，.._. 12: 00 )  

「快適・健康・安心の環境づくり」

東 孝 光 氏 大阪大学名誉教授千葉工業大学教授

出展各社による製晶説明会

於= 会場内特設コーナ一 ( 40席)

5月15日( 火) ＱＳＺ ＳＰｾ ＱＴ Ｚ Ｓ Ｐ＠ (株) 稲福建設

Ｑ Ｔ ＺＳＰ ｾＱＵ Ｚ Ｓ Ｐ＠ ホルツ徳島協同組合

ＱＵＺＳＰｾＱＶ ＺＳ Ｐ＠ (株) 木建市場

16日( 水) 11 ＺＰＰ ｾＱＲＺＰ Ｐ＠ (株) アウァ ック

ＱＳ ・ Ｓ Ｐ ｾ ＱＴ Ｚ ＳＰ クリーンペア近畿 (株)

ＱＴ ・ ＳＰ ｾ ＱＵ ・ ＳＰ 工スケー化研 (株)

ＱＵＺＳＰ ｾ ＱＶ Ｚ ＳＰ＠ 岡本インターナショナル (株)

17日( 木) 11 ＺＰＰ ｾ ＱＲ Ｚ ＰＰ＠ 阿部ストラク卜 (株) ・脳同建材 (株)

Ｑ Ｓ ＺＳ ＰｾＱＷ Ｚ ＰＰ＠ ジェ ト口輸入住宅部材セ ンター

本事前申込が必要 〈於z カATIナC ビダJ川総M領犠事剖階館セミナールーム > 1∞席

18日( 金) 11 Ｚ ＰＰ ｾ ＱＲ Ｚ ＰＰ＠ 福井コンビュータ (株)

Ｑ ＳＺＳＰｾ Ｑ Ｔ Ｚ ＳＰ＠ アキレス (株)

聴 講 無 料 * ただ し、当 日定員にな り次第締め切ります。



|  出 展 会 社 ・ 団 体 l  

- ・・・・園日時 期間 隈 思 調

. ( 株) アーク工ース

・( 株) アウテック

・アキレス( 株)

・旭化成建材( 株)

. ( 株) アシスト

・アスワン( 株)

・阿南電機( 株)

・( 株) アレフ

・石丸産業( 株)

・( 株) ウエハラ

・内山商事( 株)

・ウベボード( 株)

・( 株) 梅彦

. 工コ・リヒ、ンク‘コーポレーション

. 工スケー化研( 株)

. 工スピック( 株)

. 工パリス( 株)

・( 株) エムティアールビジネスコーポレーション

. オイレス工業( 株)

・王建工業( 株)

・大阪化工( 株)

・大阪ガス( 株)

・大島応用化学工業( 株)

・岡部ストラクト( 株)

. カナフレックスコーポレーション( 株)

・カネソウ( 株)

・( 株) 加美塗装工業所

・亀井鑓工( 有)

. ( 株) 力ワノ

・E 寅工業( 株)

・関包スチ- ) レ( 株)

. 菊水化学工業( 株)

・( 株) キシモ卜

・キマド( 株)

・( 株) キヨーワナスタ

・久保田セメン卜工業( 株)

・クリーンペア近畿( 株)

. グローブジャパン( 株)

・グローベン( 株)

・( 財) 経済調査会

・( 株) ケンソーヘJレス

・( 株) 神戸ガーデンハウス

. ( 株) コール

・( 株) コスモ ・ソフト

・コニシ( 株)

・笹原メーソンリー( 株)

・( 株) サンコウ電子研究所

・サンコーテクノ( 株)

・( 株) サンステップ

・サンユー( 株)

・三洋塗装工業( 株)

. ( 株) 三和マテリアル

・( 有) 自然館咲く咲く

. ( 株) シブタニ

・( 有) ジャスト東海

・( 株) 昭和丸筒

・ジ、ヨー・プリンス竹下( 株)

・( 株) 新亀製作所

・( 株) シンコー

・スガツネ工業( 株)

・ゼネラル化成( 株)

. ( 社) 全国タイル業協会

・全国タイル工業組合

・( 株) ソーゴ

. ( 株) 第一科学

・( 株) ダイケン

・大日本プラスチックス( 株)

. ダイヤテックス( 株)

・太陽セメン卜工業( 株)

・( 株) タカギ

. ( 株) タカハシ工芸

・タキロン( 株)

. ( 株) タジマ

・立川ブラインド工業( 株)

・( 株) タナカ

. ディエムカードジ、ヤパン( 株)

・( 株) ティ・力卜ウ

・( 有) ティ・ネット

. テクノトウールズ( 株)

・東E コルク( 株)

・東洋突板工芸( 株)

・東レ( 株)

・徳島県木の家づくり協会

・( 株) トクヤマ

・( 株) 永井授研

・ナカザワ建販( 株)

. ナブコドア( 株)

・( 有) 奈良友商庖

・成瀬特殊木材( 株)

・南海フライウッド( 株)

・二三産業( 株)

・( 株) 西尾木材工業所

・( 有) 西日本サービス

・( 株) 二シムラ

・日新グループ

. 二ツタイ工業( 株)

・( 株) 日本衛生センター

・日本科学エンジニアリング( 株)

・日本健康住宅協会

. ( 株) 日本ゼス卜

・日本パウーファス二ング( 株)

・原因セメン卜化工( 株)

・ビ一. ビー- タブリユ( 株)

・P . v ソーラーハウス協会

キリトリ 線

I fh. tぜ l l 2001

T  

勤務先

所在地

勤務先名

所属部課

・役職名

御 氏 名

TEL 

このカードを展示会受付へお持ちください

(ご来場の節は名刺をおl泊りください) お持ちでない方はご記入ください。

F AX 

1. 年齢(

- 槍創建( 株)

・兵庫県粘土互協同組合連合会

・( 有) ファクトリー・ツール

・福井コンビュータ( 株)

. 富士川建材工業( 株)

・( 株) ふじわう

・古河電気工業( 株)

・( 株) ヘルメチック

・ホームデポ( 株)

・( 有) ポリマー商工

・ホルツ徳島協同組合

・マツ六( 株)

・( 株) 丸工ム製作所

・( 株) 丸善金属本社

・ミヅシマ工業( 株)

・村瀬衣料( 株)

・( 株) 木建市場

・( 株) 屋根技術研究所

・( 株) ヤマト

. ( 株) 山中製作所

・山本窯業化工( 株)

・( 株) ユタカメイク

. ( 株) ユニオン

・吉川化成( 株)

・( 株) 淀)11製鋼所

・( 有) ) レーフ・プロジ‘ェクト

・ワープ太陽( 株)

・若井産業( 株)

- ズィルコンジャパン

・韓国民芸( 株)

・日本オスモ( 株)

・岡本インターナショナj レ( 株)

・ウ工スターン・卜レーデインク‘( 株)

. ACMOI RE CT  CORPORAT I ON S ON B HO 

. アメリカ広葉樹輸出協会

・日本貿易振興会大阪本部

. A P Aーエンジニアード・ウッド協会

・米国針葉樹日本事務所

・日本建機( 株)

・( 株) ベターハウジ、ンク& リフォーム

・( 株) 稲福建設

・英国総領事館

・立共インターナショナル( 株)

. 東陽特殊硝子( 株)

・Cas c ade Component' s  Inc 

・ドアクラフトジャパン( 株)

・フリティッシュコロンビ‘ア州政府日本事務所

・B. C Wo o d  Speci al t i es Gr oup 

. BE S T K O PRECI SI ON L  T O  

. C AHAJ A  Y A  Tl rv旧 E R I NO.  SDN.  B HO 

< アンケート> (ゾ印をお付けください)

才) ( 男 女 )

2. どこからお越しいただきましたかっ

口大阪市 口大阪府下 口京都府 口兵庫県 口奈良県

口滋賀県 口和歌山県 口東京都 口その他 ( )  

3. あなたの業種は?

口官公庁・公団・公社 口設計事務所 口建設業・住宅関係

口建材メーカー口商社・販売業口団体役員口一般 (学生含む)

4. あなたの職種はつ

口経営・管理口総務・資材 口広報・宣伝 口生産・技術

口研究・開発口営業 ・販売 口 設 計 口建築・施工

口一般事務 口その他

5. あなたは本展示会を何でお知りになりましたかっ

口招待状口新聞・雑誌口電車の中吊り ロポスター

口友人・知人から ロホームページ 口その他

6  本展示会に来うれた目的は何ですか?

口設計・施工のための情報収集 口新築・リフォームのための参考

口取引先の出展会社との交流を深める 口製品の購入・商談

口他社の動向を知るため 口次回出展の参考

口その他 (



日本建築協会

ゐ 血

耳 目

総会議決お知らせ

平成13年3月28日開催の平成12年度第 1 平成13年度事業計画

2回総会において、 下記議案が原案ど (p. l に掲載)

おり承認されましたので報告します。 2 平成13年度予算

Ip.21こ掲I'i，

1. 平成 13年度事業計画書

( 社) 日本建築協会は、創立以来80有余年の歴史を

誇り、 「建築を通じて社会に只献するJ ことを理念として

今日まで活動をしてきたしかし、 l時あたかも21 世紀を迎

えた現在、我国の経済、社会の在り様は大きく変符する

ことを余儀なくされている当協会がその必盤として立

脚してL、る「建築関係業界J においても、平成大不況の

もと死活を賭けた国内外での統合が織烈さをI泊してL 、る

また、毎n、新聞紙上を! 日長わしているキーワードを姶い上

げても、少 f 化、高飾化、環境 (i 品l凌化、リサイクル、地域

にやさしLト・・) 、人にやさしL 、( バリアフリー、ボランティア・) 、

シックノ、ウス、規制緩和、町革命、 等々枚挙にl桜がな

い。これらは、今後の社会の在り様を端的に示しており、

もとより、当協会とも無縁なものではない。

かかる社会環境のもと、当協会の会口数は、近年、

漸減を続けており、将米へ向けての 『協会の.(f. りj J =

イ7- IT意義j が鎗く問われている新位紀を迎えた本年

こそ、会只が一丸となり英知 lを絞り、協会が再l良=大きく

羽ばたくための活動を検討・再構築していかなくては

ならない。

以上の観点に立ち、平成 13年度を協会は rl' l分迷で

与え、具体的な改善策を検Fげ る 年』と位置付け、以下

に拘げる事業を実施する

I. 平 成 12年 度 活動からの課題

平成 12年度活動から本年度には次の課題が引き継

がれた即ち、

( 1 ) 定ぷの全面改定( 平成 12年 11月m認可) に伴う

協会活動の見直し

昭和22年以米の定ぷの全面改定であり、平成 13年

度は実質的に新定ぷに1&づく活動の初年度となる。総

会、里町E会、評議以会のあり方も変わる。5nには新執

行体制が新定数による総会ぷ認の下に発足する各

思事会・委民会活動内容も検討していかなくてはならな

ｾ、

(2) 1 協会21 1! . t 紀を与える委民会j 答申内容のH体化

「協会 ＲＱ 世紀を与・える委 ｴｾ 会 ｊ に 『 今後の協会のあ

り方j について諸問を行い、協会の今後の j J 向性につ

いての答申をねた。平成 13年度はこの答申に沿って、

協会活動の具体的な改善策を各理事会、委日会で議

論し実行していかねばならない。

(3) 協会財政の一段の恋化への対応

会事4のi新減に伴い、ここ数年、協会の財政は: / 1 . ¥化の

一途を辿ってL 、る。(2) とも| 刻) Aすることであるが、今後、

型域なしに、協会活動、 Ｇｬｾ 務局貸用について検討を加え、

『入を図り、出を制しj 財政の好転を同指さなくてはなら

ない。そのためには、「今までやってきた活動だから継続

して行う」却、う姿鈎は捨て去り、会勢噌強に効果ある

活動= 社会・会員が望む活動は何か? をーから与え、原

資の重点段下、活動のスクラップアンドビルドを思い切っ

て実胞していかねば、協会r . r ，iJWは先細りの道を辿る以

外になくなる。また、事務局経t!t も翌械なしに経質削減

を検討する門ら新たな道を拓いてのみ、発展し' 1 : きる

道が出来ることを忘れてはならない。

*  

1 . で述べた課題は、百ift史的迷やかに解決すべきもの

ではあるが、，' ，則的視野に立って解決を図らざるを符な

い諌題てもある

各理事会、常設委只会は、協会諸活動の改i ' H買を

検討・構築し、平成14年度から只体的に実施することを

U僚とする。

H 平 成 13年 度 の 活 動 計 画

平成 13年度は、 I の課題解決を念頭に泣きつつ、

以下に拘げる Ｇｈ 業をｾ胞する 。

1. 会誌「建築と社会J の発行 〈編集委只会〉

大正6年9灯創刊l以来、ヨ12次大戦終戦前後の ー11キ

則を除いて毎月、会話 「住築と社会J の発行を続け、協

会会員述41?の予段として、また建築界と社会を結ぶ接

点として本会の鹿史と伝統を継ぷする役割を* たして

きた

本年の第82椅発行にあたっては、新世紀初頭の年

にふさわしL 、魅力ある誌面づくりをめざす。本年で第 48

回を迎える 1'' 1 ' 年技術書友杉j や本年第 l 回のぷ彰を

行う「建築と社会rt J などの顕彰制度をとおして、本必

への意見しみの限成をl究lり、会勢m強にも貢献する

また、長ヲ| く不況のもと、本誌発行資問のベースとなる

広告収入のJ i "1大がJUJ 1 寺山米ない現況の中で、編集、印

刷に関わる諸経t!t などのコスト削減に努めながらも、会

員相互の交流のnl となる誌面先災に努力していく

2.1建築技術選書」とくプロのノウハウ> の企画

〈出版委只会〉

本出版委μ 会は、建築技術の単行本発行を企画す

ることを日的とする、「出版企副と著者発話削にアンテナ

剖長り巡らせてL、る- l' ill の探偵集団品、える。

協会創立 ＵＰ 周年記念 ＧｉￇｾＨ Ｑｉ丹羽 ｝ＵＱ 年Ｉとして悠築

技術選)1 ｾを企阿刊行して以米、今 ｈ までに、技術選 Ｉｉｦ

ＳＹＱＱＱ ｴＮ 特装版 Ｑ ＲＱＱＱ トプロのノウハウ ＳＵ ｛ＱＱ ｈ ｾ 、ずれも、学

芸出版社刊) の計87附に及ぶ単行本を世に送り出して

きた。本年度は、さらに委日の英知を集め、よりよい技術

占出版を医lる。また、 Ill J仮』をテキストとした告白による

講演会を実施する。

3. 講習会等の実施

ＨＱＩ悠築工 Ｇｬｾ 実務講符会 〈教育委員会〉

1Ii':l和32年度以降、毎年、建築中堅技術者を対象とし

た「建築工 Ｇｬｾ 実務議狩会 ｊ を ｉｊｍ 催、平成 ＱＲ 年度までに

延べ69同を数えている本年度も実務講習会を実施す

るが、現J易実務に役立つよう議開内容のさらなる充実を

図る。また、各支部との述mを衝にして、引き続き、実務

講習会参加者の拡充を阿る

(2) 情報の提供 ＼ Ｇｊｽｾ委只会 〉

3名誉正会員推挙

p.2に掲誠)

4 定款細則の一部改正

pA8に全文掲軌

時宜にマッチしたテーマを選択し、会誌「建築と社会」

の特集や' 作業委只会が企附する見学会との述.WI に留

怠しつつ、" 時習会・必演会を企両・実施する。また、話題

佳築物について、そのill 築の怠肉、設計主旨などを発

注者設，il' - l i から聞く会を開催する。

各極メディアを活用した情報の提供についても検討

する

(3) 見学会の実施 <  'Jc; 定委只会〉

新建築や地域開発プロジェクトなどを対象とする見

学会を毎日 l 阿Fむ度実施する

また年1- 2岡、茶室・近代建築町並み保存地似てF

の見学会を行い、￥i ，t京地械の歴史や伝統文化との触

れ合いを通じて、会員. f f 1 l I の交流をl測る。さらに、地方

の特色ある作IJ ，に沌nした企両を行P ，Jt! J}J会Q との

交流も図る。

(4) 若い会民の交流 < ，ド業委員会〉

梓い会民の感性をさらに際き、活)J を高めるために、

サロン形式の集会を適宜開催し、講師と参加者との対

話に重点を泣きつつ、才刊、会只相互の親11全・交流を1:<1る

4. 新建築材料の調査・性能等検討 〈建材委員会〉

建築工Ｇ与における主ｾ築材料の選定は、怠匠面、耐久

性、機能性なｃＺｾ求される条件が多岐にわた っ ている

本委員会ではこの点に注Hし、品質・性能はもとよりil 出|・

施工上の留な点など述材の，羽1i 検討を行うとともに、

時代の要請にl; i S え得る確かな情報の収集と会誌I i l l 築

と社会/ 新総材の頁j の必面を通じての紹介を行う

5. 青年技術者の顕彰 <  ，，; . : q: 斗支術者選考委員会〉

昭和29年度に本顕彰制度を実胞して以来、平成 12

年度までlこ754名の顕彰を行った。本年度は第481口lを

迎えるが、アトリエ設計事務所などの方々も多数応必で

きるよう応必資料の簡略化等を検討し、より門戸を}TJ f 、

優秀な若子技官fp者顕彰の上場とする。

ＶＮ 工高生デザインコンクールの実施 〈 教育委 ｴｾ 会 〉

本デザインコンクールは工高生の設計校能向 l二爽防UJ

のため、 II i"H1l 30年度に創設。以米、毎年テー7 を併えて

ヲ訪包してきた。年々 、参}Ji l校が広域化し、応援1' 1'数も附加、

まさに全図的規模のコンクールにまで発展してきでいる

本年度は第 ＴＷ Ｑ 日 ｼ を迎えるが、応ｾｾ校のさらなる広がりと

応募件数のWI}Jl lを通じてNr JiJ Iのrl的を果たせるよう努

める。

7. 工高等建築科優秀卒業生の表彰 〈教育委日会〉

昭和27年度1二本制度を創設。優秀な建築科卒業生

を表彰することにより、卒業後の本人のさらなる研鍛を

促し、激励することを日的としてきた。平成 12年度は239

校、 ＲＴ Ｑ 名のぷ彬をｾ絡した本年度は、優秀卒業生の

推J.¥ちを各学校長に依頼する時JUIに併せ、団体会μ とし

て本会に入会するよう似j め、本会活動、本会発行の特

種資料等が学生 ・生徒の勉学lこ役立つ機会をWI やす

活動を行う

闘 と 社 会 ・捌 1. 5 1  
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8.会員の増強

社団法人にとって、会員数の維持・ｊｴＧ Ｑ 強は披重要 Ｇｊｾ 項

の一つである。本会においては、会事4理事会を中心とし

て、会民数のJ { ' f l J l l 活動を展開している。本年度l主新世

紀への出発の年でもあり、今後本会がさらなる飛雌がで

きるよう全委iこi会の各種活動を通じ、協会全体を. >t (f

て幅広い分野ー特に若年層の入会に力点をおいてー

からの会口J t ' 1'I.i lmiJWを展開する。

9. 支部・地方会員との連携強化

本会の会口組織は、現在、本部および京都 .rl '医l 東

海・和歌山の作文部所属会t1ならびに地方会員、学生

会員により構成されてL喝。しかし、協会としての活動は、

会誌への技術、住築工事実務 誠 ｾＧ会の支部での実施

等一部の' 作業を除き、本部、 支部の述携が十分とはい

えない面がある。本会の活動は、本来、広域的な視野で

展開されるべきものであり、会勢の相強を含めて、支部

活動のより幅広い活性化を期待するところは大きい。

本年度は、支部活! f V - 応対して本自11として述携を密に

しつつ、協力できる Ｇｬｾ 項に対しては ｩ 法大阪のパックアッ

プをしてL、く。

10. I T化への取り組み 〈仮称 I T安只会〉

本会の活動P R、会事!}J{'f 強への窃"J 、通信事務作業 ・

経費の合型化等を日的として、 Eメールの導入、ホーム

ぺージの開設への強い要望がある。本年度、「仮材、

IT委貝会J を創設、名'; it 設委只会より検討委員を派遣

願い、導入の可否、内容等を検討する。

11. 事務局業務の効率化・経費削減 〈事務局〉

本会事務局の業務抵は年々 j空i加している。しかし、

協会財政は恋化の道を辿ってL、る現在、事務局人釘の

Jt'1  JJl Iは許されない状況にある。事務局業務の見直しを

合め業務の効率化、人材能力向ｉＺｾ誌の検討および財

政悪化に対応するために塑城を設けない 'H務局経質

2. 平成 13年度収支予算書 平 成 郎4nt n川 平 成 岬3)13111まで」

の削減を一段と進める。また、本会の財政状況全般を

犯侵してL 、る立幼から、常任理事会等へ定期的な予算

執行状況の報告、各委民会活動における経1'1削減促

案を秘極的に行う。

また、本年度は定款全面改定後の実質的な初年度

にあたる 。 総会、理 Ｇ ｬ ｾ 会、評議員会等の運営等も大 師に

変更される。事務局は新総会運営等の対応に巡溺なき

を期す。

12.その他

本会は、 ill 築関係諸団体と友好的な関係を2起き、協力・

協調に努め つつ、本会の目 的述成にｾ Ｎ・うする諸団 体

の優良な事業企両に対しては、後援 ・協: f 1を行う等の

支媛をしてきた 。 本年度も、社会に役立つ Ｇｬｾ［ 長に対して

は、これまでと同級な支援を実施する。

(I llfな千円)

勘定料口 平成13年度 平成12年度 差 考 勘定科目 平成13年度 平成12年度 差 考

1 . 収入の部

1 会'i'i 収入 77，9∞ 

個人正会只 28.532 

個人正会只 u出方) 1. 775 

団体JE会只 47.533 

時皇会只 ω  

2  '作業収入 65.7∞ 

会誌収入 52 肌泊

契約約数収入 2，4∞ 

会員名簿収入 6.0∞ 

出版委只会収入 1，0∞ 

事業委 ｴｾ 会収入 1，3∞ 

教育委只会収入 2，α)() 

建材委μ 会収入
。

受託事業収入
。

雑収入 1，0∞ 

3 寄附金収入
。

4 雑収入 320 

5記念事業積立金収崩収入 。

6. 退峨給与引当金取崩収入 6. 440 

当期収入合計 ( A) 150，360 

当期事業収入 ( B) 143.920 

rr . 支出の部

1. 事業 'i'i 61，490 

会誌発行 'i'i 51，5∞ 

契約約激烈 1. 4∞ 

会只名簿発行'i'i 3，5∞ 

出版委員会事業費 300 

事業委員会寝業費 1. ωo 

3. 名誉正会員推挙

< 平成 1 3年3 月3 0日付>

教育委只会事業費 2.160 

88.071 - 10.171 建材委n会事業'i'i 30 

32.515 - 3，983 H12収入見込の150万円減 (1∞11減) 記念事業'i'i 。

1.鵠 8 187 HI 2Jl x入の20万1" 1減(16 n滅) 受託 ' M駐'i'i
。

53，8ぬ - 6，317  HI 2収入見込の l∞万円減(401 1減) 金m 1，ぽ)()

118 - 58 2.管理'i'i 86，邸O

67，3∞ - 1，6∞ 人件' c i 60，190 

58，ぽぬ - 6000 会必広告料、会必個別版先 退織金 6.440 

2，2∞ 2∞ 福利厚生 - 教育費 350 

。 ω∞ 広告料+ 名簿必 t 助成 'i'i 3.7∞ 

1.500 - 5∞ 出版企画料、，0) 1賂参加料 会議'i'i 1.220 

1，ωo  - 2∞ 見 学会、， ｊｬ ｩ￬ｾ 会参 加料 旅 'i'i' 交通貨 150 

2，α)() 。ｾ務Ｂ再開Ａ会参加料 通信運搬'i'i 1，似)()

l∞ - 1∞ 集金'i'i 1，ωo  

。 。 11"1純品 'i'i 1，200 

2，似)() - 1，0∞ 建築ヲラプ '11務M. 閃』斡. i 1 M料等 修繕伐'  2∞ 

l∞ 一1∞ 印刷製本'i'i 4∞ 

1，019  - 699 関金利息、貸会議宅使m料 光熱t'i 330 

2，0∞ - 2，∞o  日本ill 策協会質問 火災保険料 20 

3，瓜)() 3.440 過去分分; 却l払い (2名分) 組税公，j ! j ! 4.0∞ 

161，490 - 11.130 消折l 'i'i 180 

日6，490 - 12.570 

ｂ ］ ａ 一記念 Ｇ ＱＧ 車揃＾ｬＺｾ取刷
建物管理'i'i 4，1∞ 

i品輔給与li I>l :主1111刷

雑貨 1，5∞ 

66，850 - 5.360 3. 退職給り引 当初立金支出 1，390 

56，収泊 - 4，5∞ 残業賞、交通過IJ ' I' /等合む 4. 予備'i'i ぽ)()

1，α)() 4∞ 当期支出合計 ( C) 150，360 

。
3，5∞ 当期収支差額 (A) ー(C) 。

1，0∞ - 700 残業賀、交通過日' 1' / 合む 当月11'11主主1[ 1( 謹聴金支払を除( ) (D)  142，530 

3，0∞ 一1.4∞ 残業' 1' 1、交通過fJ 'I'/合む 当期l事業収支差額 (8) ー(D) 1，390 

岡 本 行 善 窪田 緒 鶴 田 昭 一 牧 田 願 治 三 品 哲 夫

2.8∞ - 640 残業費、交通過1.1'1'/ 合む

50 20 銭ｊｩＧｬＧＯ、交通過日 Ｑｾ 合む

2. ∞o  2.0∞ 80年史、 I1 本ill 策協会賞' 1' /

。 。

1，∞o  。

91，640 - 4，760 

64，300 - 4，110 社会保険料. 通勤' 1' / 合む

4，∞o  2.440 過去i且股/o. . f<払い分

200 150 福手JI 、教n貨

4，200 - 500 支部への助成金

1. ωo  280 政 '11会常設委ぬ会等、交通過I，ml

170 - 20 

1，0∞ 
。

2，0∞ 一ωo 会資・広告' 1' /等集金( 振込み) ' 1' /

2，∞o  - 800 文li l A、パソコントナ一等

350 - 150 パソコン等修総

目。 一ゆO /E.;t!;製本等

350 - 20 1世主t代

20 。

4.300 - 300 il' i'l'l説、IIiI 定資産税等

250 - 70 

4，仮泊 l∞ 共益' 1' 1、建物修繕樹立金、水道代

2，5∞ - 1，∞o  会費広告料，f 1l忠世償却、協t! 金雌弔費等

3，∞o  - 1.610 

。 ω。 ｅ メー ｊ レ、 ｈｐ ｾ 申入、 ｐｃ 附 人等

161，490 - 11.130 

。 。

154，490 - 11，960 D=C一退職金支出一退輸給与引弓楠t

2，∞o  - 610  



やまと郡山城ホール

まちなみ見学会

第5回

京都・西陣の町家

( 再掲)

左・ 三 上家長屋、 右上・町家写真館

( 以上海影 : 水野克比古)

右下・関西木造住文化研究会実験住宅

日 時 2∞1年 5 月14日( 月)

14: 0ひー17: 00

講 師 松 本 哲 雄

松田平田大阪事務所副所長

集 合 現 地

大和郡山市北郡山町211- 3

* 近鉄「郡山」駅より徒歩10分

定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 賀 会 員 500円、一般 1，000円

* 税込

申 込 5 月7 日 ( 月) までに 、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さい。

①催し名郡山城ホール見学会

②氏名

③個人会員・団体会員 ・一般の別

④戦場・学校名

信渉加証郵送先

@漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 5月8 日(火) に発

送します。

申込先 (社) 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1- 3- 2100

T EL. 06-6348- 0633 

F AX.06-6348- 0634 

千530- 0001

主 催 (社) 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査: 塘伸夫/ 東畑建築事務所

今も樹相関連の町家が並ぷ西陣、かつ

て大宮通りはその表通りであ った。大

宮町五辻を中心に糸屋八町と呼 li れ、

糸屋を営む町家が軒を連ねていた。

その面影を残す江戸末期から明治初期

に建てられた京町家を、写真家がギャ

ラリーとして活用している「町家写真

館j 。先代から受け継いだ京町家の遊

墨漫画アトリエ「ギャラリー machi ya

del ;t っJ 。若い芸術家たちが住む「三

上家長屋j 。京町家を今によみがえら

大和郡山市には、私達か酬忘れかけてい

た日本の原風景が色j農く残っています。

平城京から郡山城へといきづく時の流

れの中に我々は蔓を見つけました。

聾を中心に据え 、軒の深い庇と白壁で

和のデザインとし 、かつてここが家老

屋敷であった記憶を呼ひ漠すとともに、

伝統的なしつらえで域との調和をはか

り、" やまと" の伶まいを演出しました。

大ホールは「ホール IN ホールJ シス

テムを採用し 、演劇系のためのプロセ

ニアム形式の舞台と、走行式音響反射

板と前舞台により 、専用コンサートホ

ールと同等の性能をもつ舞台か両立で

きるようにしました。

図書館は3年以内には総蔵書数21 万冊

せようと奮闘する「関西木造住文化研

究会j が築150年以上の町家を9 ヶ月

間かけて全面改修した耐震・耐火の「実

験住宅」 。大正元年に建築された二棟

続きの町家を京都府建築工業協同組合

か百矧彦モデルとして公開している「よ

しやまちの町家j と京都建築専門学校

がゼミ活動に使う「町家校舎J 等。

西陣・京町家の保全・再生に取り組む

京町家の住人・専門家と一緒に、まち

なみ探索に出かけませんか。

日 時 2001年 5 月19日(土)

13:0(}ー 16:30

講 師 高 木 伸 人/ 京都市景観・まち

になる予定であり 、剣道、柔道、射場

をもっ武道場を併設します。

心の豊かさ・美しさが感じられ、香り

高い文化を創出し 、市民に聞かれ市民

が参加して文化の裾野を広げる施設づ

くりをめざしました。 ( 松本哲雄)

・ 建築慨ｾ

所 !f. J也 大和i出IlJ 市北f，!Sll J町211-3

建 築 主 大 串1f，!SllJ 市

設計監 理主 ｾ ｉｄ 平田

胞 工 浅 沼 組 雌本建設W

敷地而刷 17，041. 053m'  

挫築I日-Ii， 8，121. 920m'  

延床面般 17，総8.240m'

4骨造J;!l jl) RC 一部SRC、4F(ホール ー図占飢)、

S 、 2F (武道上品)

工 jgl 1鈎 9年 1I}"f - 2001i
J'. 3f1 

オープン 2∞1年 6 月

集 合 よ し や ま ち 町 家 校 舎/ 京都市

上京区霞屋町通下立売下ル

* 地下鉄「丸太町j 駅徒歩10分

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一般 2，000円

* 税込

申 込 5 月10日(木) までに、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さい。

① 催し名まちなみ見学会

②氏名

③個人会員・団体会員 ・一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑤連絡先電話番号

づくりセンタ一事業課長 をお知らせ願います。

木村忠紀/ 棟梁、京都府建築 * 参加証を 5 月11 日(金) に

工業協同組合理事 発送します。

田村佳英/ 建築家、関西木造 申込先 (社) 日本建築協会事業課

住文化研究会代表幹事 大阪市北区梅田1-1-3之100

見学先 よしやまちの町家・校舎 T EL. 06-6348-0日3

町家写真館 FAX. 06- 6348-D634 

M副 1卵 白 ほ っ( ギャラリー) 干臼0- 0001

三上家長屋 主 催 (社) 日本建築協会

関西木造住文化研究会実験住宅 事業委員会見学会小委員会

その他 担当主査. 松本剛/大関干建築都市部

3  
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日 時 2001年 5 月28日( 月)

18ゆ0 -20沿O

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第3ビル21階

講 師 中 村 昌 生

京都工芸繊維大学名誉教授

定 員 40人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一般 2，000円

* 税込

申 込 5月21 日( 月) までに、ハガキ、

FA X、電話でお申込み下さい。

①催し名: 茶室講演会

②氏名

③個人会員団体会員 ・一鍛の別

④戦場・学校名

⑤参加証郵送先

@漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を5月22日(火) に発

送します。

申込先 (社) 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1 - 1-3引 00

TEL. 06- 6348- 0633 

F A X.06-6348- 0634 

干530・0001

主 催 (社) 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査: 幸町J士/安井醗 甜鞘 所

茶室見学会は 、中村

昌生京都工芸繊維大

学名誉教綬を講師に

お迎えして 、早くも

1 5回を重ね 、7 年に

わたり盛会に開催さ

れて参りました。 こ

れはひとえに 、先生

のご指導と情熱、会

員の皆様方のご熱意

の賜物と厚く感謝す

る次第です。

さで今回、一度原点

に立ち返りまして、

茶室の成り立ち、茶

人ならびに茶室の形

式の流れを、先生に

お話しいただく機会

を企画させていただきました。この講

演会は 、今後数回シリースで行う予定

をしています。

また講演会開催後なるべく早い時期に

その内容にふさわしい茶室の見学会を

行うという企画を立案させていただき

ます。

会員の皆様方を始め 、興昧をお持ちの

方々多数のご参加を期待しています。

(森田芳次)

今回は、5月28日に開催されました第1回「茶

室講演会J をうけまして、大阪と京都の境、

天王山の麓山崎にある妙喜庵の茶室「待

庵J (国宝) を見学します。

待庵は、千利休が天正年間 ( 1580年頃)

に山崎の屋敷内に創ったのではなし、かと

いわれ、利休の死後、文禄3年 ( 1594年)

に千家か再興された後に、現在の妙喜庵

に移築されたといわれています。利休の師、

武野紹鴎が完成したといわれる「紹鴎の

四畳半J が唐物持ちの茶室であったのに

対し、利休は、俺ぴ数奇をこそ茶の湯の本

流にしなければと

思い、{ 宅ぴ数奇し

か出来ない茶室

として「待庵J をつ

くったようです。

外観は、四畳半に

あったような縁が

消えて土間庇の

空間になります。

向時に出入口に

にじり口が導入さ

れています。また、

下 出 動 様J入札

室内に微妙な明

るさを自由に創出すことを可制こしています。

茶室の内部は二畳敷きで、床を設け、唐物

を飾る床ではないという意志をその意匠に

強く表現しています。床柱は丸太で、土墜

を天井まですべて塗りまわす室床とし、権も

含めて大胆な表現転換を図っています。ま

た炉のある処の入隅柱も塗りまわされ、要

所を塗りまわすことにより室内全体を広く感

じさせる効果をねらっています。同じ理由で

天井の一部を張らずに掛込み天井とし、竹

割弱唱した軽くのびやかな空間としています。

(森田芳次)

なかむら まさお

1927年愛知県生まれ

京都大学助 子、京郷工芸繊維大学教授ミ撃を歴任 。

現在、京m工芸繊維大学名誉教授、稲j 十工 業 大

学教授、京m伝統建築技術協会理"1長 。

主要若. !l r占典に学ぶ茶室の設atJ建築知議

『茶室大観』剣元社

「茶室の研究J ! ，1l 水占房

f茶の建築j 河原占庖

f茶匠と鐙築JIlli ぬ出版会

f茶室と館地j 小 学 館

『数寄屋古典集成』小学館

『数脊庖邸宅集成j 毎日新聞社ほか

日 時 2001年6月 9 日(土)

14:0ひー16: 00

講 師 中 村 畠 生

京都工芸繊維大学名誉教授

集 合 現 地/ J R r山崎」駅前

京都府大山崎町竜光56

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 賀 会 員 3，000円、一般 4，000円

学生 1，000円引 * 税込

申 込 6月1日 (金) までに 、ハガキ、

F A X、電話でお申込み下さい。

①催し名・茶室見学会

②氏名

①個人会員団体会員 ・一般の別

④戦場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 6月4 日 ( 月) に発

送します。

申込先 (社) 日本建築協会事業課

大阪市北区格回1 - 1 ふ2100

TEL. 06- 6348- 0633 

F A X.06- 6348- 0634 

干530- 0001

主 催 (社) 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査 : 翻苦il /安井臨設計事務所



時 2001年6月19日ω

18: 3ひー20: 30

場 日本建築協会サロン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

師 城 江 利 彦

側ユー ・工ス ・ジ工イ取締役建設本部長

員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 賞 会 員 1，∞0円、一般 2，000円

学生は半額

* 飲物付、税込

6 月12日ωまでに、 ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名 : US J の事業戦略

②氏名

③個人会員団体会員 ・一般の別

④職場 ・学校名

⑤参加証郵送先

笹漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 6 月13日制 に 発

送します。

(紛日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3之100

TEし06-6348-0633

FAX.06-6348・0634

干530-0001

(紛日本建築協会

事業委員会情報小委員会

担当主査・天野直樹/ 竹中工務庖議十部

4とh

τE玄

講

定

日ました。パークの基本コンセプ卜は

USI 社がまとめ 、97年 8 月より基本設

計に着手しました。 その後98年 10月

に工事を着工し約28ヶ月の時間を経

た2001年 1 月に完成の運びとなりま

した。

敷I也は54万rri で、内駐車場は 15万rri 。

全部で18のアトラク ションよりなり、

21 の物販庖友ぴ24の飲食庖より構成

され、初年度800万人の集客を見込ん

でいます。 ( 械江利彦)

ユニバーサル ・スタジオ ・ジャパンは

大阪市か取り組んでいる「集客都市大

阪j を実現するための主要なプロジェ

ク卜です。また、大阪のベイエリア開

発の起爆剤としても真腕されています。

すなわちベイエリア法に基づく大院湾

での第 1号に指定されています。外国

のテーマパークとしては東京テーィ スニ

ーランドに次ぐ我が国第 2 号であり 、

話題とな った映画をもう一度パークで

楽しんでいただくことをコンセプトと

して人気を博しています。

93年頃に大阪進出が具体化し 、96年

3 月に事業会社である U剖が設立され

これかうの建築と社会

第2回講演会

ユニバーサル・スタジオ・

ジャパンの事業戦略

込申

じようえ としひこ

1947年兵庫県生まれ.

1971年京術大学工学部J 二木工学科卒業.

1切3年同大学院修上課程修 r (土木工学専攻)

同年住友金属工業側入社

1996柄拘ユーーエス・ ジェイ 出向

同年同社取締役立脚本部長就任。現在に至る 。

申込先

イ雀主

- 辿築概J } 2

'11業主体 (絢ユー ーエ ス ジェ イ

所 在 地 大阪市此花西部臨海地区再開発地械

用途地域 単工業地城・司自防火地械

基本計画f J Uni versal  Studios [ nc.  (usI) 

設 計 大 林 組 ( 第一工区)

j島品他殺 (第二工区)

竹中工務庖( 第三工区)

54ha (/ { - :7 39ha、駐車場15ha)

156，432.95m'  

116N!  

1997年 7 ｊｾＭＱ 鈎 Ｙ 年 Ｓ 月

1998年10円- 2∞1年 l 月

2001
f
l" 3 月

敷地面積

延床面級

事I ! 数

設計 ｊｐ ｉＯｉｾ

施工期間

オープン

5分 冊86判

品

鉱

山

を

L

l
i

I

4

-

#

許

F

-

者

ι
/

/

 

S

 

下さい。

申込先: 日本建築協会事務局

TEL06- 6348- 0635 FAX06- 6348-0634 

5  

1セッ ト・5，000円 (消費税別途) でお

わけできることになりました。ご希望

のかたは電話または円以でお申し込み

昭和47年6月に発足した「建築クラブJ

( 日本建築協会会員有志の集まり) は、

毎月 1回、大阪市内のホテルに学者や

ジャ ーナリストをはじめ政界・結斉界・

文芸界 ・スポーツ ・芸能界など広い

分野から講師をお招きして 、お話を

聞く朝食会を聞いております。

1997年、この朝食会の第300回を記念

して、講演速記録を集約し、最終的に

118回分を5冊1セ y 卜 (1冊平均約320

ページ) の本に緩諜いたしま した。 r話

のはなし」の講話の内容はとても多彩

で、 「おもしろい話J r貴重なはなし」

「裏ぱなしJ などがい っぱい詰ま って

います。

講演記録集

「話のはなしJ 残部

頒布します!



主読者と織りなす芸

た[て|糸

よ

? ず

しー 糸 「建築と社会J では、読者の声を誌面づくりに役立てるために、皆様の

意見と、編集担当者の声を掲滅していきます。

- イギリスにて

日本を離れて約 1 カ月 。 イギリスに 10カ月の

滞在予定で 、様々な英国文化に触れている毎

日です。

日本の情報は、こちらのマス コ ミからはほと

んど報道されないので、インターネ ッ トを頼

りにしている毎 日ですが、外国にいてもメー

ルで簡単に情報交換ができ、 n干士会の恩恵で外

国にいるハンディを感じることはありません。

4 月号の rr下社会におけるきずな j 特集は、情

報技術を中心とした21世紀の生活文化の方向

性を見出そうと企画したものですが、英国で

はあらゆる業種において、 H Pアドレスが電話

番号と同列に扱われており、 I咋土会の定着度を

感じます。 それでも、 DI Yやガーデニングに対

して市民の関心は相変わらず高く、毎日のよ

- 個性の発露

先 [ 1、 f f共の絵の話を |昔l く機会があ った。子

供の拙く絵は、写実的に捕ける 「視覚的タイプ」

と抽 象的で感覚派の 「自由党的タイプj に大き

く分けられるそうである 。社 会一般 、親の目

から見ると、物を忠実に姉ける 「視覚的タイプ」

の絵に感心してしま って、自分の子供の絵が

何の形だかわからない個性的な 「触覚的タイプ」

だったりすると、それを M極的にほめたり伸

ばしてい乙うとは考えられなか ったりする 。

それを 聞いて、建築の作品づくりにも似たよ

うなことがあると気づいた。現在の不況下では、

各設計事務所、各建設会社ともコスト重視、

稼ぎ重視が先行して、建築家や設言|ー者の秀で

た個性が活性化できない環境にある 。

先日、 「建築 100人X 100冊j 展を見に行く機

うにテレビで特集番組が放映されているのを| 会があ った。建築家、設計事務所、ゼネコン

見ると、どんな時代になろうとも生活の本質| 設計部、 学生入り乱れ、自己の作品 ・思想、を

は変わらないのではと感じています。 I 図己? などの展示を通じて表現していた 。 そこ

( 編集委員 K .  s)  I には、型にはまらない個性と力量があ って、

見て楽しく、頼もしく感じたものである 。

( 編集委員 S  ' T)  

- 汗ばむ季節を前に

昨年 8 月、シリーズ頁 I大先輩に 1mくj の取

材に同行し 、石井修先生の自宅を訪問させて

頂く機会に恵まれました 。訪問直後、まだま

だ暑い道中で少し汗ばんだ状態で取材が始ま

りましたが、石井先生のお話が進むにつれ、

夏の夕暮れの自然な温度が心地よく感じられ、

ゆ っ くりとした流れの時間を楽しむことがで

きました。

心地よいさを聞と温度、そして時間 。 どこにで

もあるようで 、 日ごろなかなか一体とな って

感じられないような気がします。

心地よい春の 一 目、あの 8 月の半日の思いが

よみがえりました。

( 編集委員 T .  S)  
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「建築と社会J I  

読者アンケート l

2001年5月号

6  

送付先:

(制11本 建築 協会

「住築と 社会」

F AX 侃・6348・侃34

「建築と社会J では、読者の方々のご意見を参考に 、充実した誌面づ くりをめざしております。今月号で、 とくに

ょいと思われた作品、記事、 その他についてのご意見を F AXでご送付下さい。

なお 、このご意見は 、読者と選ぶ第2回 『建築 と社会賞j の1次選考に反映されます。

ロとくに ょいと思われた作品

ょいと思われた理由

口とくに ょい と思われた記事

ょい と思われた理由

口 そ の他 、 本 誌 に つ い て の ご 意 見 や 、 取 り 上 げ て ほ し い 内 容 な ど が あ り ま し た ら ご 記 入 下 さ い。

お名前

勤務先

口ごJなJ W:， ..たて糸よ こ糸" 側に取り上げさせていただ くこともありま すが、

そのJ品介はイニシャ j レのみをl1J載させていただきま す。

TEL  



主催日本建築協会

平成13年度 第47回工高生デザインコンクール

設計課題 ライフハウス

課題の趣旨

洋 の 東 西 を 問 わ ず 、 音 楽 は 人 々 の

の 生 活 の 中 に 浸 透 し 、 クラッシ ック

や 軽 快 な ワ ル ツ の 調 べ に 人 々 は心 を

癒 さ れ る 。 ま た 、 自 己 表 現 の 手 段 と

し て 音 楽 を 追 求 す る 人 も 多 い。

現 代 で は、 様 々 な ハ イ テ ク 機 器 を

用 い た ロ ッ ク な ど の 音 楽 が 若 者 に 浸

透 す る 一 方 で 、 さ ま ざ ま な パ フ ォ ー マ ン ス や 伝 統

芸 能 も 近 年 見 直 さ れ、 新 し い 分 野 を 聞 き つ つ あ る 。

設 計 条 件

1 敷 地 : 敷地の大きさ 、形状ともに自由。

2. 規 模 200-500rri

3. 所 要 室 . 使用方法を想定し、必要と思われるスペースを適宜

設ける。

所 要 図 面

1 配 置 図 縮尺自由

2  各階平面図 ・縮尺1 :  100 

3. 立 面 図 . 縮尺1 :  100 (2面以上)

4. 断 面 図 ・ 縮尺1 :  100 ( 1 面以上)

5 透 視 図 設計意図が最も反映するところ( アイソメも可) 。

着彩仕上げ。模型写真に替えてもよい。

6 設 計 説 明 設計趣旨( 立地・ 周囲の状況なと1こついての説明を含

む) およひ廷謀板要( 敷地面積、建築物の構造 ・階数

および床面積など) を示す。

し か し 、 そ の 練 習 や 発 表 の 場 が 少

な い こ と も 現 実 で あ ろ う 。 また、 路

上 ラ イ ブ の よ う に 、 聴 衆 と の一 体 感

が 得 ら れ る こ と が で き る 場 が 求 め ら

れ て い る 。

入選賞嶋 本 課 題 で は 、 綴 々 な 世 代 の 人 た ち

の 発 表 や 創 作 の 場 と し て の 「 ラ イ ブ

ハ ウ ス 」 の 提 案 を 求 め る も の で あ る 。

4. そ の 他 用紙や図面には、学校名・学年 ・氏名なと応募者がわ

かるような表示は行わないこと 。

応 募 方 法

※以上の条件に違反した/ Z ' $ f f 午品は、失格とすること

泊〈ある。

1. }j lj 紙用紙に、学校名・所在地・学年 ・氏名を記入し、封筒に入れ密

封し、図面の裏に貼りつけること( 記入用紙が足りない場合は複写

して下さい) 。

2. 共同制作で応募する者は、 1. の記入用紙に連名のうえ、代表者にメL

印をつけること 。

3. 応募作品は学校を通じて提出すること 。

締 切 期 日

平成13年9月28日(金)付の消印をもっ て締め切る。

設計意図を表すサブタイトルをつけるのが望ましい。 送 付 先

7 そ の 他 : 平面図 ・断面図には、室名 ・寸法を記入する。その他 干530-0001 大阪市北区梅田ト1-3-2100 大阪駅前第3ビル21階

必4要と，恩われる図面を加えてもよい。 社団法人日本建築協会 第47回工高生デザインコンクール係

応 募 条 件

1 用 紙: 製図用紙A I判 (594mmx  841醐) 1枚を使用し、その中

にすべての要求図面を描くこと 。

Z 仕 上 げ : 図面は黒色鉛筆仕上げとし、ワープロ、C Gや C A D、

スクリーントーンなどによる仕上げは禁止する。 (た

だし、色鉛筆による着色は可) 。透視図は彩色a用紙を用

い、製図図面にのりづけしてもよい。

透視図や模型写真以外のものを貼りつけることや、図

面のパネル化は行わないこと 。

3. 応 募 資 格 : 平成13年4月現在、高等学校在籍の生徒で、個人または

共同で制作したものとする。

審 査 員 (50音順 ・敬称略)

委員長 吉 羽 逸 郎/ 側アイ ・エフ建築設計研究所代表制脅役

委 員 大 井 昇 二/ 側大林組本庖建築設計部部長

岡本 陸/ 側日吉設計大阪科土設計室設計室長

門川 清行/ 附竹中刀若庖大阪本庖設計専門役

川原村勝幸/ 側安井建築設計事務所設苦情悶l部長

久保 清一/ 大阪芸術大学芸術学部建築学科助教授

小 林 正 明/ 鹿島建設側関西支庖建築設計部副部長

花 L. 06-6348-0633 FAX. 06-6348-0634 

入選作品の数および賞

1  入選作品は10点とする 。

2. 入選作品のうちから最優秀賞1点、優秀賞2点以内を選び、賞状 ・賞

牌および記念品を贈る。

3. 他の入選作品には、賞状および賞牌を贈る。

4. 応募者全員に参加賞を贈る。

※ 入選作品の版権は本会に属し、また入選作品は本会にて保管する。

入 選 者 発 表

審査の結果は、各学校ならびに本人に通知するほか、本会の会誌「建

築と社会J 11月号に発表し、入選作品は翌年1月号に掲載する。

鈴木 造子/ エム. アイエー. アーキテクツ筒) f i ; 表取締役

瀬戸 本 淳/ 勝瀬戸本淳建築研究室代表取締役

田中 直人/ 摂南大学工学部建築学科教授

高 砂 正 弘/ 胸高砂建築事務所代表取締役

八杉 政一/ 側東畑建築事務所建築設計室設計部長

山 本 光 良/ 鮒昭和設計企画設計部企画室長

阪田 弘一/ 京都工芸樹監大学工芸学部造形工学科助教授 吉 村 英 祐/ 大阪大学大学続工学研究科建築工学専攻助教授

ζ のコ ンヲー J レは、必校生の設計技能の向上をI' I ( ( ，J とし、昭和30年より毎年テ ーマを変えて InJ Hli して います
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「建築と社会J 誌

大正6年3月に誕生した日本建築協会 「日本建築協会雑誌」、さらに1年後 おりで、パックナンノ f ー附人希望は、

( 当時・関西佳築協会) の、機関誌 には「建築と社会j と改組し、今日 日本建築協会事務局何" ' EL 06- 6348ー

は大正6年9月に「関西述築協会雑 に至ってL 喝 。 0635、FA. X 06・6348・0634) まで。

誌」と題して創刊された。大正8年に 取り上げてきた特集テーマは下記のと 販売価格は12∞円( 送料-i i " ! 費税合) 。

特集一覧・1979- 2000

ヨ

『

i

o
'

n
v

・
7

'

'

d

O

9

札

1

v

 

1980 

vol. 61 

1981 

vol. 62 

1982 

vol. 63 

1983 

vol. 64 

1984 

vol. 65 

1985 

vol. 66 

1986 

vol. 67 

1987 

vol. 68 

1988 

vol. 69 

1989 

vol. 70 

1990 

vol. 71 

1991 

vol. 72 

1992 

vol. 73 

1993 

vol. 74 

1994 

vol. 75 

1995 

vol. 76 

1996 

vol. 77 

1997 

vol. 78 

1998 

vol. 79 

1999 

vol. 80 

2000 

vol. 81 

J  2  3  4  5  6  7  8  9  J O J  J  J 2 

- 転換期の

再開発ホ

- 大阪市港

ボートタウン ・ 商業空! 日l本 ・ コンヲトト ・ 日 影 胤111. ・ ホテル時と ・ j品村施設 ・ 建築の終局 ・庄 削 ・ 80年代の ・ 第26101 ・ 他殺業の

のひびわれ 情報" ^ ァム の変貌ホ 強lir の検討 まちづくり$ インテリ 7 ・ 1' 1年技術者$ 労務事情本

. 80年代の ・ 今後の ・ m!iの劃li 控聾 ・ 軍21画首相I幅E ・ これからの也

/:I，pと也築ー 省エネルギー ・ 'td Hl!築 ・ 住宅の ・ 主l!築Tf 政と ・ l註近の ・ 柿市景観と ・ 屋内体育 ・ 水ぎわの ・ 今後の外渡 ・ 転機にたつ 築設，lt と新耐

まちづくりの の趨勢 投 JI.'I>務所 耐久性* 法規* 防水工法 7 メニテイ事 施設の設備本 まちづくり 吹付仕上材事 マンンョン。 鍵設計法*

歴史と肢盟 ・ 主l ! 築金物 作品ｾ 集合住宅

. qlj Ji Iの論文 、 ・ 台所まわり ・ 災3 と法 ・ 郷市住宅一 ・ 也築物と風ー ・ 住宅刷11幅企 ・ 隊得者の

・ ポートヒ7 1T¥. ' t ・ シーリング デザイナーの 回4 西にお1I る ・ 1/111上t;J J! 控の ・ 第281"1

・ 職{ 世論定 一北京の のi 1h何と 一 安 全 な 現 段 住 ま い 手 ために 描rlil 瞳を'1' 心と 暮らしやすい

r.JI diJI 阿 * .81帯 設備* 材の知 ｉｾＮ をめざして$ からの尭忽* ・ II !1! i世，1t した軒畳間 性能;W(ilJi. ＡＧｩｾ Ｇｬ Ｎ占術者Ｄ 現墳と設備

作品1駐車 の世捌$

・ 阪 縦 施 投 - ・ 鼎，Ji 景観ー ・ 絵本lこみるすま ・ 郡29悶

. f I i たな商業 ・ 古エネルギー 地域医療と ・ 近畿の地盤 まちなみ) l 観 ・ 大阪市r1'合 ・ ホール建築 ・ 大スパン ・ 昭和設JI いとまちづくり il lf. IHi i l'i ・ I!i!. 上 空 気

空間の展開* とl別口部* 技術 JI 阿 * と地質* への巴』いｾＭｾＮ (第 1101)ホ と 音 * 桝 造 * 作品』島市 ・ ォーエムホテル ・ 地 JJ の!r合 と人11¥1ホ

n航ピJ レ 弘l ! 築*

・ l剥刊の ・ マイコンの ・ 計画にお11. . 大阪駅と ・ 東海の将米 ・ オフィス・ ・ プレストレストー ・ 軍30岡市刺繍E

hl ! 築文化を hl ! 築への ・ 多織化する ・ 建築と コミュニト円 ターミナル ・ 維持管理と と文化を インテリア 鉄筋コンタリ ・ 大阪域国際文化 ・ 集合住宅と

与える 平'Jm 迎動施; s t * 品質管理 ンt1附テー ピj レ 技術史新 与える の変革 ート構造 Z トツホ-t 生活苦

';1 3 1  

・ 21世紀ヘ町間両ー ・ 関西の ・ ピJレの ・ まちの活性化 . みどりと ・ 約 l副首刺繍t ・ 光応則

魅力ある 越 Ｑｾ ＺＺ￯ ｘ ヨピ ｊ レ ワ7 レッソュー ・ 建設産業と ・ 1主m腐と と商業空! 日l ・mJ l J i 設備の それをとりまく ・ i Q申告化干|会 ・ 床の精工法 ・ ディテール システムと

まちづ〈りを問う *  内時器摘陣a繭 ロポット閲覧・ 法制度 ・ 京都駅市L1 ポイント 人 々 * と生活空/ 1 ¥1 の忠屯! ill 築

の理拡 t RM- ' 1可閲覧ピル・

・ 自rtl 似 叫 ・ 情緒化を ・ ホーノレー ・ 酬 の 訓 ー ・ 建築と水の ・ 接←人体と ・ 村野勝目の

Ｎ Ｉ［阪ｪＡＧｊ物ｾＪ ・ 東海の現在 一連軍総jf武畳 めぐるI l ! 聾 それが生み M近の ・ 大阪国際 泌11.¥ ・ 都市と他liIt 注高にみる一 一断 ｴｾ ・ 百¥3 2 回

と近去来 ・ 燃の基躍を 都 市 附

- i ; ; i l L1型 ・ 5 f 7 3 2 . ! ; ; : μ ・ ; : ; ; r . ll 治 体 制 作 ま 防 災 ・ 21 1世紀の ・ 1 E n i f ・ ω 一 ・ オ7 日空間 ・ 第 四 -zz弘前

集合住宅にみる ポ材 ・ これからの 建築・設備 と公共建築 ・ 大 剛1庁舎 住宅と設耐t もとめτ その酬と展開 の構成 何年技術計 とワニュー71

防ぷ 1: 法 計画 (第 2101) ・ ツイン21

. 1作 厳 保 管 ・ 建物と町並みの

・ 入浴物語 ・ 腐食 ・ 官'1¥1:) 01高年 ・ 蹴動する 施，[世 ・ 室内の仕上床 ・ 駅 ・ 行政建築家 ・ ンティホテル ・ 宝塚の 控点 ・ 第34回

記念 'i 東海へ ・ 大阪府立 の可能性 の設備 mづ く り * ・ 昭和，没rlt tl 年技術者

体育会館 作品m

・ 軟弱地盤 ・ . 世備における ・ 中国地方町腿望 ・ 血合住宅の ・ 第 35 同

・ ホテル物ｾ‘ と基礎 E5fι ・ 建物の丹波 ・ 都心居住 とひろしまの ・ 2 1世紀への . 制 恥 ・ 起高階住宅 リ7レ山本 作 技 術 古 ・ "i' frt テレビ

U ・ 文化と同一車 . 4岨盟主偽品 円レフソ日 まちなみ f照明 $  を考える ・ 大阪府営普 ・ 800秘主・

梅からの報告 作品県

・ リゾート事情 ・ 色の l!l ltfi ・ 1'i J1ft の ・構造の古M . / : 1市原境創造

・ 0 / をのせる ・ 竹 '1' 工務応 ・ 東海の新建築 ための材料 ・ まちづくり ・ rJi 覧会と ・ 沼市環寝創造 ・ I l ! 聾とアート ・駁』建設k町主底 と設備H ・ 第 36 阿 ・ I i l 近の陪臣会

輸送設備 創立! KI 闇年. f 2 と伝統技術・ 工法 と法 まちづくり と，役備I 謹書設計革作品事 ・ ユーザー事加 Jf 年技術古 パピリオン

のハウジング

・ !Ui1dのr.II，Ji ・ プレハブ ・ 珪聾富のための ・ f. I i 強度化一 ・ やわらかな ・ /:I，li のナイス ・ 2官37 阿 ・ 高純車一建物町

・ 商品化住宅 ・ ニr タウン j湘 ・ スケール感 住宅技術の ・ 11: 1際佑と A fE1?? 日 乱It の 械 化 住宅管理 プレイス JT年技術行 願舶の時代

のデザイン傘 ルネサンス ・ 佐賀市文化会島 製作と止米 紙の ｨｾ 覧五 ピ削こよる をめざしτ一$ ユーザーの ・ 兵 ｊｩｬ｛ｾ ， ｴ｢ｲ 織 ・ 相置山県の を迎えての

ト日夕ヂ，- 役1J I J の歩み 展望と畳間・ 外笈材

・ 新しい侃，Ii ・ オフ 1ス ・ !Ui1Tj 支揖i ・ 守 Jif l:ti ・ ill 築と土木 ・ 豊事制ｾＮトヲ ・ 空間町7 イずン ・ 自治体住宅 ・ 建築と上木 ・ スリムでタフな

空間lづくり . 軒よる: 品 i肌 30周年 ・ k 阪航海上 ・2321232 ・ 別 総4社ピル ・ 一般h プ川町倣 h h， 帥ヘ町撞 ii -"''11造技術 . 2LLL品、

一 I ー づ〈り斗ト 必タ ビルデイング 商主ピルによる ・ 近畿地方建設 ・ 盟品現場内イメ ・ きんでん瓜J I ; ・ k 枠組創業 のI ! ! Wー を身える

・ 也築の風景 ケース日ヂ，ｾ 局岱絡部 ージ7ップ作R ・ k埋草Jt40周年 1  00年記立 ・ 軍38目首相橘t ｾンボ γ ウム

・ 0 / 物語- ・ こだわりの ・ 主l ! 築と ・ 珪聾車のための ・ 酎創り. 住まい ・ 本構造を使っ ・ J書.n ・ 中国地 ｊｪ の ・ 岨古｟ＡＺ＼ｾの ・ いま建築教育
人がかわる. インテリア デザイン 設構知轟ー附 ・ J也味環境 剖ト住宅描 てみませんか 控聾分野への 町並みと也事 . 間 口 お に何が期待 ・ 京のかたち

山 悦 一 ・ 2 1 2 f t i 一 時 支 ト 勢ZT里 11械 の 断 3 1 h i f  Z 3 1 2二 限り主主可能性 121超円 ihi ストリーム さ れ 吋 か と也

・ 軍醐育制llli r. ・ 環境- ・ 映画の中の ・ ill 策の再生 ・ 国際的パート ・ 制帽古物併

・ 州 師 事 附 ・ 大阪府営繕 ・ 東海の主術館 ・ 市民串l喝の 限りある自然 ・ r.II di の インテリア 一階造技術の ナーン γ プの ・ 納 t竺 ・ m市型11:宅 ・腕一人に

創立回蝿年 . 1¥9: 物館 舞台設備 と建甚との スカイライン ・ けいほん主プラ 世田l一 可能性 まちっくり 再考 やさしい空間骨l

oi!::t作品距 かかわり ザ・住友ホール ・ 大阪市営純 遣をめさしτ

・ コピー文化の . 九州のイン1 ・ (J t害事神宮 ・ 建築のエヰ ・ 1列11 に(i:司か ・ 11空I sIにお ・ まちなかの ・ 水と主l ! 築 ・ 也事設備のCG ・ 構造: ) ; - ・ 第 41 同

新時代 タレーション 式年湿符と J レギーシス って一会Q ・ いま、医療 ける居どこ 干7板 ・ 口本建築 ンミュレーγ ョン 述筆の中のｾ _，I( 年技術書

・ 広島町掛川 と貌 事 ｉｉｾｊ 州 ｨ テム 作 品 * 施設は ろ へ の 削 ・ 竹中工務庖 総合，，，1: 験所 ・ 村 野 純 聾 ・ 忠告住宅問地 ・ 関西国附港

7 ジ7 Q!i);ぷ の集合住宅 'Ii 掛 所 リ ニ ュ ー ア ル

・ 光がつくる ・ 飛騨 .:t. 狽 ・ トイレから ・ 払のさｾ 1/11 ・ 新しい fr.ll ・ ill 築精進と ・ 百¥4  2凪

風合の l世界 ・ 音ー騒音から ーまちの活性化 見 ｴｾ 都， Ｑ［ ・ トイレ' 空間i ・ J書合 ・ ユ日レサル 作1. 1<一会口 市 建 築J 社会の嫁点 ・ ライ 7 ライン ，'1年技術者

本 操音/ 即応へ と地1i 文It ・ 文fi ・ コスモタワー デザインとは 作品 の 悦 点 * ・ 口建設計* と醐設備・ . 滋賀県強制

- 阪神大波災 ・ k阪府住宅 ・ 述 iIーその ・ 立体駐・IU砧 ・ 罪事 1非常時r ・ マルチ ・ 1，) 斬の止規模 ・aの空間作法'96

♂ 』 ・ いま、プール ・ f主まいの ー ・ キーコンセプト ・ 軍43圃荷物稿者

から学ぶ 酷結公社創立 地方振興と 設備 生きる並体長 メァ' ィ 7 が スポーツ競技 ・ 九州の元気

*  却閣年記主* 文化 事 ・ 大越! 設 JI ・ OAPタワーズ がおもしろい 未来像 つくる| 吐界 の新時代 施投の設備 ・ 0ι 〈ヲ町3作届 ・ 近聾地盟宮掛部

- 建築のロン ・ 車両支軍全日作品 ・ 創立80周年f i ・ ｬ 主む さ ｾ Ａｉ｜ｉ の ・ 斬エネルギー ・ クロスワード ・ モザイヲ掃市 ・ 私の空IIIJ ・ 第 44 岡

グライフ化 ・ 鉄色のがたり ・ 銀 Eト量U / 践と弘と社会 ・ 縞哩納町民監 復興一正臓の ・ 素材の不思議 ・ 1主主 ー都市 都市OSAKA の11むかたち 作法 1・f年技術者

をめざして ・ ｾｴＱ ｗ､ 基 ｉ - 80MJ 眠ー. I揃とその微 量舵恥械圃ヘー ・ 大阪ドーム 披備公開改 *  ・ 昭和設計 一全日作品一 ・ 京情駅ピJレ

・ 住都世間関西支社 市への従 ;j 40周年

・ 軒 ｾｉ ‘まちづ〈 ・ ｃｯｮ｣ｲ･ｴ･ ・ 』紅海支部 ・ 心と 1*を ・ 建聾設備- ・ 辿築への JiI ・ ゆれをとめる ・ 払の空間作法 ・ 軍45圃併佐蹄者

りの予感 ・ 九州とわたし 会n作品 ・ 街並み町揖UI- ・ 生活耳1境の ・ 地球環境 元気にする ピルメンテナン 古， 98 ーたえる技術 ・ 2001年の医躍 ・ 罰t t61: 事んだ

・ 車畑盟聾1i 輔所 そして建築‘ ・ 白州Ｍｾｊｉｪと 品近町外構村軒 安 全 安 心 保全と主l ! 築 インテリ 7 ^町立掛から -21日t紀に からかわす 施設 jR西日本町 12年

創立白周年 その周辺一 l古j けて 技術へ

.  . . らしさ" ・ 車両支m ・ l圏西I l ! 甚界的龍 ・ 改正盟聾M唱法 ・ アーバンイン

のデザイン ・ 大阪 rJ; 都市 . 2dl J J LJ ; ・ ル Ji の れと醐』三の ・ k 阪域天守l目 ーまちづ〈り ・ 弘の目でみた テリ Ｗ 一勧ｾ ・ 木とともに ・ ｡ の空間 ｬ 作法 ・ 第 ＴＶ 図
・ 坦藁を綾どる ! 健備局 脇島と地壇文化 パプリッヲ 足跡をたどる 平成の大改障 すまいづくりへ 環境問題 空間としての Jf 年技術舟

小作主そノ町仕由人 のI'i 柵華 町麗聞ー インテリ 7

・ 21世紀町デザイ ・ 中国文部ーしま主 ・ 京海支部 ・ 割る一割定方法 ・ 改正使築 ・ l∞年怯への ・ 来| 世紀に ・ 私の空間l作法

- i 謀総 ; : ! : : 平方 -HfHq ・ 品 ; 3 R iffzt -m:;& 1 f t l  . i A; AJ l E CZて;7 ・ 時間 . 議 結 ・1; ぉf者

所創 ｾＱＵ 周年 瞳Eづ〈りの量れ I∞周年 こころー* 昔の駐日l : 1QJ J !
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今月の表紙

デザイン/ 笹村欽也

今垣内千恵

建築写真/ 河合止鋪

. 日本披送協会大阪激送局

設計/ 渡海に! J ! 築工務所

施工/ 大林制l

峻 工/ 1幻6年 10月2511

所w也/ 大阪市中央院1馬場町

・その全体i障が、もt執l発日のそ

ニュメント的印象を与える建物

である。つい Jot 近までドラマの

パ y クに使用されていた. 情報

を発f . 1する側にと っても. 受け

る側にと っても怨い出深い名建

築である. ( ' l ! t村欽也)

. 特 集 予 告

6 月号/ 成熱社会をささえるま

ちづくり一法令・制度 ・

プランを活かして-

7 月号/ 現代の 日本の空間、文

化 を探る
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特集・ 自 然 素 材 を め ぐ る 「 も の ・ わ ざ ・ ひ と 」

[ 総論] 白然素材をめぐる 「もの・わざ・ひとJ . 木下孝一 18  

[ 素材 ] 木 北 山 杉 、 杉、粉、外材 24 

土( 瓦) 一 一 一 岐 阜 産 耐 寒 瓦 、 三 州 瓦 2 6  

土( 壁) 一一一 土 佐 漆11食、 暗 2 8  

土手 畳、熊 3 0  

チタン 一一一一 屋 様 、 建 築 金 物
31  

石 32 

Mi; 和紙、襖 32 

会 告 総会議決お知らせ一平成 13年度事業計画書. 平成 13年度収支予算書. 名誉正会員推挙

定款細則の一部改正一. やまと郡山城ホール見学会 まちなみ見学会⑤京都・西障の

町家. 茶室講演会① . 茶室見学会⑮妙喜庵の待庵. これからの建築と社会② ユニバー

サル ・ス女ジオ ・ジャパンの事業戦略 講演記録集「話のはなし」残部頒布します!

読者と織りな す" たて糸よこ糸" 第47回工高生デザインコンク ールー設計課題: ライ

ブハウスー.

作品作風 神 戸 商 船 大学 総 合 学術 交 流 棟

D N X新 大 阪 ビ ル

10  

12 

gallery 竹包隠居IGARE GE RE F ORM. 松井哲哉 (111上比奈子・中村文紀) 14  

16 建築の眼 住み続けられた風景 ( 5 )・吉田高平デザインとエンジニアリンゲ. 時 田 繁

東北と越築・黒団長裕 雄物と人間の近似性 ( 5 ) . 曽根健二

R E PO R T  大 阪市 環 境事 業 局 舞 洲 工 場 ー ま る で お と ぎ の 国 の お 城 ・小笹光彦

素材と技術が生み出すデザイン 「タイルJ . 小林優子× 大谷弘明

法令コーナー パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト 制 度 と は 何 か・椎名辰之

設備の頁 新 冷 媒 の 動 向・片岡修身

矯造の頁 建 築 と 秩 序・多国; 英之

新建材の頁 電磁波l吸 収 ロ ッ ク ウ ー ル 化 粧l吸 音 板・松 本 章

33 

3 4  

3 6  

37 

3 8  

4 0  

informat i on 大阪市立住まいのミュージアム開館 . i松下電器のユニバーサルデザイン戦略ー主催/ アジ

ア太平洋トレードセンター- J  . 5Dゼミ「住空間を考える j シンポジウム「建築設備のリサイク

ルJ .  i建築仕上診断技術者J 講習会 .baut ec 2002へ出展募る.環境・エネルギー優良建築

物マーク. ハンス大賞大阪作品展 .3つのインス空レーション展.インテリアプランナ 試験、受

験申し込みは6月に空間デザイン ・コンペティション作品募集「きのくにデザインコンペj の

結果 .htt p://www. ni t t oso. or. j p/

41 

月間の動き 平 成13年 3 月分

資料 「協 会 21世 紀 を 考 え る 委 員 会J か ら の 答申

日 本 建築 協 会 定 款

日 本 建築 協 会 細 則
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作E 彊

阻彊 風

設 計・

神 戸 商 船 大学 施 設 課

小 笠 原 設 計

監 理・

神 戸 商 船 大学 施 設 課

施 工園

大 林 組 神 戸 支 l吉

神戸商船大学総合学術交流棟

ビジョン 21の中枢施設として計画がスター卜した本建物は将来を見

据え、学闘生活をｾかにするよう配慮した 。

またく I T、A menity、Intemat i onal 、E cology) といった時代の最先端

を考臆した上でコンセプ 卜は次のように決定された。

l  学術情報の処型、 交換、発信 の センター機能の役目をも っ。

2 学 内外、匡|際的な学術的報のl渇かれた総合利 用 施設である 。

3 地 域共 同 研究 セ ンターとの被合により有機的J . i l i 携を計る 。

このコンセ プ 卜 を具 現化す るにあたりく ｒ 印刷 ･ 、ｂｯ ｲ､ ･ ､ ｾ 誌、 ｓ ｨ ｡ｊｬｽ 、

O開口、0 . 剖1) といっ たことを設計に取り入れると共に l 階には“ 船"

というイメージを感じさせるような空間 を創 出 した。

[特徴]

・各階はフレキシブルに諸条件 に対 応できるように室桝 成は大空間

とし、 PS、E PSを集約した。 このことにより、南側 の海と 北側|の

六 甲の山々を同H寺に見ることができる 。

・ラウンジは床にウッドデッキ娘りテラスと同じ仕上にして、 “船"

のデッキにいるような雰回気を持たせた。

ーテラスの庇はシャープな水平線を強調したデザインとし、中央に

設けられたルーパーは夏、太陽を遮り、冬にはラウンジ内部に取

入れる角度に設定した。

学生迷のリフレソシュコーナーが海を眺めることができ、落着き

のある佼白に各階設けた。

所 在 地 一一一 神戸市東灘区深江南町5 丁目 1- 1

敷地面積一一一94，344.00肘

建築面積一一一 873. 00rri  

延 床面積 一一- 4，410. 79rri  

構造規模 一一- S R C、師 、P H1 F

工 期 一一一 1999年 6 月- 2000年 9 月

最 寄 駅 一一一 阪神電鉄 ・深 江 駅

4量 影 河合止揚

( 辻 英明/ 小笠原設計)

1陪 平 面 図 1  :  500 

リフレ y シュコーナーより南側lの海をみる

ラウンジよりテラスをみる

エントランスホール

11 





作E 調

.. 風

設 計 ・監 理園

東 畑 建 築 事 務 所

施 工・

戸 田 建 設 大 阪支 l苫

( 電気設備 ) き ん で ん

( 空 調 ・衛 生 設 備 ) タ イ ダ ン

D N X新大阪ビル

' * 質分析機部を製造、! 仮グ己する米Il i出 来 の 11本法人本社ビルである 。

主ＮｬＡ築主の業積がいわば ｊ ｊ［ Ｑ 境ビ ジ ネスであること、敷 地 が 学 校、 ｉＧＺ ｾｋ［ ・ Ｗ

集合住宅、事務所ビルが ｾ ｊｕｅ するＡｩＧｬ Ｑ ｲＡ ￭ 城にあること及び厳しい予知 ー

がな匠のi l l !J 凶 とな っている 。 jl fj 而 にはプリーズソレイユとして機能

す る ル ーパーを取り 付 けたバルコニーを設けた。 これにより ぺ リメ

ーターゾーンの解決を l叉! っている 。

隣 地 となる束、南国で、はli : i 小限の1J f ! 11に 留 め 、 設 備IJ ト!円 はすべて、

j レーパーのある西而に納めた。

尾 |こに小 さな広場をf : 1) り、交Jを)1，から 視 訟できる l支出生に l 本の樹を

柏 え た。迎行くひとの目にとまる 。広 喝 に はil11いを (，) ワーする 。

Ｈｲｬ Ｇ ， ｈ 文紀 Ｏ Ｃ州立ＮｬＡ築，Ｉｾ務所 Ｉ

所 在 地 一一一 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島6- 3-14

敷 地 面 積 一一一 75 5 m

建 築 面 積 一一一- 4 5 6 m 

延 床 面 積 一一一3 ，1 1 4 m

構 造 規 模 一一一 S 、8 F、R F

工 期 一一一 1999年 12月- 2 000年 12月

最 寄 駅 一一一 J R新 大 阪 駅

j最 影 一一一藤 義 則 / ヱ ス エ ス 大 阪

d
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北西よりのぞむ

屋上広場

V 屋外階段
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住み続けられた風景 (5) I デザインと エ ンジニ アリング

時田 繁

近 |立大J反において度重なる洪- 1 < に対して、防災事業として宝ノk

{I'- II' ，j に大羽|川の付替え4 引が行われ、 lf!大平f I 川の跡地には新|了IIJ f. J

発が峨んに行われた。IA発当時は久仁f;: ，'fJ I陥UJ 、玉樹} 川筋、新IJH! 山

之内、 深野池之内などに34ヶ所の新山を数えた。それら新田経常

の管里II ・運営のための' J j : 務所 - 倉庫JitII 設が新閉会所で‘ あり、新IJ f. 1

池に開発 された鴻池新田の会所住物( 京大|奴di) は現存し、i l J : 1，: !

文化財の指定を受けている 。

隣接の大京市域においても数多くの新聞が開発されたが、深野

池に開発された深! 1 ' f 南走行IJ I、河内屋市新凹などは、大坂11fT人平野

屋又右衛I":Jに所有管理され、平野l毛新聞と l呼ばれていた。その会

所として平野属新聞会所が、その同敷地・ 涼 ・会所建物と共に現

存している 。

終戦直後のH併日22年の航空写真には、平野屋車rr 回会所、その周

りの新田山家集潟、 l辺地とな った新聞とその区画、 川、満などが

写し出され、宝永年間の 11fJ 発者とその後の百姓たちの営みが見え

てくる。

現{ f . 、平野屋事rr 回会所属放はその機能を失い、管理棟に居住す

る乙ともなく、建物は荒 ｊｪｾ しその補修が望まれるところである 。

この尾放の周辺は宅地化が進んでいるとはいえ、未だここを核と

して存花しうる環境を留めている 。 この会所屋敷は、深野池の決

潰から炭民を放った旧大和川付待え工 事の記念碑として、平野屋

新庄1 (深野市新聞や河内出 l有新! 封) という盟かな段村地帯として

| 苅発された名残として後世に伝えるべきものであ ろう 。

近媛大学理工学部建築学科教綬

11本のえ. J ! 築には、 日本古来の伝統込JA築も有れば、 |りj 治H、T代に

愉人されてきたヨーロ ッパのえJA築の流れを汲む建築もある 。で

は、主J ! 築のJ夜seの巾で、現代はどのような時代になるのであろ

うか。主J! g築設備の飛躍的な発展 ーユニバーサルデザインの民透

に ｦｉ ｾ い、住宅の質も変化し、オフィスビルもインテリジェン卜

化の流れに乗っているように思える 。 また、デザイン思潮の流

れは、いわゆる現代佳築からメタポリズム等へと移ったヒで、

さらにポストモダンのH寺代を過ぎ、混沌とした状態になってい

るようだ。 しかしながら、建築防は今も昔も人々に居住空間や

執務空11'，] を与えるものであることには変わりはない。 ともすれ

ばデザインに目が向くことが多いのだが、錯築にはエンジニア

リングの而が有ることを忘れてはならな L 、。そのH寺代H寺代に応

じた、機能的に十分満足のできる建築を提供することが佳築に

悦わるものの使命であることは今更いうまでもないことと考え

る。多少の明るさは見えてきたようだが、長ヲ |く不景気のH寺代

のなかで、ローコストを強いられることも多いだろうが、施主

に対するアピールを考えるあまり、エンジニアリングの兵付け

の i¥7 - い、デザインに偏した建築が多いように思われる 。

今月び、原点に立ち灰り 、デザインとエンジニアリングの|刻係

を11'，] いl直してみる時ではないだろうか。

(社) 公共建築協会勤務 (前・国土交通省近般地方整備局営錨部長)

建 物と人間の近似性 (5)
東北と建築

黒田 長裕

最近話題のえJA築のーっとして、 仙台メディアテークが挙げられ

るのではないかと思います。その柿造の '1折新性や透明! 惑のある外

壁等に話題が集中されがちですが、 以前東北に住んだことがある

経験から考えてみると、全国でも屈指のけやき並木を有する定例i

寺通りの雰囲気に、最も自然と治. け込んだfiJif 答である様な気がし

ます。当主主物に限らず、最近では随分東北の鐙築を雑誌で見かけ

ることが多くな った織に思います。地元の金|生さんや阿倍さんの

作品、東京のアトリエ派の先生方が次々と作品を発表されていま

す。以前の象設計集団他による沖制の一連の建築、熊本アートポ

リスの数々の作品等、ある地域限定で一連の話題を提供している

プロジェクト Ｑｾｬ があります 。 前者は沖制と 言 う土着性、後者は関

係者の強い怠志によるものと 言 えますが、- *北の場合はどの例に

あてはまるのか、いろいろ考えて兄ますが、どうもうまい解答が

見つかりません。東北ほど地域性に白んだ所ーはないかと思います。

ただ、全 ｦｦｾ 誌にとりあげられている多くのものは、現 代 Ｉￆｬ の透明感

にあふれた佳築が多く、 地域性と l直接結ひ'つ く部分は少ないかも

しれません。ある怠l床では、東北がいろいろな意味で関東圏内に

組み入れられてしまいつつある 51 . 状を反映していると思います。

そうなると点点から最も離れた、司馬遼太郎さんが北のまぼろば

臼呼んだ !? 森に今後実現するプロジェク トに自分としては興味を

持 っています。f必食f烈烈!1な{伯伺|情問E司w刊ド門1:. を持つ{仰:'，ネ111人をノ生主み統けた背森のJ地山域f

が、辿築をどう変寄与・させるか今から ｾしみです 。

(株) エヌ ・ティ ティファシリティーズ関西事業本部都市建築設計部長

曽 根 健 二

今岡は人間と建物の肢も異なる点、に|刻して考えてみる 。たく

さんの相違点があるように考えられるが、見方を変えると知似

点にもなり案外、異なる点、を見つけるのは難しいが迷うと与え

られる点の一つに作用点がある 。建物はもっぱら、その内部空

11' ，] を利用するのに対して、人聞は外部に対して作用する 。つま

り、住物はその内部の居住空間や、内蔵されている物体( 低協

を必要とする食物、定潟定湿を要求される占物等) を保護する

ためにあらゆる機能が設定されており、特に人聞を快適に過ご

させるため混度、湿度はもちろん、色や空間の桝成、移動の前i

使さ 等あらゆる利 便性を追求した機能を重視している 。一万人

|刈は、その作用点が外向きであり、ものを創造したり、機械を

操作したり組織を作り大きな仕事を行ったり 、その範囲は広大

であり可能性は無限である 。 この点、が最も巽なる点と考えてい

たが、ある時建物も外向きな作用点があるのに気がついた。そ

う 「民間」である 。鐙物の設計者はその建物が建てられた後、の

jif 槻を周囲の状況と兼ね合わせ想像し、最も調和の取れた形や

色を選定することに全力を注ぐ。 乙の乙とは重要な点であり 11fT

全 体の対観や性格さえも決定する 主要因と考えら れると同 ｉｉ ｾ に

外1Jli Jから間た景観はその建物の用途さえも想像させる 。最も、

外見と中身が異なるをJA物も多く見受けられるがこの点は人11日も

|司織であり昔ニから 「見かけ倒し」のことわざが有る くらいであ

る。
(韓) 吉んでん技術本部理事・副本部長

建築の眼
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本特集企画担当委員

橋田 実 (清水建設) / 太万川丈爾 (竹中工務底) /竹中秀文 (大林組)

十 倉 毅 (鳥取環境大学) /能美敏男 (鹿島建設) /増田信久 (大阪府)
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自然素材をめぐる「もの・わざ・ひと」

木 下 孝

数 寄 屋 研 究 所 心fgMiIE

建築材料が環境及び健康に及ぼす影響についての問題意識が高ま っている中、その解決

には、まず建築材料を知ることが必要である 。

明治則から建築の学校では西洋建築中心に教育してきたため、木造建築が軽視され続け、

環境や健康に悪影響のない木造建築の材料についての知識が忘れられてきている 。材料 ・

素材の研究はとても奥が深く、机上の学問だけでは不可能で、実際に材料を手に取り触る

ことで初めてわかるものである 。私はこの道54年になるが、いまだに材料に関しては新た

な発見が多い。 また、研究者がそのような方法をとっていないことは残念である 。

全ての木造建築の材料を 笑験 ・分析することは一人では無理だがこの度は実際に毎日材

料に触れて仕 事 をしている ｊｾ 政方の方々にご協力いただき、材料に関する知識や疑問点を挙

げていただいた。ここでは、木造建築を計画する上での材料の知識を大まかに概説したい。

素材を生かす

素材を生かした建築の計画はまず基礎に始まり、土壌と 、コンクリートと基礎石の性質

を知ることが重要である 。例えば造成地は、地震の揺れに共振しやすく建物に大きな衝撃

を与え易いので、通常より強い基礎が要求されるし、水位の高い所で、は、無筋で漆l喰やコ

ンク リート で固め、花商岩の長石を使用する 。

耐久性のある建物を造るためには、コンクリートのベタ基礎に鉄筋をしっかり入れて岩

盤のように堅くする必要がある 。 しかし、天然の} I I 砂と違い、砂や砂利が悪くては、セメ

ントに泥気が入 って鉄を腐らしその腐食からコンク リート に亀裂が入るという悪循環を起

こすため、セメン トだけでなく砂や砂利なども見極めなければならない。

基礎に使う石も、安山岩、砂石、凝灰岩、花嗣岩など、木材に匹敵するくらい種類が多

く、含水率や強度もそれぞれ違 っている 。同じ種類の石でも、石の目というものがあり、

適材適所に使い分けることは難しく、横割れしやすい状態に使うと大変なことになる 。

今では石を加工するのも運ぶのも簡単に機械で行うが、石の目も水分のない死石の部分

も、 実際に手で触れて作業 しないとなかなか分からない。

木の生い立ちを知る

木造建築で一番重要なのは木材で、製材をした時に木材の善 し悪しが分かる 。いかに大

きな木であ っても繊維の弱い木は製材した時に分かる 。 また、あて木とい って硬さはあっ

ても弾力性がないもの年]1論の冬目と 夏 目のバランスが悪いものも割れやすい。 これは目で

見ても手で削! っても分かりにくいものだ。

強度が同じ杉でも、年輪だけでは分かりやすいものとそうでないものがある 。 目が創II か

くて強そうだと思 っていても 、いざ割 ってみると簡単にスパ ッと割れる木がある 。こうい

う木は構造材には適していない。

北山杉の中の白杉は表面に凹凸があり、見た目がよくない。 しかし、年数が経つと特に



茶室は木味といって喜ぶが、 一般の住宅では好まれないことが多い。 この木は良いものだ

と言って勧めても、お客様が喜ばないかぎり使われない。構造材に関しては、建物を建て

る人聞が責任を持って材料の検査をするべきである 。

物を造るには目と手と足で材料を覚えるものである 。数字や本だけでは覚えられない。

昔から 言われているもの、学者が本に書いている物を鵜呑みにせず、疑問を持って真実を

求めることが急務である 。今まで棟梁としてやってきて木材に関しては、この事を実感し

ている 。

私共が多く使う吉野の杉、櫓が高く評価ti されているのはなぜだろうか。その理由を考え

ることは良質の木材を選ぶ上で大きなヒントになる 。

春日杉や屋久杉は一般的には用材として手に入らないからこれは別格と考えてよい。戦

争中の無計画な軍隊の伐採によって大径木が少なくなり、杉、檎、松、特に赤松や黒松の

太いものは伐採されてしまったため、市場には良質材が非常に少ない。一般に今市場に出

ている大径木は吉野材か秋田材が主流で、高知県の東部魚梁瀬地方のものも出てくる 。

松の見極めには苦心する 。 目が細かいから大丈夫だと思うのは間違いで、寸法だけでも

計算できないものがある 。伐採の時期を間違えると虫が付きやすくなる 。

小さい木は狂っても柱を割るほどの力はないが、 l 尺 (約30cm) 以上の梁を使う場合は

よほど注意しないと割れたり、やせてきたりする 。

吉野杉は年輪幅を細かくして強度と耐水性のある木材にするため植林の時から密植し

て、間伐まで計画されて育てられている 。吉野' の寒さと、細やかな植林計画から生まれる

木材の艶と強さが昔から良いとされてきたのだ。

しかし吉野材でも、育つ土壌や環境によっては良い木も悪い木もある 。斜面地で育った

杉や水位の高い所で、育った杉では同じ吉野杉でも質に違いが出る 。だが現状は、 一本一本

の木の原木から中身を見極めることは難しく、産地で特定せざるを得ない。実際に産地別

に木材を見てみると、吉野材ーは良い材が6 0 %以上で、それで、も半分以上なので良質材とい

われており、結局杉、檎の良質材といえば‘ 吉野材といわれるわけである 。

ところが、そのような優秀な木材を 山林で手間をかけて育てても百年未満の木は採算が

とれない。最近は、値段が下がり、売ることも出来ないという状況だ。見た目と値段の安

さだけが要求されてきた結果、強度はないが安い木材の方が求められ、良質材を育ててき

た生産者を苦しめている 。

どの産地でも荒く植えて早く太くし、早くお金になる安易な植林になってしまっている 。

木材の善し悪しを設計士や建築屋が知っていれば、強くて良い木の需要が多くなり良質材

を作ろうと努力するだろうが、今のままでは良質材を育てる植林技術までもがうしなわれ

ようとしている 。

また、樹齢千年の木は千年耐える、北向きの木は北に使え等といわれるが、これは木の

ことを十分に識る人には通用するが、 一般にはこの言葉を鵜呑みにすると間違うことがあ

る。

木材についての知識不足は、建物自体の危険も招く 。茶室の柱には直径 2 寸 7 ， 8 分

19  
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(約 8 cm) のもので、 40- 45年の木を使う 。細い柱なので、なるべく強い年輪| 隔の細かい木

を選ぶ必要があるのだが、設計士は見た目の寸法と値段の安さだけから選ぶので、 20年 ~

25年でその太さになった弱い木を注文することになり、構造材として欠陥を生じてしまう

のである 。

台檎、木曽槍、東北地方の檎は年! 愉がいかに微密で、も繊維が柔らかく、腐りやすいので

基礎のコンクリートに直に置くとすぐ腐る 。45年生の北山産の白杉にははるかに及ばない。

物を知らないことは幸せなのかもしれないが、知らないということほど恐いということ

でもある 。僅かな差で、経費を節約すればもっと良い木が使えるのに、そのような設計士

に依頼したお客様にとっても不幸な事である 。

壁の強度は下地の吟昧

壁については、壁土の前に下地の吟|床が重要である 。壁下地の貰( ぬき) は構造材なので、

強度を保つ材料にしなければならない。それを、ある現場ではスプ lレースの柾板にしてい

た。柾目なので狂わず安いと思って使ったのだろうが、これは釘が効かないほど弱い材で、

竹下地を止めることもできない。予算がなければ杉の床板の両端を使うなど、工夫すれば

いくらでも強い貰に出来るのだが、材料強度も知らず、そういう心がけもせずに、完成す

れば見えないところだから安く済ませようと思っているのは、知らぬが仏としか言いよう

がない。

壁の竹下地については、東京大学の有馬教室で 1 年 4 ヶ月かけて竹のデータを出してい

る。糖分と澱粉質をいかに減らすかということは昔の人は簡単に出来ていた。下地に使う

竹は、割 って干して乾燥さ せることで澱粉質を滅らすこ とができる 。竹を伐 ったま、束ね

ておけば必ず虫が入る 。 ましてや防虫剤を使うと、繊維がおかされてしまい、それを束ね

て保管しておけば、朽ちて音もたてずに折れてしまう 。公共事業で使う竹下地も防虫剤入

りの竹を使って いるが強度を保っている物を使っているのか心配である 。

竹は表面の繊維の強度が重要で、ある 。折ってみれば子供でも分かる 。折れた後の繊維が

長く残るほど良質材といえる 。 また、竹を編む縄にはシュロ縄 (板、棚) と科学繊維で編ん

だものがある 。 シュ 口組は、 土付きが良 く丈夫で、あり、後者の方は土付きが悪く、土が湿

気を含むと裾の方からボ ロボロにな って弱いのだが、下地をかく H寺に滑りが良くて扱いや

すい。

ｾ細も 同じ材料を使 っていても 叩いて編んだ 手 縄は丈夫で、ｊｬｉｬかないで機械で編まれた

ものは強度が半減する 。手で触って柔らかい純ほど丈夫である 。

壁土には、火、水に強い土、夏の長時間の熱に耐えられる土、保温力のある土など、

色々な性質の土がある 。それらの粘土と砂、スサなどをいかように調合して、どういう所

に使ったらよいかという研究はあまりされていないようだ。

屋根瓦の下に使う屋根土は長時間熱を受けても 断熱性を保つ土を選ぶ必要がある 。土の

防火性については、彩、は焼き物から 多くを教わったが、土壁の 防火壁を作る調合を研究し



ている 。

昨年、最低レベルの仕様で作成した土壁で、防火実験を行 ったが日本建築学会の東北大

会 (2000年 9 月) で 「最低のレベル」 という表現がはずされて発表 されてしま った。順次

色々なレベルの土壁実験を行い、いずれは発表したいと思 っている 。

私は30年以上土の研究をしてきたが、最近ようやく見えてきた。

建築の寿命は屋根の雨もりから

建物のほとんどが屋根から悪くなり、雨もりから廃屋につながるとい ってもよいだろう 。

屋板材では、瓦、金属屋根と、杉皮、木を割 ったもの、茅葺きなどの材料とその仕様を

知る必要がある 。個々の詳細は省略して、問題点のみを挙げる 。

金属屋根下地に使 ったコンパネに釘止めするが、釘から結露をしてコンパネと釘自体を

腐らせて、台風で簡単に屋根をめくれるような危険を招いてしまう 。実際に、新築から 18

年目のある寺での鋼板屋根の葺き替え時に、既に屋根下地のコンパネが腐り、釘抜きやパ

ールを使わずに素手で銅板がめくれた時は、屋根下地材の大切さを再認識した。夜、共では、

チタン材 (半永久) を使うようにな ってからは、 屋根の下地板は 1 寸 (約 3 cm) 厚赤杉板を

使い、釘の先が下に貫通すると結露につながるため打ち抜かないように、 1寸釘を斜めに

打つようにして止めている 。

瓦屋根も下地さえし っかりしていれば結露せず、 土 どめや土茸きをしても危険はない。

瓦や屋板土で重くすると建物に重量がかかり過ぎて良くないと 言われるが、建物にはある

程度の重心をかけていないと落ちつかず、屋板が軽すぎると台風で飛んで、しまうこともあ

る。私の住んで、いる京田辺市は、第二室戸台風をまともに受けて、公営住宅が数棟倒壊し、

アルミの瓦篠、桟茸きの家の屋根が、桁がカスガイで止めであ ったが抜けて現実に数百メ

ー トル飛ばされている 。

瓦自体の選定も、建物の建つ場所によ って変える必要がある 。凍害の起こりやすい寒冷

地では堅くて強い瓦を使用しないと割れてしまう 。悪い瓦を使うと弱い地震でも角がはが

れてしまい、そこから凍害が起こ ってしまう 。

自然素材は呼吸している

建具の材料選定も非常に難しい。僅かな細かい部材で常時動かすものだから、材料の木

の強弱がは っきり分かるのは建具だともいえる 。

腰板に使う九州の霧島の杉などは少なくても建具にしてから 15年から20年以上経てば艶

が出てきてますます良くなるのだが、今はデザインと値段ばかりが重要視されてそういう

材料が使えなくなり、スブル ースなどの外材で作られる建具は、数年で繊維が弱いために

建付けが悪くな ってしまう 。

障子の和紙にしても、 一般には美濃紙が主流だが、同じ三極 (みつまた) 、格 ( こうぞ) を
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使っても産地によって色々な特徴がある 。黒谷のようなお札に使用されるような紙や、越

前奉蓄のように独特の i床がある紙は、持ち l床を生かすように使いたい。パルプの入った紙

と純和紙で、は保j毘と室内の空気換気で大きく異なる 。

茶室の天井にはマコモという草で編んだ物を使うが、床材の蒲と混同されることがある 。

神様の三方に使うのがマコモで、土場の上敷きや夏に素足で土聞を歩けるようにしたり、

湿気止めに敷くのが蒲だ。その痛を天井に使 って いるのには驚いた。知らなかったという

ことで片づけてよいものか。

間草 ( いぐさ ) を使う畳も、最近は良いものがなくな って きた。狭い空間で、使われる茶室

では畳も吟味され、人が歩いてギイギイ鳴ったりせず茶道具を置くので凹凸があ ってもい

けないし、何年たっても真っ直ぐにシャンとしていることが大事で、ある 。

今はないが「中継ぎ表」を使うと、お酒をこぼすとコロコロと露のように転がってしみ

込まない。そんな良い畳が昔はあったのだが残念ながら材料不足で今は出来ない。

スタイロ畳は修理がきかず、藁床でい草表の畳のように土に返らないので、使用後の処

理の際に環境汚染が問題となる 。同じ誌床であってもナイロン糸が使用されているものは

糸だけが残り、周りに絡みついて迷惑をかけている 。

素材についてはよく考えないといけないというのは、畳の場合特にいえることである 。

昔は普請道楽といって何代も続くような家を建てようと、大工や左官にどれだけお金を

かけて、どれだけ良いものを追求したかということを自慢していた。今はどれだけ安く早

くできるかという事だけでものを作るから、良いものは出来ない。工事を請ける方もその

ようにしむけたのかもしれない。 日本の文化は変わってしまった。本当に一つ一つ文化が

消えていく 。本物が消えていってしまう 。時代の流れといってしまえばそれまでだが、あ

まりにも物を知らずに値段だけ、数字だけに追われて数字しか知らない人聞が建築に携わ

ってきたから、イ可もかも消えていくのではないか。

建築と教育

昔はお客様を自分の家でもてなすという風習があった。私は貧乏な12. 家に生まれたが、

それで、もお客様の入る玄関と、 一般の人が入る玄関と、台所の出入口となる勝手口の三つ

の入口があ った。茶匠の千利休は既に二帖、 三IP8の茶室をお客様をもてなすための空間と

して ニジリ口、茶道口、給仕口とそれぞれの役割を持たせて入口を作り、今でも茶道では

それが継承されている 。家庭生活でもお客様をもてなすということから、子供や孫は色々

なことを見て学び、伝統や作法や他人への気配りの仕方を覚えてきたはずだ。今のように

核家族になり、各世代が別々に暮らすようになり、マンションで子育てしていては、自分

のことしか考えない子供になるのも無理はない。小学校に入る前から子供部屋を与えられ、

鍵をかけて白出放題にしていては、他人に気 を使うということが出来なくなるのも当たり

前だ。

これは教育の崩壊で、それを学校で補おうというのは無理ではないか。 また、住まいに



は天然素材が使われていないから、風邪を引きやすく花粉症や病気になりがちになる 。山

林が荒れると木が自分の寿命を知って一斉に花を聞いて子孫を残そうとするが、それで花

粉が多くなっているのではないか。

家の床材がフローリングとベニヤでは、触れた感触が冷たく、足だけでなく気持ちも冷

たくなってしまう 。なにしろフローリングもベニヤも死んだ材料なのだから 。死んだ素材

とは加工品のことだが生きている材料は、暑いときには乾燥して縮み、水を含めば息を吹

き返す天然の素材であり、そういう材料で建てた家で子供を育てたい。

建築の教育は何を教えてきたのか。私は今の大学生を弟子にとってみて初めて、大学で

は「ものっくり j の職人を育てることが出来ないことが理解できた。東京美術学校が東京

芸大になった当時、東京芸大では当時の最高の職人であり芸術家でもあった松田権六、加

藤土師などを集めて学生を教えていたが、実際に何人かの芸術家、 l俄人が育っていった。

今のような学校では、学者は育っても芸術家や「ものっくり」は育たないのだ。一体、 も

の作り大学では何を教えようとしているのか。社会に役立つ「ものっくり」を育てるには、

昔からの丁税制度で私たちが一人ずつ育てるしかないと自信を持って言える 。

学校を存続させるには、実際にものを作れる人聞が教えることがH佐ーの方法だと思うが、

それも考えを切り替えなければうまくいかないだろう 。

フランスには、後世に残したい建物の工法の派遣職人を養成している 。 日本でも良い建

物を造ろうとする人には、最低の基準の建築基準法を離れて、天然素材の木造建築が建て

られるような制度が必要で、ある 。それには職人が全部結集する 必要があるが、今なら知識

や技術のある者が残っているのでまだ間に合う 。

大工、左官、板金、建具、畳などの各職人の棟梁が集 まり、それぞれの職種の素材、 技

術や木構造をマスタ ーし たグループを束ねられる棟梁が必要である 。今は数寄屋の素人で

も棟梁といわれるようになっているが、本来の棟梁はそういうものではない。国際的にも

通用するような棟梁の会を林業界を含めて作り、笑際にものを作れる人! 日j が集まって、知

恵を結集すれば本当の教育もできるだろう 。

私は自分の責任の持てないものは作るなということを第一に教育している 。責任の持て

ない人の指図にも従ってはいけない。施主の意見だけはよく聞いて、自分のプロ意識をも

っと高めて研究していくべきだと思っている 。

プロフィール 1931年 石川県に生まれる。

1947年 京都にて酒井安太郎氏に弟子入り 。

1954年 京都仁和寺の光琳好遼廊亭に感銘をうけ、平井滋造棟梁に Bni !jJ 。

1966年 数寄屋師として独立。

1993年 京都府伝統産業優秀技術者負を受賞。

主 な建築作品

酬恩! 奄茶室 - 酬恩! 奄新庫裏 ・宝物殿 ・方丈修理! (重要文化財) ( 京旺l辺市)

光悦寺庫装 ・沓院 ・茶室 ・本堂 ・屋被替大修理( 京都市)

三輪休省邸( 萩市) 、大阪城黄金茶室復元、祖形待! 奄( 京都大徳寺 . J耐拳l旋内)

薬王院Ji II裏 ・茶室 (東京都)

他、広間 ・小間70席
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北山杉( 構造材)

産地

中川 (京都市)

材種

シロ杉、シバハラ、タネスギ (挿し木の苗木)

シロ杉

シロ杉にはホン ジロ、ミネヤマ ジロ、ホウヅキ

ジロ、コネンタニ ジロと 4 品穫がある 。1:1"でもホ

ンジロは成長は遅いが、材質は級密で表而は ｉ ｾ ｉ く、

シロ杉の内でも材質として最も優れている 。

l昭和初期 頃までは数多く生産されていたが現在

は作られていなし、。心停庵 (京都府京 EEI 辺市) 所

有のものが最後かもしれない。

一応の目標樹齢は40- 45年生が柱材、桁材 とし

て強度もあり優れている 。

育林

官i木を育てる →移植→下刈|徐伐→間伐→枝打ち、

蜜植→枝下12m位まで枝を杓ち上げる 。

伐倒

2 月頃、校じめをする (色、光沢、品質を良くし、

亀裂を防ぐため)

秋、根元より伐倒、同時に枝葉をつけたまま、山

で皮をむく 。

乾燥

・山で立て干しにして乾燥させる ( 7 - 10日間位)

・搬出して適当な長さに切り、背割りする。

- 昼は外で、夜は倉庫内で自然乾燥させる 。

“ 菩提のi竜" の砂で磨いて製品となる。

特長

・真っ直ぐ。

. 真丸0

・末落が少ない0

. 材 質は綴密。

- 節がない。

- 木肌が美 しい。

- なめらかで光沢がある 0

. ひび割れが少ない。

現状

・成長が還し採算がとれない こともあって植林

されにくくなった

シノ' ¥) ¥ラ

樹齢25- 30年生のものがよい、 表面がきれいな

ことが特徴である 。非常に成長がよいので多く 植

杉・檎( 構造・造作材)

産地

秋田 (秋庇l県)

白山 (石川県)

春日 (奈良県)

屋 久 島 ( 鹿児島県)

特長

吉野 (奈良県)

魚梁瀬 (高知県)

務鳥 (鹿児島県)

- ほんのりとした赤l床を箭び、 美 しい』江目をして

いる 。

- 杢 目は時代を経るごとに飴色に変化 して美 しさ

が1首してくる 。

- 水に強く、耐久性があり、 20- 30年くらい変色

しない。

産地にみる特長

秋田杉一冬日が柔 らかく illl 分が少ない。

吉野杉一民有林だが、手入れが良く通直、冬目が

硬く、油分があるのでl時代とともに飴色

になり美しい。

中国産一冬目は秋田杉より硬いが、赤身部分が黒

くなり風味が惑い。

ｾｴ＠ 杉ーその他の杉は柾目が粗く、伐採|時期を配

慮しないため、色の美 しさに欠けるので

建具にはあまり使われない。その他吉野

杉など最高級の柱材である

現状

現在、建具材として入手できるのは秋田杉、吉

野杉がほとんどである 。

槍

産地 (圏内)

木曽、 天竜( 長野県)

飛騨 (岐阜県)

尾鷲 ( 三重県)

(側 トクダ)

高知I (高知県)

高野山 (和歌山県)

吉野 (奈良県) など

林されている 。 構造材の主役である 。

構造材として使用されている。 杉より硬く硝子戸や板戸の枠材に使用する。

育林 ｾ具材として使えるのは木曽檎だけで、 他 の槍は

9 月- 1 2月頃伐倒し、 1 ヶ月位で一来を枯らす。水 堅牢で iUI 分が多く艶が良いため、柱材 となるため

圧で皮 をむく 。 色が Ｏ Ｑ ｜ たら 人 工ｾＡｚＺ［燥させ 、 洗 っ て 建具材が取れる大径木になる前に伐採される 。

出荷。 (1世仰と文繭j市) 大径木が出ても値段が高く使えない。 (1附 トクダ)



外国産

米 ;槍一木曽伶と似ている 。

台槍木曽檎と似ているが、伐採しすぎて輸入

禁止

中国槍一台檎より品質は劣る

( ラオス産)

ヒ パー水に強く槍の代わりとして使用。

園内産としては関東、東北にもある

米ヒバー柾目は日本産より細かい、大径木も多い。

サワラ 木曽五木の一つ。赤杉の代J ' l ' J として使朋

されるが、量が少ない。

米 松 一 日 本 の トガサワラと同属。松と杉の中間

で松に近い。柾目は直通、硬さは中町、

色は淡赤色、 )J旨が出やすいのが欠点。

スプルーλ - : 1 ミ唐松で日本の卜ウヒ (賠槍) やエゾマ

ツと 同属。色は淡黄色、柔らかく素直で

加工しやすいが湿気に弱く耐久性に欠く 。

構造材には適さない

左3 本、シ ロ杉。表面に凹凸がある 。

右2 本はシハハラ

(1株j トクダ)

ひとこと

安全性

木材は燃えやすいが、熱伝導率が金属

に比べ低い、木材に火がついても裏側に

は然が伝わりにくい。

昨今の火災で死者が出るのは、燃える木

のせいではなく、プラスチック 系の新長ｾ

Mや化粧合板の出す煙によることが多い。

素材を生かす

ものを作るには、素材の性質をよく知

らなければならない、木材の) J 皇、 北t似側11刊IJ の

音部11分で冬日が柔らかく素 l直宣で

いので建具J材LオJ にi適盛している。

木材に水分が含まれていると乾燥l時に

木材の収縮で製品が狂うので、冬に樹を

切 り出し段低 6 ヶ月以上乾燥さ せる 。 自

然乾燥により |時間をかけて木の中の水分

やアクを抜いていく、その| 問、空気中の

湿気を l吸ったり吐いたりしながら乾燥し

て気候になじんでいく、伐採された後も

' - 1 : : : きているといわれるが、こ のように呼

l汲しているからだ。

節や癒も l時代とともに別の美しさに変

化する、そんな楽しみにも期待したい。

伝統技術ー1

木製建具の組み立てには金具を使わな

い。ホゾと穴と接着剤そのため補修が簡

単にできる。

上段左/ 北山シ口杉、直径 3 寸 6 分 (約12cm) 43年製。

酬恩庵一休寺の本堂の鉾良戸、 一枚板

戸の下桟が蟻ホゾにしてあり、建具を壊

さなくても下桟が取り替えられるように

作られている 。 この素H青らしい先人の知

恵を後輩に残したい。

伝統技術-2

機械化が進み、戦人の技を超える正確

な))11工が部分的にできるようになったが、

椴人が長年にわたり工夫を重ねて開発し

てきた道具が姿を消してしまった。 しか

し針葉樹の仕上げの飽がけだけは、手

飽で仕上げなければ木の持っている特有

の艶と光沢がでない。

伝統技術-3

J[ i¥¥:人の t1J : 界にもか つては俊秀な人材が

多数いた 。基本の技術を習得したのち、

さらに向上させていく中で 、素材の持ち

|床や欠点を熟知l し、適材適所に使い分け

てきた。

数少なくな った職人も技術の習得に H寺

聞がかかり、技術の未熟なままで素材へ

の知識もなく仕事をしている、そ こへ追

い打ちをかけるように新建材による 加工

された部材が出回るという悪循環に陥っ

ている。

先輩遥の築き上げてきた伝統の技術が

今や失われつつあることに危慎している。

上段中/ 杉、 市場材の直径 3 寸 2 分 (約11 cm) 10年もの、25年も のは 4 寸 7 分 (約15cm) 。

上段右/ 吉野杉、直径 3 寸2 分 (約11 cm) 15年製、 4 寸7 分 (約14センチ) は50年かかる

下段左/ 倦サビ丸太、直径 3 寸 6 分 (約12センチ) 23年製。

下段左より 2 本自 / シパハ ラ (杉)、 直径 3 寸6 分 (約12cm) 2 0 - 2 3年製。
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岐阜産耐寒瓦( 本磨瓦)

粘土

岐阜県産粘土には高温焼成を可能にするために

重要な役割を来たす成分を多く含有している。

粘土の三原則

1. 石英 (石の粉)

2. カオリン鉱物

3 . 絹雲母 (木草類が腐食したもの)

- 絹雲母は石英とカオリン鉱物を接着させる役目

をする。

・カオリン鉱物の含有が少ないと、粘土の密度が

磨き工程 (いぶ し瓦)

成形後一枚毎に木型の上にのせ行儀を矯正す

る。鉄ベラで入念に磨きあげたのち、乾燥 ・焼成

に入るが、現在、ほとんどの産地でこの工程はカ

ットされている。

磨き工程を行うことにより 0

. 製品の表面がおr， まる。

- 銀色の光沢を保つ。

岐阜県内でも約30業者の内、この磨き 工程を取

り入れているのは 2 割にすぎない。

細かすぎて吸水率はよいが、吸水した水分が蒸 性能

発せず高温焼成しでも凍害の原因となりやす

U、。

|  原 土 I  :JQE.:: Uit 6 ヶ月以上曝す

1 配 合 I 3 - 4種 類 山 調 印

|  土繰り |  水 を 山

| 磨 き |

成形後、金ベラで磨く

| 乾 燥 |

5  - 10日乾燥

| 鰍 み |

凹

あぶり 30'C - 5∞℃ 30時間

本焼成 5∞'C- 12∞'c 16時間

いぶし Iα 氾"CO 0.5時間

冷 却 l C削'C - 5∞"c 281時間

3.2%  

118げ破壊荷重 (N) 2942以上

一30'C 異常なし

磨き 工程 (坂井製瓦)

吸水、耐水試験，岐阜県陶舷器試験場

(官。坂井製瓦)



三州瓦( 本磨瓦)

産地

愛知県

主な種類

. 平板瓦

・和型陶探瓦

. 敷瓦

・墜瓦

耐久性

耐用年数が100年 と長いので、建て替え時でも降

ろして再使用できる。 ( 黒川瓦工業)

白鳳時代の実相瓦をアレンジした岐阜瓦 (心傍庵型)。

室町時代の唐草をアレンジしたもので、正面の切り込みの

幅が広い、デザインには留意しているが彫り込みは単なる

意匠的なものではなく 、2段に切って裏に水が回らないよ

うにしている。

左から岐阜産、三河産、淡路度。

三種ともそれぞれ粒子が異なる、瓦を割って砂の配合をみ

る。叩いた音も違う 。硬いものでも寒さに弱い物もある。

岐阜瓦は 5種類の配合がされており寒さにも強い。

軒瓦

上段左、右は淡路産一文字、唐草模械のないものは水が裏

に回って淀が腐りやすし、。

中段は三河産、唐草の彫4真様によって水を 2回切るように

なっている。

下段左は京都産、彫りが深くて広い。下段右は淡路産、彫

りが浅くて狭い。

ひとこと

古代色

日本建築には和型古代いぶし瓦のわざ

と色むらを出しものが好まれる。

ねじれ

30- 40年前までは、 M ねじれ" のある瓦

を職人は組絵をするように葺いていく、

口が空いたところからは、下からの湿気

や温度が抜け、屋根地が腐らず長持ちし

家の中の空気が入れ替わり快適な居住空

間を作っていた。

現在では、少しの隙間もなく茸くのが、

職人の腕の良さと 言われている、そのた

めには換気棟を取り付けなければならな

くな っている 。機密性が高すぎて健康に

53響を及ぽすこともある。

似て非なるもの

岐阜県内の瓦業界では常に品質の良い

瓦を作りつづけるべく努力しているが、

他の地方の原料と製法で焼成後、 化学薬

品処理によって銀色にしたり 、磨き工程

を省略しているのにかかわらず、プレス

型に「本磨耐寒」等の刻印が打たれて製

品として出ているものある。

工場が岐阜県内にあるので岐阜産とし

て出街されている 。産地指定にあたって

は「岐阜産耐寒瓦磨き 」については原料

の粘土、磨き工程等も仕様に入れていた

だきたい。

いまのままでは「岐阜産耐寒瓦磨き 」

はいずれ淘汰されてしまうことになるで

あろう 。

光悦寺 Ｈ 京都 Ｉ のチヲン屋根 。 江戸末期の鬼瓦はそのまま使用した 。 ひれは本来なら鬼瓦の厚みの ＷｾＸ 掛

けの寸法にするが、軽さを出したいので厚みを半分以下にして納めた。
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土佐漆喰練り漆喰)

産地 一高知県

高知県は風雨の激しい地域であるため、それに

対応できる壁材としてよ佐i会喰が生まれた。

また、石灰石の産地で、件J IiJrli稲生地区の j京石が

漆l喰にもっとも適している 。

消石灰のアルカリ成分とワラのアルカリ成分お

よびニガリ成分を多::li に合み完全にアク抜きした

もので、コテすべりもよく施工が簡単、 f色裂、離

脱のおそれもなく防火ｾとなる左官材料である 。

製造工程

1 . 石灰石に工業塩を人れで焼成し、粒度の大き

い消石灰にする 。

2 . わらを発Mーさせる 。( スサづくり )

3.  1 と2 を水で練り混ぜ製lhl とする 。

申一般漆l喰が使用しているツノマ夕、接着剤、ノ

リ等は使用しない。

特長

・風雨に強く、不燃、防火性にすぐれている 0

.  ｉｉ ｾ 問の経過とともに性能が向上する 。

.  i.見水量が少ないので乾燥後の J!: l ( 絡が小さく、ク

ラックの発生を :TlJえることができる。

.  I即J文iHil 性能にすぐれているので、換気性があり

結露を起こさないのでカピやダニの発生も| 坊ぐ

ことができる。

- すべて自然素材のみでつくられるので、人と環

境にやさしく、リサイクルもできる。

- 多用性にすぐれた素材で、コンクリート、レン

ガ、ラス 材、石uボード当事、あらゆる下地に対

応し、下塗り、 ':1
'
塗り、上塗りのどの工程にも

{史える 。 (仰架l目前lお)

居辛

ニ主二

日本における代表的な左官仕上げには、主に土

壁、大津盤、漆l
喰壁の三種がある 。基本的に左官

工事の壁は、自主の下地作りからはじまり、下壁

(荒壁) 、中塗、上塗の三段階を経て完成する。

壁下地には古来からの竹木舞下地や、木摺下地、

さらに、現代の工法や材料に合わせてさまざまな

下地がある 。

下地

木舞下地一| 阿波し竹と木舞竹を縦横に配し、縦を

mいて掻きつけた下地。

木摺下地一木摺板を柱に横貼りした下地。普通は

木閣の上に直接粗壁は塗らず、まず、

下塗用の漆喰を塗りその上に土壁を塗

る。

荒壁

木下地に直接塗り 付ける下塗材で、下地竹との

堅固な結合が求められる 。

材 料 ＭＪ ｾ ￭ 性のある粘土質の土で 。 Ｑ Ｕｭ ｭ ふるい

を通過する程度のもの。

水合わせ一土に水を入れてかき混ぜ、スサを土の

盛il1の 災程度入れて放世する 。

(水合わせの期 間を長く、古土の混入

率わ多くすればアクの出も少なく、凍

害の恐れも少なくなる 。)

。 ちり回りと斑直し

荒壁の後、中塗をする前に柱と壁が接する部分

や貫苦1¥分の処理や、荒壁全体の調整( 斑直し)

を行う 。

中塗

荒壁の上に塗る材料 で、壁全体の中心 となる部

分で、 亀裂のない こと 、強度があること 、厚さの

薄い上塗の下地材 として不陸やコテ斑がないこと

等精度が求められる 。

材 料一土は 1. 5酬のふるいを通過する程度。

中塗スサ、砂。土の粘性によって調合

比率が異なる。
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土壁の仕上げには大きく分けて、水控ね仕上げ、

糊担ね仕上げ、初l差 し仕上げの三種がある。特に

土壁に彬lを使用するの は、 日本独特の方法である 。

また 、他の代表的な土壁の上塗仕上げ として、

切り返し仕上げ、引き摺仕上げ、長すさ仕上げ、

ささら仕上げ、砂壁、錆壁、 ホタル盤、中塗土の

ま訟の仕上げ等がある 。

土材の種類

中塗土一淡路中塗土一 内壁、外壁の中塗土として

用いられる 。黄褐色、淡路

島産。



伊勢赤土一一内壁、外壁の荒壁土や中塗

土として用いられる。務赤

色、伊勢産。

武生中塗土一内壁、外壁の中塗土として

用いられる。薄褐色、武生

産。

上塗士一衆楽土一一一 内壁、外壁の上主主土として

用いられる。茶褐色、京都

産、大物仕上げ。

土蔵

稲荷山黄土一内壁、外壁の上塗土として

用いられる。鮮やかな黄色、

京都産、土壁、磨き大津、

並大津など。

明石赤錆士一内壁、上塗土として用いら

れる。赤茶色、 l明石産、土

物壁。

浅黄土一一一内壁、外壁の上塗土として

用いられる。薄緑色、淡路

産、主に大津墜に使用。

白士一一一一大津墜に使用。白色、静岡

産。粘土分の多いものは焼

き物に使用。

土l哉の施工方法には、日本各地でさまざまな特

色のある工法がある。土蔵は質重な物を収容する

ための建物で、火災や盗難から財産を守る目的を

持っている 。その左官工事はとても手数を要し、

木舞掻きから、下塗、上塗の各工程の悶に、土や

i奈l食などが十数回も塗られ厚さは約28cDI にもな

る。特に、出入口の扉や窓は、防火のために隙間

をつくらないよう手の込んだ施工がされ、扉は普

段開け放しておくので、扉の裏側IJ が表となるので、

さまざまな意匠が施される。

耳ヌ手白< -J--.. 

河℃オミ___1__. . .

採集地一 猿楽第跡地 (京都市上京区)

(久住左官)

衆楽第跡地付近で建築工事の際、基礎工事掘削

段階で地下約 2 - 3 mの衆楽の層にあたり採集

し、壁土用に加工したもの。

上塗の土として最高級。色は褐色、渋みのある

色合い。粘土質、鉄分も多いことから水に強い。

古くなると独特の錆を出し一層深い味わいが出る

ので幅広い施工ができる 。 梨子地肌のｾ楽仕上げ

「ざっくり J とした粗めの切り返し仕上げ等伝統

ひとこと

美 しさ

日本建築の位と梁の梨椛数構造では、

壁は ｾ ｉ Ｂ 耐力壁で、なおかつ柱などに分割 ｬ

されて壁の而積も小さく区切られる。

また、夏の日 差 しを巡ったり、雨が多

いことから、 全体として帆の出が長く外

壁を保護する役割を果している。

このような条件の中から、強度だけで

なく 美 しさにこだわるさまざまな上壁の

表現が求められてきた。

実験

中塗用のよと上塗用のよ、砂やスサ、

初l等を混ぜ合わせた材料などを用い、 38

種類の土壁の見本を作成し、それぞれの

土墜につき次の実験を試みた。

- 上の粒j支の分布を調べ、上に含まれる

粘上、シルト、砂等の誌の測定。

- 水i商によ って穴を開ける実験。

.a警耗度を調べる実験。

- 収縮率を調べる実験。

こ の実験結果は綴村雅 Ｍ ｦ 氏の ｲ ｬＺｬｾの

壁& 土壁材の実験レポート J (( 1998) に

まとめられている。

防火 ・耐火

防火に |刻しては、日本建築学会の2000

年度大会 「学術講演梗概集 A - 2J 一一

「伝統軸組構法による木造土壁の火災安全

性笑験」で紹介されている。

また、土壁の耐火性能を確認するため

の笑験データは皆無に等しく、データを

蓄積し、耐火性能の解明を試みていく必

要があることから近々実験が行われる予

定である。

切望

楽楽土の採集には非常' に困難している。

そこで類似品が衆楽土と称して使われて

いる。伝統を守る放に企業として努力し

製造している者にと って悔しい思いをし

ている。

正しい認識と識別方法が確立 されるこ

とを切望する。

下地竹の強度 (折った状態) 伐った青竹をすぐ干すことで良質の竹になる。

左/ 防腐剤入り 、ii: (なた) で叩いたような折れ方。

中/ 少し皮か残った状態、束ねたまま保存 していた もの。

右/ 折ったときに繊維が長く残っている。伐る時期もよく 。

乾燥させたもの

粘土は細かく潰しておく 。

京都府、滋賀県、奈良県の三県にまたがる木津辺りでは良

荒壁の土作り 。

的な仕上げに使用されている。 ('1' 内建材J ，F，) 質の粘土が採れる。

潰した粘土はふるいにかけて水と混ぜる。上質の粘土ほど

水に洛けにくいが、火と水には強い。
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畳

畳は畳床、畳表、畳縁から成っている。

畳づくりは付け仕事といって、畳床の寸法に合わ

せてゴザを張り付け、縁をつけて選: に仕上げる。

畳床

床専門に作っている業者がいる。素材の稲葉は

刈り取って 3 年置くのが理想だが、現在は、築不

足で 1年寝かせばよい方。

一枚の床を作るのに、 40cm以上の高さに誌を積

んでローラーへ通し機械で縫う 。誌の乾燥が不十

分だと隙間ができる。

畳表

産地

・備後 ( 広島県東部)

備後表と呼ばれ最高とされている。土壊を守っ

ているので品質がよく柔軟度がある。

・熊本

字城、八代を中心に生産量は全国

. 中国

最近は品質もよくなっているが。 コンテナの中

での一回熔蒸程度では虫の害が心配。

い草の質が硬く折れやすい。

製造工程

・泥染ーい草の色はグリーン。そのまま干すと茶

色になるので、染土という泥につけて染

め。い草独特の色、香り、光沢を出す。

(泥染をすることで、茎表而の葉緑素の

酸化を|坊ぐので、青く新鮮な状態を保つ

ことができる。)

・製織一手機織り (中継ぎ表)

い草の中心の良いところだけを見せるた

め真ん中で継いである。

一番長い六配表 (約90cm) が最高級品。

簾

霞 ( よし)

産地

近江八幡 ( 滋賀県)

簾、主主具、215室用、インテ リアとして品質に優

れている 。年月とともに独特の色合い、わび、さ

びの風合いが出る。現在では、 一昔前の度原料に

は及ばず、力11工製簾に手間が掛かる。

五十鈴川流域 ( 三重県伊勢市)

産地から大布j I 夜、美録 (美六鼓) の名称がつい

たと伝えられている。近年埋め立ての開発や刈 り

取り後の夜原焼き等の十分な手入れがなく、土壊

汚染、湖水汚濁の影響で・美しい姿の陵が激減して

いる。また、天候不順も関係しており、生育中に

寄生虫や異常生育もみられる 。

不良夜は刈り取って笠の子に編み、排水口の泥

よけ、排水路に埋め水質浄化に役立てている。

中国産蔭

日本での不足のため輸入されている。製品、半

製品の名目で、 一部原材料も輸入している。

* 他に、岡山でも産出していたが現在は臨海工業

地帯に変貌し。下北半島 (青森県) や北海道の一

部地域でも取れるが良品とはいいがたい。

真菰( まこも)

産地

淀川流域、琵琶湖畔に自生している、若芽は水

鳥の餌、楼家となる。水質汚染で少なくなってい

る。また、 刈 り取りが夏期で暑さの中での厳しい

作業のこともあって刈り取り量も減少している。

天然素材のため自然条件にも影響されやすい。

やj I 殿の村l床八束台の敷物、五月人形の段飾りの

敷物、茶室天井等に使われる。

数寄屋畳として趣があり、むっくりとし 蒲 ( がま)

た仕上がり 。 産地

愛知県蒲郡淀川流域、利根川流域、群生してい

たが、水害や開発により産地は狭くな っている。

畳縁 蒲の茎( 机; ) は臨稲の葉は鰍、廊下敷の

素材は木綿と麻が主で、色は黒、茶が多い。 敷物として編み使用される 。

麻縁は茶席用で極上品は: <j s : 1' f . 染。徳島と滋賀で染 通り庭、土問に夏の敷物としても使用される。

めているが、 7 - 8 回染めるので半年位かかる。

.  

*葉、 illd草 ( い草) 、麻とも良い素材が不足して

いる。 (高室fJ- 工業所)

本他にすだれ材料としては、割竹 (一部割、 二部

割) 丸ヒゴ、泊竹、かるかや、萩、四角革、木賊

があるが現在では入手困難なものが多い。

また、外来種のセイタカアワダチ草 ( キリン草)

も使用する ことがある。 ( 久保If I 美簾堂)



ひとこと

枯れた手

付け仕事 (畳作り) で大事なのは・・針

扱い 上からの針と下からの針を，思うと

おりに採るようになるには経験を和むし

かない、丁寧て、手間が掛かっている枯れ

た手がいる。いかに上物を手掛けたかと

いうことである。

掛けた糸がどういう働きをしているか、

何年経っても型崩れしないように糸が掛

かっているか、畳をほどく |時にその技を

盗むことができる。

割り出し

畳の寸法は大事である。部屋全体の寸

法を計ると、四辺は同じでも対角線が違

うことがある 。畳を作る前に部屋のクセ

を廷で、拾って修正する必要がある 。これ

も畳屋の力量のーっと 言えよう 。

割り出し方というものは、それぞれが

伝統的に踏襲していくものだが、 Ｎ Ｑｉｾ 近の

畳屋の中には機械化の影響からか割り出

し方も知らない業者もいる。

光と影

茶室用の本格的な気配りとしては、部

屋の光線がどの方向から入るかを配慮し

ておかなくてはならない。

畳には縁を付けるが、その分高さがで

きて畳目に影がさす、光が当たる方向か

ら見れば、この幅が全部見える 。 が、Ｉｾ［

のさす側ではちょっと幅が狭く見える、

畳縁を少しずらしてやる、自の錯覚を利

用して目立たないようにする。

縦と横

縦向きに敷いた畳は光に反射して白っ

ぽく見える、横向きのものは一 目一 自に

彩がさすから色が濃く見える 。こんなこ

とも多少は気にかけて仕事をしている。

畳がすっきり ときれいに見えるように

常に考えている。

葦と霞

'i';f. (あし) と霞 ( よし) は混同されや

すい。2まの群生地は喪失したようだ。T，'f.

の穂先はススキの穏に似て茎は硬く中は

つまっていて皮ははじける、 j民家で作物

の豆類の手に利用している。

屋根

チタンは約2000年前に元素として発見された。

50年ほど前から工業生産が開始され、軽い、強い、

錆びない等優れた特性から航空宇宙 ・化学 - 電力

等の分野で適用され、最近では、建築 ・土木 ・医

療 ・民生品等の分野まで需要が拡大している。

建材への適用は1985年頃からはじまり、 1991年

以降2∞- 3∞~の年間需要で定着 している。

特長

・耐食性

常温で、| 瞬時に強固で、安定した酸化皮l良( 不動態

皮l煤) を成形し、海洋雰囲気も含む一般環境で

ほぼ完壁な耐食性をもっ金属。海水に対して白

金なみの耐食性をもち、腐食性ガス等にも優れ

た耐食性能を示す、温泉地域、酸性雨にも強い0

. 優れた意匠性

渋い落ち着いたグレーの素地が主に使用される

が、| 湯極酸化により青色や金色等の鮮やかな発

色も可能である。 ( 開発. 新日本製銭)

・強く ・軽い( 強靭性)

鉄とほぼ同じ強度で約半分の l経さ( 比重4.51)

. 加工性

l膨張係数が小さいため歪みにくい。板金加工が

しやすし、0

・環境にやさしい

金属イオンの浴出が少ないため環境汚染の心配

がない無害な金属である。

表面仕上げ

・ロー ルダル法

. 酸洗法

・ロールダルと酸洗の組み合わせ

. アルミナショットブラスト

適用例

・厳しい腐食環境

東京臨海副都心、海塩粒子の濃度が本土の 4 倍

の沖縄、桜島の火山灰が|峰る鹿児鳥、日本海側

の厳しい塩害地域、その他海浜地域で多くの適

用例がある。

- 恒久的建造物

100年建築を襟携した東京 ・奈良の国立博物館、

宗教団体の神殿等。最近では神社仏閣への適用

例が急速に増えている。

建築金物

建築用チタンには屋根材のほかに和釘、メカス、

巻頭、折釘等建築金物も開発されている 。

(新日本製銭関/ 側テイグ/ 安田工業)
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石

地球誕生以来、自然とともに生成されてきた石、

人頒は古代より石を身近な材料として生活用の道

具、ｾＧￌ・猟 ・ ｪ 毘耕朋の￬Ｊｦ ｊｬ として使 っ てきた 。

また、住居にもその堅牢さと耐久性を利用して、

さまざまな形で使用されてきた。近代建築におい

ても耐久性はもとより訂のも っている自然の美し

さ、重厚さ、信頼性を生かした構造材、外装 ・内

装材として使われている。

耐久性

・花柄岩、安山岩 耐久性に優れる

・砂岩、凝灰岩 耐久性に劣る

(外壁に用いると向柴化による風化を起こす)

. 石は一般に圧縮には強いが日 |っ張りに耳目い。

。強度の大きい111<<

花岡岩 → 大理石 → 安山岩 → 粘板岩

→ 砂岩 → 凝灰特

- 圧縮に対する強度は石目方向や鉱物組成によっ

てかなりの違いが生じる 。

不[自 の方向による強度の差は大谷石などの凝灰

岩に顕著である 。 (ザ掛坂下: ri 材)

表具

日本家屋が紙を有効に利用し建築に取り入れて

いるのは、気候風土が大きく関係している 。高温

多湿なわが国では建物が開放的で‘ 屋外との仕切り

には| 母子を用い、室内の間仕切りも襖と i母子が多

く利用されてきた。

日本人の美意識は、雨戸を開ければ| 滋子を通し

て部屋いっぱいに朝日で明るくなり、聞けたi節子

の合聞から吹き抜けていく風のさわやかさを感じ

とる 。

また、雨の日には庭先の木々の緑が一層色波〈

| 決り、湿 った空気は紙はもちろん木材や土までも

が吸収してくれる。

和紙

独特の穏やかな魅力がある。洋紙との比較では

洋紙は表面がなめらかで色は '1い。和紙は繊維が

粗く、長い。色はにごり気味の白色。

耐久力

和紙のもつ生命力は正合| 旋はもとより 全国各地

の寺院などの古文主i-にみられるように目をみはる

ものがある 。

用途

ひとこと

美しさ

半加工した石の表情、石と石との組み

合わせによる変化に富んだ美しい輝き 。

また、木、鉄など他の素材との出合い

に見る対比の表現など自然素材ならでは

の安猪感を醸しだしてくれる。

センス

石の特長を生かす色 ・柄合わせ等の施

工 ・仕上がりに対して日本は特に厳しい。

石工事の職人は石の重さ、冷たさ、石

のl床までも引き出すようなデザイン的セ

ンスが要求される 。

ヨ一口 ッＯｾでは

石垣、庭石は別として、日本はm築へ

の石の使い方につき、文化的 Ｇ ， ｾｔＺＩ 去や気候

風土のせいもあってか、ヨーロ ッパ等に

比べて知識が乏しく、日本人の木に対す

る感性やこだわり程には歪IJ っていない。

木造建築において紙を使用するものには、襖、

l悠子、紙の張盤、紙張天井、 )J '要張などがある 。

襖一一一鳥の子紙、格 ( こうぞ) 紙、下張紙

障子一 一手漉き美濃紙厚口

I1要張一 一J! 占るときは上質ふ糊 (海草) を使用。

。彬lの淡度に注意する

ii y. い糊 ・貼 った紙がはがれやすい

￬ ｊＺＡ い糊・張り替え時にｾ｜Ｇｦもともにめくれ

ることがある 。

襖

耐久性と強靭性

1  .  しっかりした下地骨をつくる 。

2.  ｔｾ く より伝来の下張りをする 。

- 丈夫にするために骨縛り一一一一一一緒紙厚口

. 光線よけのIJ 岡張り一一一一間合い紙又は紛紙

. i J ! ! ; 音朋鎧掛け 格紙厚口

・下張総仕上げ鎧縛り 格紙厚口

. 上践をきれいに仕上げるため浮け一格紙薄日

l 、 2 の条件を満たしていれば、 100年間位は表

替えのみで耐えられる 。 Ｈ ｬｾ 争ｈＭ Ｚｬｩｴ・ 中島 Ｉ
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に、平成 12年 2 月に亡くなられ

た。

氏のデザインスタンスの確立に

は、過去に数年間の滞日の経験が

あり、その問、京都の木版画家と

の交流もあり、浮世絵からの影響

もかなり受けているとのことであ

る。「直線に事j J は宿らず」 という

信念があり、流動する 山総や渦巻

きにその特徴がある 。また、フン

デルトウe アッサー ・カラーと4かす

る独特の色づかいがあり、自然の

生命体のエネルギーを象徴しようとする姿勢が見られる。

氏は建築作品や都市計両などを通じて、自然と人聞が同化してい

くための環境問題を提言し、科学の暴走をコントロールできなくな

った人類への警鐙を鳴 らし続けてきた。との建築でも、屋上全体の

緑化や窓を利用 したI創設が施され、みどりによる 地J4<J ，i ' J 境への貢献

や人間の快適性の向上を架たそうとしている 。直線を鎌った有機的

なi曲線により、デザインそのものをエコロジカルなものにしようと

いう哲学が隠されている 。

場内には見学コースが設定されており、外観ばかりでなく、見学

コースの内装も部分的には結構凝っている 。 5階から順次下ヘ降り

ていく )1関路になっており、その途中の大きな窓からゴミ回収ピット

や大型クレーンがゴミを掴んで焼却炉に投入しているところが見ら

れる 。場内には焼却施設と粗大ゴミ胞設が併設されており、その中

から欽合長とアルミ類を選別し、資源回収をはかっているとのこと 。

聞くところによると、ゴミ焼却により 24.000 k¥V/11の発屯能力が

あり、この電気を工場内の諸施設に利用 しているが、残りは売市し

ているとのこと 。

電気のみならず、蒸気、温水等のエネルギーの利用については、

招致活動をしている 2008年のオリンピックをにらんだ計画である

らしい。また、本工場の近くに、大阪市下水道局の「スラ ッジ セン

ター j を建設中であり、平成 16 i l三3 月には完成予定であるとのこ

と 。 これがヲ吉成した時には、本工場で発生するエネルギーを地下 ｪｾ Ｑｬ

設管により配送する計画である 。ζ のスラッジ センターが完成すれ

ば、此花大橋からの舞洲への入口部分の両側に同じタイプの建築が

配置されることとなり、ゲート 的な機能が一層強まることが期待さ

れる 。また、工場棟に隣接して、別個に煙突が建っている 。これは

高さ 120mのRC造りで、頂上部に直径約 22mのゴールテ' ンボール

と称する金色の玉が飾られている 。この玉は 「夢と希望J を象徴す

るもので、ステンレス製のホーロー仕上げである 。舞洲のどこから

もこの玉が見え、日光を浴びてキラキラ輝いている様は意外に効果

的である 。

このユニークな建築は、設百|省、 施工者、1誌理者泣かせの産物で

あったろうと、その苦労がしのばれる 。それだけに末長く大阪市民

に親しまれる建築になるごとを期待したいものである 。

( おざさ

3 月31日にオープンしたばかりのユニノイーサル ・スタジオ ・ジ

ャパン を通り過ぎ、此イ6大橋を波ると鉾洲である 。橋を波りき った

左手に、紫色の建築が突然姿をあらわす。これは「大阪市環境事業

司事11. 洲工場」で、その外観、外装、色づかいなどからは、とても焼

却施設だとは思えな L、。まるでおとぎの国のお城のような感じで、

舞洲に新しく出現した恰好のランドマークである 。

平成 13年 3 月27 日( 火) 14:  00 - 16 :  00、上記の建築の見学会が

(初日本建築協会事業委員会見学会小委員会により開催された。

l 舞洲工場の概要

不思議な雰囲気の漂う玄関ホールから、総勢 76人の参加者はエ

レベーターで 5階へ昇り、波り廊下を通って工場棟の大会議室に入

る。まず、この部屋で平賀良氏( 大阪市環境事業局胞設部技術主幹) 、

渋谷康雄氏( 大阪市都市整備局営繕部設計謀長) 、内本消重氏( 大

阪市都市整備局技術監兼営繕部工事謀長) の 3氏から、おのおの 10

分程度の概略説明を受けた。その後、約 1/ 時間の予定で、工場内放

び外梢の見学が行われた。

l 聞いて、見て、感じたこと

みつひこ)

遮築と社会 ・2001 .5

鉾洲工場は大阪市環境事業局と都市整備局の共同発注工事で、 5

月には本格的に稼働を開始する 。現在は工事も竣工し、オープンに

向けて、プラントの繰作研修中であるとのこと 。

乙の工場は大阪市の 11番目の焼却施設である 。既設のものはか

なり老朽化 も進んでいることから、 900 t/ II の処理能力をもっ凶 n

* 1設大級の施設として建設された。焼却炉は 2基あり、当日はその

うちの l 誌が試運転中であった。建築は延床面積約 57，∞OnL 大阪

市本庁舎に匹敵する規模で、 SRC造・ 7階建、 一部地下 2階である 。

ダイオキシン対策、汚水、廃物対策等に万全を期した環境保全対策

型、エ ネルギー有効利用型の級新鋭施設である 。

この工場の外観デザインは、オーストリア、ウィーン生まれのフ

リーデンスライヒ・フンデル卜ヴアッサ一氏の子によるもので、提

出された模型に基づき設計が進められた。

フンデル卜ウーアッサ一氏は画家 ・環境アーチストとして世界的に

著名で、この種の作品としては、ウィーンのゴミ焼却施設「シュピ

ッテラウ ヒーテ ィングプラン卜 j が有名であ る。わが国において

は、東京に 21世紀カウントダウン時計のモニュメン 卜等があり、

大阪では扇11/] 公園のキッズプラザ 4 階、 51省の内装デザインがある 。

この建築のデザイン主旨は、地域に根ざした、エコロジー・技術

と芸術との調和であり、舞洲の新しいランドマ ークの創出であり、

さらに 、舞洲の環境共生型のまちづくりを目指したものであるとの

こと 。フンデルトウ・7 ッサ一氏は残念ながら、本工場の竣工を見ず

l 特異な外観デザイン
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惨っちものUR設計優子小林

機能性vsデザイン性

衡を歩くとき、様々な色や大きさの契ったタイルを張った建物を

11 にする 。カタログをめくってもその種類の多さに驚かされる。 し

かしその多くがひどく無法↑ lTに感じるのはなぜだろう 。

外装材として、石を使いたいがコストが合わず、まるでI次付材の

代用品がごとく様々な色を取りそろえ、メンテナンスのランニング

コストを考慮、してタイルを使いましたと 言わんばかりである 。

いまやタイルはコスト・効率重視の大量生産という流れの巾で、

単に人工的な使利な材料に成り下がってはいないだろうか。施工技

術や製造技術など機能性を追及した結果、色調 ・サイズの均一化は

似|られたものの、皮肉にもかえってタイルの系ー材感が軽視される結

果になっているのではなL、かと思わずにはいられない。

確かに機能的であることは大切である 。ただ、タイルの持つ京材

! 部やデザインへの可能性を忘れてはいけない。

素

材

と

技

術

レンガタイル

150角のせ っ器質レンガタイルを 10-15mmの広白地で、張る 。時に

はボーダーで、またH寺には壁一面に芋目地で… ・・・。大きさ ・形状を

変えて、塀の笠木にもなれば、石やガラスモザイクと共に柱の装飾

にもなる 。多少のサイズのむらは白地で調整すればよい。

この還元焼きレンガタイルに求めるものは、幅広いやきむらであ

り、員ｾ利 ｬ 独 特の土の索材感で、ある 。 それこそ天然素材だけがもっ

1J!f¥l 合Lリに他ならない。

l 枚 1枚やきむらという表情を持ったタイルが集まりデザインを

つくる 。大きさや商の形状 ・張り方によるデザインの可能性は限り

なく大きい。

しかし、どんな場合でも、石などと述い威圧するのではなく、触

れたくなるような風合いがタイル、特にレンガタイルにはあるし、

そんな風合いを大切にしていきたい。

原点を再考すべきタイル

タイルの起源はレンガであると考えるとき、それは土のみを原料

としたまぎれもまく、「やきものj であった。それゆえ、数多いタ

イルの rll でも、レンガタ イルは最も 一|ーというよ材感があるタイルだ

と思っている 。

日々進歩する技術により多くの新佳材が生み出される今、このレ

ンガタイルを通して、タイルの本来の土の産物である「やきものJ

としての業材感を再考し、また単に躯体を忍iうという概念から JI覚し

たいと考えた。他の材料との調和を考慮しながらも、アクセ ント 的

効果を期待して .. .。

また、同種のタイルを大きさや形状・使用方法により、そのデザ

イン性も模索していきたいと思う 。

遮篤と社会 ・2∞1.534 



「素材と技術カf 生み出すdesignJ は、相対する具体的な事例や視点に光をあてることにより 、異なるものの見方

の可能性に挑戦する。今回は外装を被うタイルを取り上げ¥石や土 とは違った価値を見つけてみたい。

(i素材と技術が生み出すdesignJ 幹事会)

弘明

Oht ani  

大谷日建設計

‘ いしもの
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発想を必要とするタイル

タイルに求めるものは、組 ｾｬ 造のイミテーションではない 。 決し

て躯体の耐候性を高めるという役割だけに疫めではならない。人の

知恵 ・発想と、土と火の反応、とが、かたち創る産物。自然とも人工

ともいえる面白い両義性をもって L唱 。焼き物茶碗と、建築タイル

の世界に乙んなに大きな開きがあって、そのままで良しとは恩わな

い。石のように重厚な表情をもたない代わり、人を優しく包み込む

布のような柔らかさだって表現で、きる。語弊はあるが、「民主的な」

材料、 こんなに面白い可能性ある材料はないと考える。

乙の国の建築文化は、もともと線材と板壁に根ざしていた。この

かよわさ、惨さに見合う、細かな微粒子の集合によって建物を被っ

てみたい。美しい焼き物の肌理を具えた艶のあるタイルを、点、摘の

ように、潔く使う方法を考えようと想、う 。

出来ることが限られているなら、なおのこと、天の邪鬼にそのタ

イルの可能性を、 一歩推し進めてみたいと思った。

白磁のタイル

愛媛の美術館の設百十に際し、自分に考えられる以下の戦略・策略

を動員して、 ζ れまで、にない皮) 肢を創ろうとした。

1. 利1薬に頼らない白。ニュアンスに富んだ複雑な色合い。

2. タイル面に光を載せる。ランダムに潜切り 。バー コード模織。

3. 触りたくなるような質感を透明細で表現する。

4 . 巧綴なエッジを生み出す物理的な厚みと目地深さで見せる。

5.  PC) 波打ち込み。その表現としての「あいじゃくり J 形状。

6. いつもどこかがきらっと郷いて見える大きな外壁の曲面形状。

全部で50万枚。工業的な成果の追求の果てに、工芸的な側値が生

まれた。この if，&; j l 立子」を使うことで、淡味ながらコクのある表情

と情絡が自主し出された。

組積造vsタイル張り

なぜ西敵の建築に殆どタイル張りの建築がないのか。長年疑問だ

った。 例外を除いて、まずタイルの外装には、お目にかからない。

ある時に解ったのは、彼の国々の建築文化は、組ぢi造と粘土細工、

すなわちムク( 虫塊) から 出来ていることだ。組積造には作法があ

り、生半可な模倣は命取りだが、作法をマスターすれば、長寿命建

築を目指す近道ともなる 。我々も、使えるならばムクのものが好き

に違いない。厚みのある単一の索材への信頼感に浸ることができる

から 。

対して我が国の数え切れないタイル張り建築。薄く皮膜をまとっ

た何 とも頼りなげな「貼りもの」。金がないからタイルもやむを得

ぬ、としているかも しれなしミ。タイルは安価で=使いやすいが、可も

なく不可もなく、といった既製的 ・汎用的な感覚が、人々の発想の

根っこに植え付けられてはいまいか。

35 



パブリックコメント制度とは何か

椎名辰之

前大阪市計画謁f & 局建築指導部指導課主査現 大阪市住宅局建設部建設課
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l  地方公共団体のパブ'Ij ' Y クコメント制度

地方公共団体でも、乙の制度を導入するところは増えている 。対

象案件など独自の指針を定めている場合もあるが、考え方や手続き

は基本的には固と同じである 。近畿地区では兵庫県が平成13年 1 月

から 2 月にかけて 「福布J: のまちづくり条例j の見直しのために実施

した。大阪府でも、同名の条例を改正するために笑施を予定してい

るようだ。京都市では「京都市住宅マスタープラン」の見直しのた

めに京都市住宅審議会に諮問を行ったが、住宅審議会がその答申を

策定する段階で、その素案について意見募集を実施した。

最近、建築関係者は、建築雑誌や業界紙で国土交通省( 旧建設省)

のパブリックコメントの実施を紹介する記事をよく自にするように

なったのではないか。

パブ リックコメント 制度z とは、行政機関が政策立案過程において

その案を公表し、広く国民や事業者等から意見の提出を受け、これ

らを考慮して最終的な意思決定を行う手続きを L寸 。この制度によ

り、広く一般に意見提出の機会が設けられる乙とは評価で、きる 。

平成10年に農林水産省が「遺伝子組み換え食品の表示のあり方J

についてパブ リック コメン卜を実施した際は、 l 万件を超える意見

の応募があり、大きな反響を呼んだ。だが各行政機関で数多く実施

されているパブ リックコメントの中には、数件しか応募がないもの

もあり、 制度の定着が今後の課題とな っている 。

仮に建築関係者が国土交通省のパブリックコメントの実施を知っ

たとしても、 同省のホームページにアクセスするなどして意見提出

するひとは限られるだろう 。だが、専門家として関係のある法規制

の制定や改正に意見を述べていくことは重要な ことである 。平成11

年10月に 旧建設省が公表した 「都市計画制度の見直しに当たってJ

には、事業関係者、業界団体等、地方公共団体 などから 500件 を超

える意見が寄せられた。これらの意見は都市計画中央審議会の小委

員会に提出されて検討が行われた総緯がある 。また、同省では建築

基準法大改正に関して性能規定関連の告示案がいくつも公表されて

きた。たとえ意見提出までしなくても、関連規制の情報を早い段階

で得るという 利用方法も考えられる 。

l 建築関備の対応

l 国のパブ、山クコメント制度

固においては、この制度を平成11年 3 月に閣議決定し、 4 月から

全省庁で実施している( パブリックコメントとは言わずに、単に意

見募集、意見公募としているものもある) 。

閣議決定の資料によると、広く 一般に適用される行政機関の意思

表示で規制の設定・改廃に係るものについては、意思決定過程にお

いて広く国民等に案 を公表し、それに対して提出された意見 ・情報

を考隠して意思決定を行う ζ ととされている 。政令・省令等 を策定

する過程で、国民等の多機な意見 - 情報 専門知識を行政機関が把

握し、意思決定過程における公正の確保と透明性の向上を図る必要

から実施するとしている 。

法
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近年のパブリ ックコメント導入の動きは、 1  T  ( 情報技術) 革命

によるインタ ーネッ トの発達が大きく貢献している 。電子メールの

普及は、意見提出する側の国民の背中を押してくれる 。国の実施状

況の集計を見ると、意見提出方法として郵便と電子メールはほぼ同

じ割合にまでなっている 。また 1 T の活用は、行政側の集計や結果

公表の作業を効率化できるメリットもある 。 もちろん窓口配布や郵

便など他の手段による意見公募と提出の機会確保も重要である 。だ

が、今後さらにインターネッ トが発達して一般化すれば、パブ リッ

クコメン 卜はさらに利用 しやすいものになるだろう 。

I T革命の追い風

行政機関が、規制に係る政令、府令、省令、告示、行政

手続法上の審査基準、処分基準等について、案を作成

↓  

行政機関が、案と 般の理解に資するための資料を、次のような

方法のうちから適切な方法を用いて公表し、意見情報を募集

①ホームページへの掲載 ④広報誌掲載

②窓口での配付 ⑤官報掲載

③新聞 ・雑誌等による広報 ⑥報道発表

現在は、 11制度そのものがあまり知られていないのではないか。一

般人は、よほど目的意識がない限りインターネ ッ トで、パブリ ック コ

メントのことを調べたりはしないだろう 。やはり新聞、雑誌等によ

る積極的な広報活動が必要不可欠だ。

行政における昨今のパブリックコメントの導入は、 一種の流行に

なっているきらいがある 。「意見腿取のアリバイづくりだ」という

厳しい批判がないわけではなく、その 中身が問われている 。適切な

情報公開とするためにも、公表案を作成した趣旨、目 的、背景の説

明は重要である 。また情報不足の中での意見募集とならないよう関

連資料の公表も欠かせない。提出 された意見をどのように考慮した

かその考え方を明確にし、行政の説明責任を果たすべきである 。同

時に 、国民の行動 も問われている 。情報を入手して理解し、意見提

出するのは受け手の責任だからである。 ( しいなたつゆき)

l 関 備 の 離

↓  

広く国民が意見 ・情報を提出( 提出は、 1 か月程度を

一つの目安として行政機関が定める受付期間中に行う)

↓ ↓  

行政機関は、取り入れるべき I  I 行政機関は、取り入れない意見

意見情報に基づき案を修正 I  I 情報について、その理由を整理

↓ ↓  

行政機関において、提出された意見情報に対する

考え方を取りまとめ、提出された意見と併せて公表

↓  

行政機関が、政令等の案を確定

なお、法律案は、国会に おいて審議さ れるため 、各省庁共通とな

るルールでは対象としていないが、各省庁の判断で同様の手続きを

行うことは可能としている 。

国のパブリ ックコメントの実施状況を調べるには、総務省のホー

ムぺージ (h即:川町WW. ω mucho. go.  jp/soumu/jyo吻 ou. h加) が便

利だ。乙こから国土交通省も含めて各省庁のホームページの該当部

分へリンク( 連絡) されている 。

国のパフリ ックコメント 手続きの流れ ( 総務省の資料から)

旗 第 と 社 会 ・2001 .536  



新冷媒の動向

309 設備の頁

あI

片岡修身

ダイキン工業臨時地球環境室技術担当部長

冷嫁影響 生産廃棄 冷媒が望ましい。 しか

直 し 例 え ば 剛 腕

どプロパン の安全性対

空調機L CCPの試算例 策を含めた性能で評価

した場合、 HF Cに比べ::TE WI削i成の効果はほとんどない。

T EWI は、発電所での燃料の構成や機器の効率や必要運転11寺聞に

よって値が奨なるので、評価する国や地域で値は様々である 。

冷媒が環境問題の一部となってから、かなりの年月が経って、オ

ゾン層問題に加 え、温暖化f尚孝も問題となっている。 乙こ では、 こ

のオゾン層、温暖化の両而から冷媒の動向について述べる 。

ミ

オゾン層破'壊は、図

1 に示すように冷媒と

して使用される C F C

( Chl o r o  F l u o r o  

C ar bon) などが成層

圏で太陽からの紫外線

を受けて分解し、含ま

れる塩素が触媒として

働いてオ ゾン を破壊す

ることによ って生じる 。オゾン層破壊係数はCF C12を l として相対

的にオゾン j晋を破壊する能力 を示すが、 HF C (H y dro  F l uoro  

C arbon) は塩素を含まないのでオゾン層破壊係数はゼロである 。

海暖化は次のようにして生じる 。地球は、太陽から受けた熱エネ

ルギーを赤外線として宇宙空間に放出し 、あるレ ベルの温度を保 っ

ている 。 しかし、 地球から放出 されるべき赤外線の一部が、大気中

のC0 2やC F C等に l吸収されることにより 、海i慶化が生じる 。これも

図 l に模式的に示す。

大気中に放出されたHC F Cなどは酸化などの反応によって次第に

分解 され減少 していくので、潟暖化影響も 時間経過とともに減少す

る。GW P ( Global  Wall Tl ing  Potenti al : 温暖化係数) は一定期間

での視暖化影響

の積分値をC 02

との相対値で表

したもので、通

常は 100年 間の

値 が 使 用 さ れ

る。主な物質の

GW P値を 表 1

に示す。

設

備

の

頁

冷媒の直接温暖化を削減するには、大気中の寿命が短い冷媒を採

用する必要がある 。冷媒の安定性が低いということは酸素などと反

応しやすいというごとであり、基本的には図 3 に示されるように、

可燃性が高い物質ほどG WPは小さ L 、。

プロパンは家庭用燃料 として広く 使用されており、 冷媒としても

採用できると考える人も多い。 しかし、 燃料用に比べ冷媒として使

われる場合は圧力が300 - 1000倍もあり、また製品を廃棄する |祭に

も冷媒は機器の内部に

残っており、同じ物質

を燃料用で使用してい

るから 「冷媒としても

使用可能」 と判断する

の は 短 絡 的 と 思 わ れ

る。 さらに不燃の冷媒

が入手可能である中で

可燃冷媒を選択するこ

とは 、P L問題の危険

性が大きい。

1  52a (C2  H4  F2) 

プロパン (C 3He)

32 (C2  H2  F2) 

ロ
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図 2

l 可燃冷媒の採用

i オゾン層破壊と温腰化

図 1

主な町 ℃冷媒としてはR410A、R407C、Rl 34aが採用され、現在切

り替えが進んでおり、 2004年までには、ほとんど‘ の空調製品 で、

HCF Cの使用が廃止 される 。圧力が高く圧煩が削減可能なR410A 、

圧力がR22に近く 理論性能はR410A より優れるが伝熱性能が低下す

るR407C、圧力損失は大きいものの単体で扱いやすく理論性能はも

っとも優れる R134aと特性が異なるため、用途によ って選択される

冷媒が異なっている 。具体的には、ルーム エアコンにはR410A、業

務用にはR407 C、チラーには134aが主に代替冷媒として採用されて

いる 。

また可燃冷媒を将来採用する場合、少量であれば危険な冷媒も使

用可能であるし、工場用設備のように高度な管理が可能な場所であ

れば可燃性や毒性のある冷媒でも採用可能である 。冷媒充域量が

50g程度の冷蔵庫などは、炭化水素を冷媒に採用する可能性はある 。

また工場周ではアンモニアが採用 されることも多くなっているが、

一般家庭や底舗用などへの採用は難しい。

現在、可燃性冷媒の一般空調機への許容充填量を定める I EC規格

案 (IEC335- 240) が審議されている段階であり、これが決定される

と、 ｒ ＳＲ とい った ｈｆｃ でも、 ｇ ｾ 中が低く 燃焼 性もわずかな冷媒が使

用される可能性が出てくる 。

4000 3000 20.00 

GWP  

G WPと燃焼

10.00 

図 3

。

l 最適冷媒の多様性

主な温暖化物質とG WP値

温暖化物質

大気中 ｇｗｐＨｃｏ ， ｾｬＩ＠

寿命( 年) 20年値 100年値 500年値

PFC14 50000 3900 5700 8900 

SF6(6フッ化硫黄) 3200 15100 22200 32400 I  

HFC23 243 11700 14800 11900 

N，O( 豆酸化窒素) 120 280 310 170 

CFC12 100 10200 10600 5200 

HFC125 32. 6 6100 3800 1200 

HFC134a 14. 6 4100 1600 500 

CH4( メタン) 12. 2 56 21 6. 5 

HCFC22 11. 8  5200 1900 590 

HFC32 5. 6 2900 880 270 

表 1

IPPC:  19':泊'1'による
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War mi ng  I mpact ) の考慮

現在オゾン層問題への対応として H FC が採用されつつあるが、

町 ℃は温暖化防止の京都議定書で' C0 2などとともに規制物質の一つ

になっている 。それにもかかわらず干I FCが採用されるのは、 H FC以

外に適当な物質がないことと、沼暖化対策としての冷媒の選択は、

冷媒による? 昆暖化影響だけではなく、空調機の消費するエネルギー

による漏l暖化の考慮が必要なためである 。

この冷媒による温暖化 とエネルギー消費による温暖化 を合わせて

評価するのがT EWI で、 エネルギー影響と冷媒の影響をC0 2に換算

して加えたものである 。最近はこの二つに製品や冷媒の製造や廃棄

時のエネルギー消費まで加えた L C C P (Li fe  Cy cle  C li mat e 

Perfol l Tl ance) で評価 される場合もある 。冷媒の温暖化係数だけか

ら判断すれば、プロパンやアンモニア、 COzとい ったいわゆる自然

Equi val ent  I  T E WI  CTot al  
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秩序という言葉がある 。物事の条辺、正しい道筋。社会における

規則だった関係性。もちろん、建設の社会にも秩序があってしかる

べきである 。わが国においては、 旧建設省という行政機関カ可決序の

番人を自認し続けてきた。建設界に正常な秩序をもたらすために、

下手な設討を排除する、いかがわしい技術を排除する、不良品を排

除する。一見、この名目そのものには何 らの誤りもないように見え

る。 しかし、これはまさに笹察行政である 。官が一方的に秩序をつ

くり、民に押 しつけるという構図がここにはある。

秩序を守る。 しかし、旧建設省がそれにもまして守ろうとしたの

は、笹察行政というシステムであ った。これが事実であることは、

建設界の現状があまりにも 明快に物語っている 。

I  f鰐を守るシステムの自己髄

構

造

の

頁

官僚機械という組織が、その目的である秩序縦持を実現するため

には、「システム」が必要となる 。そのシステムを支える根拠とし

てできたのが、建築基準法という法であった。ついで、建築基準法

に則って、具体的な建築活動をする人たちにラ イセンスを与えると

いう名目で建築士法が制定された。乙の 2法が、建築界の秩序を守

るパトロール ・カーの両輪として今も動いている。

ところが、この屈のシステムには償に自己僧殖の傾向がある 。ま

して、そのシステムが権力を伴うときはなおさらである。そもそも、

建築基準法の基本は「確認」行政にある。立案者には、ある程度ま

での良心があったのであろう 。建築基準の基本を 「許認可」とはし

なかった。許認可というのは、言葉を換えれば、裁量権が行政側に

あるということ 。昨認は、法律に違反しているかいないかを見るに

過ぎない。そこには、強制権は存在しなL、。

とは言 うものの、 確認行政は官僚機椛とL寸組織が行使するがゆ

えに、確認のレベルでおさまるはずがない。組J織工学の立場から見

ても、権力を伴う組織はH寺を追うごとに権力を増強し 、下部機構を

増やし続ける。わが国の建築行政においては、日本建築センターが

その象徴である 。下部機構に判断椛や決定権がない分野について、

やはり自己増殖を続ける。それは、組織の宿命である 。こういう 現

象で、本来あるべき立場を逸脱して p く。

どの社会を考えてみても、権力とか秩序というものが優先する集

団、車生b守置には、発展、変革という概念そのものが存在しない。組織

のためには、その方が都合がいいのである。ある権威が存在し、そ

の権威をそ「りながら、自己増殖を続けるのが…。

その対極にあるのが、いわゆるペンチャーという 言葉で象徴さ れ

る組織である。このタイプの組織は、現状において足りないところ、

あるいは忘れ去られた秩序の穴、様々な閣の部分に光を当て、新し

いシステムをっくり上げようとする 。そういう組織は、現状認識、

状況変化に対する対応力、行動力、自己変革、 洞察力をフルに発揮

しなければ、システムとして成長することができないのである。

つまり活性化し、変革し、発展していくシステムと、既成の権威、

規制の秩序を守るシステムは決定的に異なるのだ。

I  i草題準法、その目的は限序糊J だった…

法規制。一言で法といっても、その内容は様々である。法律、政

令、条例、規則、調11則。国会が決める、 内閣が決める、省庁が決め
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る、 地方議会が決める、とレベルもそれぞれ異なる。建築界にかか

わる法は、本来、 都道府県レベルであるべきもの。国内外にかかわ

るものについては、国レベルというよりも業界のレベルとして、

様々 な長I . : t 規制が存在してきた。その自主規制をパックア ップする

ために、殖産振興という目的で、 旧通産省レベルの規制J (規制とい

う言葉よりも、標準化による効率追求という方が近い) が作成 され

た。建築学会も 旧通産省]ISIこ倣って]AS ( 言ってみれば、 仕様の組

み合わせ方法) をつく っている。

!i 成後まもなく、「国」レベルの建築基準法が制定された。官が定

めた秩序を民に抑 しつける答察行政であることがはっきりしていた

ので、当初から今に至るまで、局面局面で反対の戸が上がったが、

行政の力でその都度抑 し切ってきた。

建築基準法発布から 50余年。日本の建築にとって、法規制はどの

ようなものであるべきかが、本質的に考えられることはなかった。

旧建設省は瞥察的な考え方から、建築に対する法規制の目 的を 「秩

序維持」に置いた。そのためのシステムが生まれ、それを実行する

過程で本来建築が持つべき自己変革、を!己成長能力は制約を受け統

けた。それでも、強制の度合いが許容目却変内にあ ったから何 とか統

いてきた。建築界においても、 何 らかの規制、スタンダードは間違

いなく必要であるし、現実社会であるからには、ある種のけじめば

欠かせな L、。建築基準法は、けじめとして利用するのに役に立ち統

けてきたし、 一般的レベルの向上という意味でも存在意義があった。

建築基準法以降の歴史は、建築界にとっては「後ろ向き」だった。

しかし、建築基準法は「秩序さえ守ればL、Lリというザル法で、枇

察行政も“ ほどほど" であったから、重荷ではあったものの、規制

を受ける側はしのぐことができた。それが今、建築基準法改正によ

って、あまりに も “ 極端" になった。

I  i諜は生き物である

人が先で、概念は後。建築はその最たるもの。まず、建築物が先

にあ った。「この建築はp ，リ「こ れは悪Lリとし、う議論から始まり、

それがだんだん広がって建築という 概念が生ま れた。その過程で、

学問が発達し、諸々の認識論が出てくる。ただ、 如何せん建築は非

常に粋が広いし、被 Ｊｉｾ で、それに携わる業種も多い 。 簡単に基準 化 、

標準化する乙とはできない。

とりわけ基準化、標準化が最も困難なのは、設計である 。これま

で学会が出 してきた設計 指針、 設計基準は、実は部材設計基準でし

かない。つまり、 地面から建物全体を1':( く一貫したシステムとして

の設計基準は、今まで存在しなかった。そして今、日本建築学会の

100年の歴史の中で、ようやく耐震設計が体系化 された。できる限

り不明な婆索を排除し、すべてが論理的合理性を満たすように組み

立てることによって、免震が初めて面切Z設計を体系化 したのである。

との よう に、建築の領域は途方もなく広く、深い。そして、建築

は生き物である。このとてつもない対象を秩序づけるとき、行政は

一体何をすべきなのか。一つはっきりと言えるのは、行政は建築の

全貌も実状も知らないというとと 。つまり、建築を司る法の報ぱ子者

には、その法がl∞%機能しているかどうかを確認する能力すらない。

それは、永遠に変わらない真理である。皮肉めいた言い方をすれば、

建築の社会は行政官が牛耳れるほど柔でもなければ、単純でもない。



{ 上綴と性能。両者は切り離すことができない一つのセ ットである。

ある性能を目指し、その性能を得るために仕緩が決められる 。「こ

ういう風に作ったら、こういう性能が山る j の「こういう j が!-I::様

である。仮に{上織を排除し、性能で発注するという方策を選んだと

構

造

の

頁

しでも、当然、どこかで!I:: 綴確認をする必要がある。それでは、仕

械昨認はil !iがどのようにして行うのか。現状を見る限り、そのこと

についての理解が全くと 言っ ていいほど行政 似ｾ にはない 。

今までの設計は、設計者が1" 1 : 能を予定して、仕織を決めるという

ものであ った。言ってみれば、これも性能設計である。性能確認の

}J 法がないので、!I :様で究注するという方策を採ってきたのである。

出来上が ったものが仕線通りにできていれば、メーカーに責任はな

い。責任は設計者の側にある。つまり、設計者は仕様確認に対して

強い関心を持たざるを得ない。

建築におけるトラブルは、弁償できないほど高額である 。それゆ

え、 「あの人はIl¥lis いなくチ ェッ クしてくれる」という 相互信頗に

基づいて個々の仕事が動いて L、く 。私が日建設計で業務担当をして

いたころ、 「日建設計はIl¥1述いがな Lリ「現場員が厳正だから j と百

われ、 誇 らし く思うことがしばしばだ った。「だから、おたくに頗

むJ という戸を何度聞いたことか。そのとき実感したのは、ユーザ

ーは建築基準法を信頼していないということであ った。「法律でこ

うな っていますJ と説明しても、 「法律がおかしければ、変えれば

いい。それよりも、このことについて君はどう思うのかj という話

に、決ま ってな った。

今、行政は「性能で発注するのだから、仕様は要 らない。ただ性

能を保証すればL、L、」と言 う。繰り返すが、それではその性能はど

うや って調べるというのか。

わが国の今の建築行政は、 言うなれば、 プロの、それも非常に難し

い技を身につけたフ。ロに対して、 「ああしなさ Lリ [ こうしなさ L、」

とアマチュアが命令しているようなもの。それは、秩序維持に則 っ

て 利 必を得ょうというプロにと っ ては、非常に有り ｾ Ａ ｈ 、お告げかも

しれな ｌ 、 。 が、見識と倫理 ｈｾ を持ち、本当によいものをつくろうと

するプロにと っ ては耐え Ｊ ｉ ｦ，ｾ、報ぱ子である 。

l 本来は詩情がやるべきこと

これまで行われてきた仕機発注が最良でないことは、 ff!t もが知っ

ている。手間もかかる 。が、現状では他に方法がないから統けてき

たのである 。そして今、法律が変わった。これによ って、仕織が守

られているかどうかを検査する検査機関が必要にな った。そして、

どのような検査をしたら性能がつかめるか、という答えのない問題

が浮上している

一口に検査と L、っても、級車11なメカニズムと多くの入手がかかわ

る対象物について、その{上級が完全に守られたかどうかを確認する

のは極めて困雛な作業である 。およそ、画一的にルールを決めれば

すむような 問 題ではないのだ 。 名目 的 な器はできたとしても、 Ｉｾ ｈ 守

される役目を果たす検査機榊はっくり得ない。これが私の出した答

えである。なぜか。肩書き、役職、権威で検査はできないのである。
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本当の意味での検査には倫粗!倒と 使命感、そして高度のタレントが

要求さ れる。官僚機構には到底で、きないこと、 一日|僚然である。

もとを正せば、設計者がやるべきことを法律でやろうとしている

点に、今回の法改正の最大の問題がある。例えば白Il!-止庁にしても、設

百|者がやるのだから、創11かい計算. 内符まで決める必要はない。法律

はただ、 「安全にしなさ L、」と言っ ておけばいいのである。例えば、

D山震l時に、 間違っても柱が折れることがないようにしなさ Lリ ぐ

らいに言っ ておけばいい。

もし設計者が、 D血l足時に、と 言 うけれど 、それはどのくらいの

地震か? J と聞いたとする 。行政官は答えら れないであろう 。かわ

りに、いかがわしい方程式を持ち出してきて、「建設大臣がこれで

やりなさいと言っ ている。それ以外は認めな Lリ と 言 うのがせいぜ

いであろう 。今回の法改正は、このような理不尽の産物なのであ

行政には、こういうことに対する理解があ ってしかる べきだが、

それがい っこうに伴ってこなかった。その一番の原因は、建築の 11

的性能は ｬ ｩｦｦ ｾ れな ｌ 、 ｪ という事実にある 。 建築においては 、 本当の

意味での安全性の昨認はできない。 しかし行政は 「安全j というこ

とから、くちばしを入れ続けてきた。そして、今回の建築基準法改

正によ って、この無意味な行為にさらに州事をかけようとしている。

都市計画も、全体の利郊を私有財産に院先させ、「全体のために」

と言っ ているが、本当に 「全体のためJ になっているのか。これま

での経緯を考えてみると、そのことについて行政官のJ ! H解は及んで

いないと考えざるを得ない。笹察行政には組織の論理が入ってくる。

行政機構の中に、自律的に、現実に士却としている相手を卜分思! 解し、

リードするタレ ン トを育てる能力を持ち得なかったのである。

くちばしを入れようと思ったら、勉強しないといけない。が、行

政という組織は無責任体制であり、無責任がまかり通るため、勉強

しなくなる。失敗について i ' . e 任をとらされるのであれば、いやでも

勉強するしかな L、。人間は、本来怠け者である。飯が食えなくなる

から、 1!WJ く。生命体そのものは、そういう胤にできているのだ。

現状を知らないことの怖 さ。材料を知らないで

学宇者;がいるとする 。彼は、 「こういう材料ならばJ と仮定して 、そ

の範囲内でしか通用 しない理論を繰り広げることになる。もちろん、

抽象化する乙とで法則性を調べることが科学の使命である以上、こ

の学者の営みを否定することはできない。

一方、工学は現実問題を現実的に解決する。つまり、技術と科学

を踏まえ、最適Wi- を出そうというのが工学であ る。現実の理解が|問

題なのだ。工学の物差しを当てたとき、今の鐙築行政で2品J

とりわけ椛造関連は甚ただ、おカか、しいというよりほカか、はない。組織工学

という物差しで、illi lってみると 、「建設省鐙築研究所は行政 t 、どう

いうことをやるべきかj が割合と 明確に山てくる。その答えは、 「法

律の効果を研究すればL、L、j である。あるいは 「法律の効果があ っ

たかどうかを、どうやって測るかについて 研 究す れ ば ｰｾ リ なのだ 。

建築そのものは、建築をやっている人たちの方が技術的にはるか

に上。科学的にもおそらく上であろう 。にもかかわらず、その境界

を越えて行政は規制を強化 しようとしている 。組織というものは、

官民を問わず必ずそうなるのである。

i 工学の物差しで測ってみると

( ただ ひでゆき )る。

l 仕様と闘E

行政が現状をどのくらい知 らないか。それは、建築の 「検査j と

L、うものに対する理解度に顕著に現れている。今回の建築基準法施

行令改正では、 l土機設言|ーから性能設計への移行を掲げている。そし

て、性能設計に道を聞くための切り札 として出されたのが検査機，h'l1

である。検査機構をつくり、そこで性能を確認すればいいというの

である 。 しかし、その検査機桝が果たして機能するのかどうか。私

には、それが正常に機能するとは到底考えられない。こと建築にお

いては、本当の意味での性能は測ることができない。それは、 地震

が来るまで明らかにならない。事実、耐震設計で性能を評価できる

のは、今のところ免震しかないのである。
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電磁波吸収

ロックウール化植吸音板

237 新建材の頁

燃性、断熱性、 l汲音性が同一であり、全く同じ方法で施工できる 。

資源を有効に使う循環型リサイクル商品であり、エコマ ーク認定商

品である 。最近のワイヤレスL ANは、室内の反射波が強い場合に、

伝送速度を自動的に低下させる機能を有しているため、知らず知ら

ずのうちに伝送速度が低下してしまい、オフィス作業の生産性低下

をまねいていたが、ソーラトンEnet により快適な通信環境を縛るこ

とができる 。発信基地の数を増加させることにより、電磁波反射環

境を改善する効果が得られる場合があるが、高価な基地局の憎設は

テナントの負担となる IIJJJ組があり、更に機器開の干渉問題を招く結

果となっていた。これらを改善する新しい解決手段として、ソーラ

トンEnet の採用を推奨する。

近年オフィスにおいて無線L AN、桝内PHS等ワイヤレス通信機

総が手f しい進展をみせている 。( 図 1 ) これらは電磁波にデジタル

信号を載せ通信する仕組みとなっているが、' i l 1 磁波が放射された周

囲の環境には、電磁波を透過、反射、吸収する等さまざまな電磁波

特性を有する建築構造躯体、内 ・外装建材が存在しており、電波伝

搬特性に影響を与えている。特にオフィスでは、スチールパーテー

l はじめに

ワイヤレス通信機器は、オフィス、病院、学校、庖街I i 、工場等々

今後ます ます適用範聞が広がりつつある 。電磁波を用いた通信環境

をクライアントにとって最適な状態とするには、通信機音寺仰! の技術

が必4頁であるが、空間を飛び交う屯磁波の問題を解決するには、建

築環境からの対策も不可欠である。ソーラ トンEnet を施工すること

により、今までに無い新しい付加古lI i値をもっモパイルネットワーク

対応オフィスを構築することができる。

① この商品は今後の建築環境と I T革命による動画配信などのブ

ロードバンドl時代 (高速ネットワ ーク時代) を考慮すると必ず必

要な商品である。

②当面ネットワ ーク導入計画のないピルにおいても、予めソ ーラ

トンEnet を使用することで、オフィスレイアウト変更コストの

低減およびオフ ィスの高機能化が同時に実現できる。

① 6 而反射環境下の現ピル室内に於いて、中継機を増設する方法

よりイニシャルコストア ップ( 天井工事費 トータルから見たソー

ラトンEnet施工の コストア ップは約10%程度) は長い目で見て優

位性のある商品である。 ( 松 本 章/ 建材委員)

l まとめ

ション、デッ キプレート、金属OAフロア、 LOW- Eガラス等電磁波

を反射する建材が多用されるようになり、室内では反射波による屯

波干渉が生じ通信速度の低下や通信障害を発生させている 。( 図 2 )

屯磁波吸収ロックウール化粧吸音板 『ソーラトンEnetJ は、電磁波

吸収性能により不要反射電磁波を低減し、デジタルワイヤレス通信

を快適に利用できる空間を提供できる。( 図 3 )

l ソーラトンEnet の基本特" 主

現在デジタル通信機器で用いられる屯磁波周波数は、0. 8GHz- 6  

GI-l zの帯域が一般的である 。現在主流のワイヤレスLANは2.4GHz荷

の屯{ 磁波を用いている 。今年度から発売予定の次期無線L ANは5.2

GI-l zw: を朋いる。ソーラトンEn巴tは、これらの周波数千fl=域において、

5- 9d B の反射損失性能を有しており( 図 4) 、床、 天井、壁がすべ

て屯磁波を反射する素材で構成された 5m X  5.3m X  3  mI-Iの天井古1¥

位に従来品とソ ーラトンEnet を施工し比較すると、電磁波の残響減

衰特性が大幅に改善される 。( 図 5 ) 屯磁波の残響時間を意味する

遅延スプレッドは、従来品の170nsから70nsに低減され、理論的な

ワイヤレスデジタル通信における通信速度は約 2倍に向上すること

になる 。市販の11Mbpsの伝送速度を有するワイヤレスLANを室内

に設置し、伝送速度を笑iJ[ IJ したところ、 1秒間で伝送できる平均伝

送速度は、機極によって多少異なるものの 6 面反射環境下で、1 . 5倍

-2. 5倍の伝送速度向上効果が1確認されている。

新

建

材

の

頁

l ソーラトンEnet の特徴

ソーラトンEnet は、従来のロックウ ール化粧吸音板と外観、不
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[ お知らせ]

n f o r ma t i o n  

大阪市立住まいのミュージ‘ アム開館 baut ec 2002へ出展募る

大阪市北区天神橋筋 6丁目の交差点に建つ大阪市立住 12月29日- 1 月 3 日 2∞2年 2 月 6 日- 10日に、ベルリン国際見本市会場で

まい情報センタ - 8 - 1 0階部分に、 4 月26日、「大阪 観覧料 一般6∞円 baut民 2002 rベルリン国際建築専門見本市J が開催さ

市立住まいのミュ ジアムj がオープンした。 中学生以下、障害者、大阪市内居住の65歳以 れる。

ビルの 9階は、蔓ひしめく大庖、小底。ひときわ高い 上は無料 (証明書要提示) baul 民 2002では 、 リフト 、建築作業用エレベー夕 、ク

火の見櫓。木戸門をくぐると風呂屋や会所。江戸時代 交 通 大 阪 市 営 地 下 鉄 谷 町 線 ・ 1界筋線[ 天神橋筋六 レーン、ウインチ、足場など高所建築作業現場のアク

の大坂の町並みがひろがる。 丁目 J 駅下車、 3号出口より直結 セスや安全確保にかかわる設備・技術を重点テーマと

8 階は、明治、大正、昭和の大阪の住まいの移り変わ

りを知ることができる近代フロア。明治の初代通天閣

とルナパーク 、大正の天神祭風景、明治初期の心斎橋

筋などか再現される。

・企函展「町家のしつらいと飾りー近世大坂の住まい」

会 期 2∞1年 4 月26日(木)- 5 月28日( 月)

10:  00- 17 : ∞ (入館16 ・30まで)

休館日 毎週火曜日 (祝日に当たる場合は翌日 )

祝日の翌日 (その日が日曜、月曜日を除く )

毎月第 3 月曜日 (祝休日の場合は水曜日 )

するが、建材、屋根・壁材、断熱材、シ ーリング材、

レンガ/ タイルの展示など、 ヨーロ ッパ建築資材 ・技

術が14α 別 rri の会場に集約される。

出展は 、一方開き 135ユーロ/ lrri 。出展、視察など

の詳細は、在日ドイツ商工会議所メッセ ・ベルリン日

本代表部 ( 干102- 0075 東京都千代田区三番町 2 番地、

TEL 03- 5276- 8730、F AX 03- 5276- 8735) へ。

環境・エネルギー優良建築物マーク

「松下電器のユニHーサルデザイン戦略J- 主催/ アジア太平洋トレードセンター

臨場建築環境 ・省エネルギー機構は、審査 (委員長・松

尾陽明治大学教授) に基づき 3 月 2 日付で下記の 5件

に対して 、第 6 次環境 ・エネルギー優良建築物マーク

を交付した。
大阪デザイン振興プラザ lム松下電器のユニバーサル

デザイン戦略を取り上げ、デザインセミナーを聞く 。

日 時 勾01年 5 月18日(金) 15 : ∞- 16 :  30 

会場 ATC ' I TM棟 9 階セミナールーム

大阪市住之江区南港北 2- 1 -10 

定員 1∞名 (先着順)

参 加 一 般1∞0円、学生500円 (受付で学生証提示)

* 参加費は当日受付支払い

s oゼミ「住空間を考える」

大阪ガスインテリアデザインスクールの短期講座では、

ディスカ ッションや演習を交えながら 、 5人の作家が

これからの住空間を語る。

① 6 月13日(水) 18 :  45- 21 :  05 

住居論/ 東 孝光 (大阪大学名誉教授)

② 6 月27日(水) 18:  45- 21 :  05 

住まいと環境/ 石 井 修 (美建 ・設計事務所)

③ 7 月11 日(水) 18 ・45- 21 ・05

コーポラティブハウス/ 広沢真佐子 (COM計画研究所)

④ 7 月18日(水) 18:  45- 21 :  05 

(テーマ ・講師は未定)

⑤ 8 月 1 日(水) 18 ・45- 21 ・05

集合住宅の計画/ 遠藤剛生 (遠藤剛生建築設計事務所)

会場大阪ガスインテリアデザインスクール教室

アーパネ ックス備後町ビル 6階

地下鉄御堂筋線本町駅徒歩 3 分

定 員 30名 (定員になり次第、締め切り )

授業料 25，000円 (税別、講義初日に支払い)

申 込 受 講 希 望 者 は 下 記 へ

大阪ガスインテリアデザインスクール

〒541 -0051 大阪市中央区備後町3-6-14

TEL  06- 6262- 4089 F AX 06- 6262- 7202 

* セミナー終了後、ささやかなパーティー

講 師 南 部 泰 治 (松下電器産業側 電化・{ 主設社デザイ

ンセンタ一所長)

これらは室内環境水準を確保したうえ 、一定水準以上

の省エネルギー性能を有する建築物と認められたもの。

内容 リラ ックスできるシステムパス「ユニ リッチj

(平成12年度Gマーク金賞)、 浴槽入浴なみの温

熱効果がある「座シャワ- J  (平成 9 年度G マ

ークユニバーサル・デザイ ン賞) の商品開発事

例を中心に、ユニバーサルデザイン戦略を語る。

(仮) j  R貨物業務 ・商業許東一対象は業務棟一

- 中部電力闘佐久営業所

- 神鋼パンテ ック側 本社ビル

. ニ ッセイ新大阪ビル

. ニ ッセイ四日市ビル

シンポジウム日童築設備のリサイクルJ r建築仕上診断技術者J 講習会

環境負荷低減の立場から建築設備のリサイクルの現状 (紛建築 ・設備維持保全推進協会 (BELCA) は、タイル

と課題を調査し、リサイクルi去の促進を討議してきた 張り 、モルタル塗りの外壁及び屋上防水などの診断技

日本建築学会環境工学委員会主催のシンポジウム。 術者を育成するための「建築仕上診断技術者J ( ビル

日 時 2∞1年 6 月 6 日(水) 13 :  30- 16 :  30 ディングドクター< 非1湾造> ) 講習会を 、東京、大阪、

会 場 建 築 会 館 会 議 室 福岡で開催する。

東京都港区芝5-26-20 講習は 、修了考査を含む 3 日間で、 5 月 1 日より主催

プログラム概要 団体、及び関連団体で受講願書を配布している。

1 . 設備構成要素リサイクルの現状と課題 ・大阪会場 (定員150名)

・パッケージ型空調機/ 中田春男 2∞1年 9 月26日(水)- 28日(金)

- 空調機/ 船木昭二 千里ライフサイ エンスセンター (隻中市新千里東町)

・保湿材/ 宮川道雄 . 福岡会場 (定員150名)

2. 設計 ・施工における現状と課題/ 関 崇博 2∞ 1年10月 2 日(火)- 4 日(木)

3. リサイクルイ応隼方法の基礎的検討/ 高草木明 天神ビル (福岡市中央区天神)

4. テ‘ イスカッション/ 司会・竹林芳久 (清水建設) ・東京会場 (定員220名)

定 員 70名 2∞1年10月17日(水)- 19日(金)

参加費 日本建築学会員2∞0円、会員外ω∞円 総評会館 (東京都千代田区神田駿河台)

学生10∞円 ※ 資料代を含む 申込み 6 月20日(水) - 7 月31日(火) ー先着順一

申 込 催 物 名 称 ・氏名 ・勤務先 ・所属 ・電話番号を 受講料 ωωo円 (テキスト代 ・税含む)

記入し 、 E メールかFAXで下記へ。 所定用紙により振り込む。

日本建築学会事務局研究事業部 詳細問い合わせは 、BE L CA事業推進部 (T E L 03-

E- mai l : yonezawa@ai j .or .jp 5252- 3873) へ。

F AX  03・3456・2058

遁築と社会 ・2001 .5 41 



in for mat i on- 一一一

ハンズ大賞大阪作品展

「ハンズ大賞j は、「手で考えよう 。手で見つけよう 。

手で創ろ う」をス ローガンに、昭和58年にスター卜し

たコンテストで、側東急ハンズが主催する。

作品のジャンルや応募資格には制限を設けず、幅広い

年齢 ・職業 ・地域から応募を募って おり 、17回コ ンテ

ストでは 3歳から94歳まて、応募者が広がって、応募総

数は2576点にのぼった。

ここ数年の傾向と して、 空き缶やペッ トボトルなどの

廃品を利用した手づくり作品が目立っているという 。

二次にわたる審査の結果、2 月21 日にグランプリ以下

全11賞30点が決ま った。3 月下旬の東京作品展を終え 、

二次審査に残った164作品が大阪作品展で展示される。

審査員は 、栄久庵憲司委員長、浅井恨平、伊藤隆道、

稲本正、内田繁、クニエダヤス工 、栃折久美子、三井

康亘の 7 委員。

会場 I MPホール (大阪市中央区 ・OBP内)

地下鉄長堀鶴見緑地線・大阪ビジネスパーク駅

会期 2∞1年4月28日(土)- 5月6日(日) 10 :  00- 20 :  00 

クランプリ受賞 rRe-worksJ 田辺由美子・兵庫県

廃品の電気パーツと子供の頃に採集したセミのぬけ教をポリエ

ステル樹脂で固めた作品。役目を終えたもの同士の生命力を、蛍光

灯で照らした空マゴの中に演出した

3 つのインスタレーション展

京都の函廊アートスペース虹 (京都市東山区三条通神

宮道東入 3丁目・都ホテル隣) は、 5 月に 3 つのイン

スタレーション展を烏唯する。月曜は休廊0

. 2∞1年 5月1日(火)- 5月13日( 日) 11 : 00- 19: ∞ 

奥田容子のインスタレーション

・2∞1年 5月15日(火)- 5月27日( 日) 11 :∞- 19 :∞ 

ひらいゅうのインスタレーション

. 2001年 5 月29日(火)- 6 月3 日( 日) 11 :∞- 19: ∞ 

北窓異美のインスタレーショ ン

奥田容子制作のイ ンス タレーション

42 

インテリアプランナー試験、受験申し込みは 6月に

インテリアプランナー制度は建設省が認定する事業と

して、側漣築技術教育普及センターが実施してきたが、

平成13年度か らはセン安一独自の資格制度と して実施

されることにな った。

建築物のインテ リアの5宣言十等に携わる技術者を対象に

知識や技能の試験を行い、合格者に登録手続きを経て

( インテリア プランナー〉の称号が符与されるもので、

昭和62年度創設以降、16000余名のインテリアプラン

ナ 崎 註 し て い る。

平成13年度試験は、受験申込書受付が 6 月18日 ( 月)

- 7 月9 日 (月) 、学科試験が10月28日 ( 日)、 設計製

図試験が2002年 1 月20日 ( 日) に実施されるので 、

詳しくは側建築技術教育普及センタ 本部 (T EL 03-

3505- 1831 ) へ。http://www. j aei c.or .jp/tこも情報あり 。

空間デザイン・コンペティション作品募集

日本電気硝引紛が主催する第 8 回「空間デザイン ・コ 提案の意図を表現する図面及び簡単な説明文

ンベティションj への作品募集が始まる。 ( 模型写真を含む) を収める 。表現手法自由。

A  (提案部門〕 縮尺自由。

課 題 ガ ラ ス 質 を 使った公園 B  (作品例部門〕

r..... .ガラス質とは、ガラスブロ ック、ネオパリ 1- 7 回の本コンペ入賞作品は除 く。2001年 8 月9 日

工&ラピ工、ファイアライト 、クリスタルクレイ 、 までに日本国内で竣工した建築物 、構築物で、日本電

真空式ソ ラー システムなどであるが、これらに 気硝子のガラスブロ ック、ネオパリ工& ラピ工 、ファ

限らず新しいガラス質の可能性を追求し 、それら イアライト 、クリスタルクレイ、真空式ソーラーシス

を組み込んだ提案も歓迎したい。. . . . . 既存の公園 テムを使用したものに限る。

のイメージを超えて新しい公園のあり方にチャレ 応募は一つの登録に対し 1物件とし、設計した個人ま

ンジし、そのなかでガラス質を生か し、空間の魅 たは車郎農に限る。

カを増すものであって欲しい… ..J 登 録 2∞1年 8 月9 日 (木) ー当日消印有効ー

登 録 2∞1年 8 月9 日 (木) ー当日消印有効- r空間デザイン ・コンペティション一作品例

官製ハガキ 、インターネ ッ ト (http:// www 部門j と明記し、「提案部門」と同様。

kenchi ku. co.jp) 、F AX (03-3818- 6742) の 提出先 2001年 8 月23日 (木) まで。

いずれかに「空間デザイン ・コンペティショ 骨紛新建築社「空間デザイン ・コンペティショ

ンー提案部門J と明記し 、所要事項を書き申 ン一作品例部門J 係 (T EL 03・3811- 7101)

し込む。 提出応募用台紙に所定事項を記入し 、作品の完成

提出先 2001年 8 月23日 (木) までに作品を附新建 カラ ー写真を所定箇所に貼り 、提出。写真の

築社「空間デザイン ・コンペティションー提 大きさ 、枚数は自由。必要であれば図面も。

案部門J 係へ郵送 or 持参。 登録に関する問い合わせは 、附建報社 (T E L 03-

干11与 邸01 東京都文京区湯島 2-31- 2  3818- 1961 ) へ。賞金は〔提案部門〕金賞 1点100万

応募案中判ケント紙 or60伽 mX84伽1mの厚紙 1枚に、 円、〔作品例部門〕金賞 1点50万円。総額355万円。

「きのくにデザインコンペJ の結果

紀の国 ・木の家推進協議会 (会長/ 中省弘) が実施し

た「きのくにデザイ ンコンペJ には156点の応募があ

り、3 月26日、和歌山県勤労福祉会館「プラザホープ」

で審査委員会を開催した。

審査の結果、最優秀賞 1点、優秀賞 1点、特別賞 4点、

デザイン賞 5点が選ばれた。

・最優秀賞「赤松ハウス」

一湖上大輔 (法政大学大学院陣内研究室)

・優秀賞[ ルーバー構造の家」

一秋本隆史/ 小林雅裕/ 松浦弘樹/ 大橋一隆 (法政大

学工学部建築学科)

http: //www. ni ttoso. or. j p/ 

建築塗装会社約3600社が加盟する(他日本塗装工業会の

ホーム ページ に、「 リフォーム時期のチェ ック方法j

や塗装メーカ一、関連団体へのリンク集が加わった。

今回追加された「塗り替え時期の見極め方j は、住宅

を長持ちさせるためのチェックポイントやリフォーム

時期の目安を写真でわかりやす く解説している。

これまで特に人気のある コンテンツは 、「カラーシミ

ュレーションj のページで、256色のパレ ッ 卜から色

を選ぴ、屋根、壁、 ドア、サッシなどに配色し 、全体

のイメージを見る ことができる。

また 、自分で塗り替えたい人のための「塗装の基礎知

識」のページは、道具の解説から 、塗装にふさわしい

気候 ・時期やペンキの上手な塗り方まで、初心者向け

に説明している。



総 会

第 2 図通常総会

28日 5 時- 5 時30分 ・於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か2191 名 ( 口)( 委任状共)

議 案 ( 1) 平成13年度事業計函 (案) の件

(2) 平成13年度予算 ( 案) の件

(3) 名誉正会員推挙の件

(4) 定款細則の一部改正の件

理事会

平成12年度通常理事会

28日 4 時- 4 時50分・於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か46名 ( 内委任状24名)

議 事 ( 1) 入退会者承認の件

(2) 平成13年度事業計画 (案) の件

(3) 平成13年度予算 (案) の件

(4) 名誉正会員推挙の件

(5) 定款細買IJ の一部改正の件

(6) 経過事業報告

評議員会

第 2 固定時評議員会

21 日 4 時- 4時50分・於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か50名 (内委任状32名)

議 案 ( 1 ) 評議員会議長、副議長互選の件

(2) 定 款 細 則 の 部 改 正 の 件

( 3) ① 名誉正会員の一部改正の件

月間の動き

第 11 回備造分科会

2 日 6 時 - 8 時 ・於本会会議室

出 席 者 大 氏 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1) i構造の頁J の企画

(2)  10月号椅造特集について

第 12回設備分科会

6 日 6 時 - 8 時45分 ・於本会会議室

出 席 者 近 務 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1) 8 月号設備特集のテーマについて

(2) 新シリーズの企画

第 11 団法令分科会

13日 2 時 - 3 時50分 ・於本会会議室

出 席 者 椎 名 幹 事 ほ か 3 名

議 事 (1) i法令コーナーJ の企画

(2)  6 月号法令特集について

第 12回作品作風小委員会

22日 7 時 - 8 時30分 ・於本会会議室

出 席 者 赤 木 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1) 作品の選定

(2) 作品の掲載状況並ひ.に掲載予定の報告

(3)  i  gallery J掲載報告・予定

【平成13年 3 月分】

(2) 今後のテ マと執筆者選定

(3) 第24回 〈プロのノウハウ 〉議座の経過報告

第24回 〈プ口のノウハウ ) 講座

建築基準法の性能規定を読みこなすコツ

16日 6 時 - 8 時 ・於本会会議室

議 師 高 木 任 之 氏 (芝浦工業大学)

受講者 23名

教育委員会

第 1 回数育委員会

26 日 6 時 - 7 時30分 ・於本会会議室

出席者 片倉委員長ほか 5 名

議 事 ( 1 ) 本年度の事業報告並びに次年度の事業計画

(2) 次年度の委員編成について

第47回工高生デザインコンクール募集規定作成会

15日 6 時 - 8 時 ・於本会会議室

出 席 者 吉 羽 審 査 委 員 長 ほ か 審 査 委 員 10名

片倉委員長ほか教育委員 6 名

議 事 第47回募集規定 (案) の検討

建築工事実務講習会

(4)  iSketch  Book欄J の掲載予定 9時- 5 時 ・健保会館

“W" 座 談 会 福 祉 関 係 者 に 聞 く ④ i (仮 称) 老後も住み 7 日 施工計画/ 受講者74名

慣れたまちで暮らせる社会をめざして」 講 師 仮 設 ・地下工事 関川詞之氏 (大成建設)

28日 2 時 - 3 時45分 ・於本会会議室 上 部 工 事 ・ 工 程 佐 賀 久 氏 (神戸大学大学院)

出席者 田 村 満 子 ( たむらソーシャルネ y 卜代表) 14日 仮設見積・積算/ 65名

畠 中 加 枝 ( グループホームさわやか施設長) 議 師 仮 設 見 積 金j華 稔 氏 (大林組)

司 会 塚 口 明 洋 積 算 業 務 高 熊 満 氏 (竹中工務庖)

② 「協会主1世紀を考える委員会j 答申について 第 10回施工材料分科会

編集委員会

第 12回編集委員会

7 日 6 時 - 8 時 ・於本会会議室

出 席 者 宮 田 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1) 4 月号 i I  T 社会におけるきずな j 特集報告

(2)  5 月号「自然素材j 特集経過報告

( 3)  6 月号「成熟社会をささえるまちづくり J 特

集経過報告

(4)  7 月号「ジャパニ ズスタイルj 特集経過報

告

(5) 作品作風小委員会関係報告

(6) 会誌発行費用削減策の検討

(7) 収支状況報告

第12回広告企画小委員会

6 日 5 時- 7 時・於本会会議室

出 席 者 平 松 委 員 ほ か 7 名

議 事 ( 1) 4 月号広告経過報告

(2)  5 月号広告経過報告

(3)  6 月号広告経過報告

(4) 作品作風関係報告

(5) 独自特集企画

(6) 収支状況報告

第 6 回計画分科会一建築計画系ー

1 日 7 時 - 8 時30分 ・於本会会議室

出 席 者 菅 野 幹 事 ほ か 6 名

議 事 特 集 号 の テ ー マ 案 検 討

29日 5 時 - 6 時 ・於本会会議室

出 席 者 植 団 幹 事 ほ か 3 名

議 事 特 集 企 画

事業委員会

第 7 回事業委員会

21日 5時- 6 時30分 ・於本会会議室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か12名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

第 9 回若い会員の集い小委員会

6 日 7時- 9 a寺・於本会会議室

出 席 者 米 井 幹 事 ほ か 5 名

議 事 今 後 の 企 画 に つ い て

第 7 回見学会小委員会

8 日 6 時 - 9 時 ・於本会会議室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か B名

議 事 実施報告と今後の見学会の候補について椴討

第 7 回情報小委員会

14日 6 時 - 8 時 ・於本会会議室

出 席 者 川 村 副 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 今 後 の 予 定 に つ い て 報 告 と 緩 討

出版委員会

第 11回出版委員会

9 日 5 時30分 - 6 時50分 ・於本会会議室

出席者 山田委員長ほか 5 名

議 事 ( 1) ( プ口のノウハウ ) と特装本の経過報告

見学会

第 7 回見学会

大阪府立狭山; 也博物館見学会

6 日 1 時30分 - 4 時 ・参加者49名

第 8 目見学会

大阪市環境事業局舞洲工場見学会

27日 2 時 - 4 時 ・参加者63名

第 9 回見学会

NHK大阪新放送会館、

大阪市立博物館・考古資料セン空一見学会

28日 1 時30分 - 4 時30分・参加者98名

建築クラブ

第347回朝食会

13日 8 時30分- 10時 ・大阪全 日空ホテ ル

演 題 「全国の小中高等学校の校庭芝生化J

講 師 室 孝 幸 氏 ( イソライト工業側専務取締役)

参加者 35名

入 会 者(敬称略)

[ 個人会員 2 名]

杉 山 美 納 藤井謙太郎

(附貰畑出盟事輯所) (腫弁血置制)

4 会員のEト報

松本 博俊氏 (件前東畑建築事務所)

平成13年 4 月 2 日逝去

盤築と社会 ・2001. 5 43 
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施 工 )

組朝日工業社

本社 ・本庖 東京都港区浜松岡Tl - 25- 7 電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大阪市淀川 区加島1- 58- 59 屯話06( 6302)  2270 

支 庖 北海道/ 東北/ 北関東/ 横浜/名 古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. . ，ヲイヲ〉械式会社

本 庫 大 匝 本 社 干550-0002 大阪市西区江戸掘1丁目9番25号 電話 (06)6441-8231

東 京 本 社 〒102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号電話( 03)326卜8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 難 所 帯広 ・函館 ・背森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・盤阻 ・津 ・1富山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那靭

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 宝 庫 シ ン ガ ポ ー ル ・ホ ン コ ン

技術研究所 〒354-∞44 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番地電話 (0492)58- 1511

空 気 調和 設 備 /" X '¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 ( / 冨¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー- - y 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役| 刻閤支応長 本 木 満

関 西 支 庖 大 阪 市 中央 区北 浜 2 - 2  - 2 1  電話 06 ( 6202)  7554 

本 社 東京事l汗代田区有楽町 1 - 4 - 1 電話 03 (3502)  6103  

支 l吉 北海道・東北・|到来・千葉・繍浜・北陸・名古屋・京都・神戸・四国・中国・九州

空 気 調 和設 備

衛 生 設 備設計施工

φ 三建設備工業ヰ総書社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 6352) 1  1  3  1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本橋嬬殻町 2 - 2 2  111話 (3667) 3431  ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙台 ・札 幌 ・広島 ・福 岡 ・金沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三晃空調

本 社 大 阪 市 北 区 西天満3丁 目13番20号 電話06- 6363- 1671 

来京本庖 東京都新宿区西新宿新宿住友ピル電話03- 3344・7911

大阪本応大阪市北区西天満3丁目 13番20号 電話06- 6363- 1371

文 庖仙台・横浜・名古屋 ・京都・' 1111戸 ・広応 ・福岡

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 腕 へ 繍 で 挑 む一 一 一

C!K!) 株 式 会 社 精 珊

倒防 E ・ーー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピルl ・2階)

干542- 0066 Hi 話 大 阪 (06) 67 6 8 - 5  0  3  1代表

メンテナンス電話 大阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1代表

東 京 支 社 東京都文京区小石川 i 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

干 112- 0002 電話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1 代表

商昂は空気ですo ¥ '  ｾ＠
.  . .  熱 と 空 気 のエ ンジニア内ーーーー

〉ー〈/ 5T31
・宮

よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設備，冷暖房設備，消火設備の設計施工

ー什額面瞭衛生工業両大阪本庄

大阪本1苫 干531・0071 大 阪 市 北 区 中 津六丁目 8番 4号

T E L  06- 6458- 3628 (代表)

本 社 干108- 0023 東京都港 区芝 iili 三丁 目6香 川号

T E L  03-3452-7441 (1t )  

支 応 札 幌 東 北 新 潟 ・東関東 ・横浜・名古屋 九州

人と都市の快適な環境をつくります

宮鍵横 目 股 肘 ・ 絡 工 監 理
- 空関・給排水 ・衛生設備

空気聞和

- 情報通信設備

・電気設備

畳宜電 幹帽

動力 ・制智後置

工繍配管

水処理

情縄通情ネ ァトワ ー ク

情組処理

電 話、抽進. イノ ターホ ン

防犯、防出

コージエ ネ レーンヨン

クリ ーンルーム

温情ンステム

融通システム

・電力 ，i!ti 畠設備

受宜電

中失監視剛劃

システム肘毒薬

・プラン ト

プラ ン ト肘畿

システムヱンンエアリング

架空退配電

地' *' 送配置

y 世 出 見 何 人

φ 住友電設株式会社 2穀;:;:::;;諮霊安;:;i421322::;!!

C HOY O 

入がいる多彩なフィ- /.レドで、

事fι ぃ限界に挑戦していますε

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 干 5 3 0 - 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2- 4 (朝 日ピル)

TE L  0 6 ( 6 38 5)  1  3 6 1  ( 代) FAX 0 6 ( 63 8 5 )  1  0 5 0  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

取締役支社長 伊 藤 義 信

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 (6202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内 ・新宿 ・神奈川 ・東関東 ・北関東 ・中部・九州

。
電 気 設 備 設 計 施 工

締 it 金 員
-圃圃・・・

E圃'
冨F 唱「

代 表 取 締 役 社 長 上 田 正 雄

言I

本 社 大 阪 市 中央 区 北 浜3 - 6 - 1 3  ( 日土地淀屋僑ピル)

'ili!: s2i 0 6 ( 6 2 0 5 ) 3 6 7 1  ( イ吃)

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁 目 1 7 番 3 号

電 話 o 3  (  3  6 6 6  )  1  4 7 8  ( 代)

営 業 所 堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀



黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

O K U j U  

包容rc:fJL愈容もお@J[J;クお諒舘拶窃る

f大規模天井無足場工法j

〒547- 0001 大阪市平野区加美北3- 4- 5

T EL 0 6  ( 6792)  5858  F A X 0 6  ( 6792)  2 810  

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 干530→041

TEL( 目的6312ー削 31 FAX(06)6312-1998 

東京 ・丸州 ・柵謀・名古屋・南九州 京都

内外装創作パ才、 Jレ・システム天井・間仕切

問主社オクジ: コー

L  t  

・・・・・ E再・; 対'lsH ｔＱ富 田 ｅ 市 ｲｾｾ J，需E主主 ]lliJ{時 喝主主】ヨ酬 E 謀 長 咽 圃 圃 圃 圃 圃

入と技識をクリエイティヴで結びます

， 

ケ日本データネット株式会社

TEL. 06- 6352- 7502 FAX. 06- 6355- 2714 

TEL. 06- 6352- 0943 FAX. 06- 6355- 5533 

TEL. I  FAX. 06- 6352- 1551 

本 社 〒530- 0043 大阪市北区天満 1寸ー 10

制 作 部 〒530- 0043 大阪市北区天満ト9- 19

印刷工場 〒530心043 大阪市北区天満2・5・15

Di gital Pri -Press  

凪ｾ凪副凪ｪｊ ωｾ ｗＱｵ

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phα 時. 06- 6351- 5428 F a x.06- 6351- 5299 

ぁ :干

与 ブ 問

主三 義 3
'ヨー .  J  宵守ｾ ツ

十艮」乙 ｾ ￤＠ ク

工瓦 害 ス

ま株量22

.f ll 式 干ニニ

ぷ ーに 目 ¥¥ 

1央言語古古

.1.- 1- ニ 一 五

ιL 号

大阪市西区西本町 1の13の33

T EL. 06- 6532- 0  6  4  1  ( 代表)

F Aλ06- 6535- 518 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

社本

⑪お Y附 業 締

天 理 営 業 所

デンカC S Aファミリー製品

-子二J nCSA ( 膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・安ニ ｊｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ｊｮ 司 ｆＳ ーデ ｉＮｊ Ｇｊｾ Ｈ建造 Ｓ 切Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

・噴き二J nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

.  :;::，.，n  rlooo ( 製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

冨式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 T E L 本社 ・京都 ・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 )6 3 3 2 - 6 8 6 1  

3 2 7 2 - 8 5 0 1  

大阪 ( 0 6)  

東京 ( 0 3 )

T E L  

T E L  

6 4 4 3 - 6 1 8 1  

ネ土

A

Q

玄式株成イヒ郷東ネ土

A

Q

玄式株産物洋光

T E L  l主主賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 )  8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 0 6 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  
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6 2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6 )  



日本建築協会企画 ・販売

出版図書一覧

1917{ f- 3  Jol に創設された日本建築協

会( 当時 ・|民Il 1 I i 建築協会) は、すでに

II lJ :f D初期には大| 船丘辺で住宅博覧会や

佳築部I賞金を JJfl < 一方、当時l; t 入手し

にくかった建築の情報を凶告のLI! ，版と

いう形で会_ l j _ にも1i o' 1共していた。

*  

日本建築協会創立60周年記念事業

建築技術選書

白茶室の話

A 5 判 ・130頁- 160頁発行: 学芸出 版 社 本 体 価 格 ￥1，200- ￥1，400

岡田孝男

回マイコンによる構造設計のすすめ

( 改訂版) 魚木晴夫

回すまいの語録

茶谷正洋

回構造計画とやさしい力学 l

須賀好富

国建異の知識と意匠

山片三郎

匡江レベータ・工ス力レー夕立体駐車場

木村利雄

回構造計画とやさしい力学 2

須賀好冨

回医院 ・診療所の計画と設計

池田有隣 ・船走塁臨由

回設計のコンピユータ一手法

飯塚英雄

固石垣と石積壁

窪田箔

国設備技術者のための建築再入門

光安毅光

固鉄骨構造の話

金多潔 ・甲津功夫 ・西沢英和

固建物と地震災害

竹内吉弘・島田耕一

固建築金物の知識

固住宅三備心得帳

立野一郎

二

郁

純

一

林

田

一

小

平

-

-
ス

彦

h

J

監

口トク
L
ν
 

工
の

宅
、
芋
占固

国建築塗装の手引き

回建築式典の実際

児島修二

若林嘉j重雄

図建築設計と高齢者 ・身障者

吉田あこ

国日本壁

以後、忠l出向年記念. 4 j ' ・喋として、その

1I ，¥"( 'tのillJ Jきをとら λ て単行本を出版し

ている 。

ＵＰＱ ｩｾｖ ｦＭ、 ＶＰ 周 年、 ＷＰ 周年、そして ＸＰ 周

年に、区| 舎の IIJ! I版が企画され、ま庇E も

継続して発行・ j仮売されている出版物

は、以下のとおり。

*  

購入希望者は、間FI 本建築協会事務局

( TEL06  - 6348 - 0635、F AX06-

6348- 0634) まで。

日本主ｾ築協会創立 ＶＰ 周年記念事業「建築技術選書 ｊ ftili !tl<r.i 

〈プ口のノウハウ〉シリーズ

TQC から見た建設業

ｰｱ 六 ＧＱｾＱＲ 色 ｬｪｬｬｬ り 発行" 学芸出版社本体価格￥ 1，600- ￥2，500

荒木陸彦

掴本工事由里併工汐ポイント100

須賀好富

空調設備のトラブル50

建築設備トラブル研究会

衛生設備のトラブル50

建築設備トラブル研究会

現場マンのアイデア発想

合原一夫

建築基準法の実際

矢吹茂郎

ニュー組積建築のすすめ

福 島 孝 之 他

建築物の消防法を読みこなすコツ

高木{ 壬之

鉄筋工事 ・本音の現場学

荒川治徳

鉄骨工事の現場学

建築紛争の実際

石田満奇

岡本辰

仕上工事監理のチェックポイン卜

日建設計監理業務研究会

ゼ口災への道

建設現場の安全管理活動 表 一 郎

木造住宅のしくみ

在来工法の基本と応用浅野平八 ・東 敏 憎

コンクリート工事のチ工ツクポイント100

加賀秀治

インテリアコーデイネー卜の|叩ポイント

町田ひろ子監修/ 松 本 茂 ・村元俊子著

新版建築基準法を読みこなすコツ

高木任之

木づくりの常識非常識

上 村 武

建難車協鰐鮫碕0 J9コツ 建築関連法規を読みこなすコツ

山田幸 高木任之 高木任之

回基礎と地盤の手ほどき 固身近な耐震設計法

中堀和英 前川陽一

回ショッピンク‘ センターの計画 固住宅の照明

西脇顕正 監 修 大 島 憎

固住宅設計とインテリア 国建築を志す人びとへ

福岡喜久雄 日本建築協会出版委員会

固住宅の家具

光藤俊夫

特装本

火災安全学入門 岡田光正

i茎合シリーズは、. ( 1: "1;: 区|手? を掲載

昭和生まれ 関西の建築家50 附年

A 4 判 企 画・発 行 . 日 本 建 築 協 会 本 体側格1，500FLJ

日本建築協会建築クラブ朝食会300回記念

講演記録集 話のはなし 附年

ＸＶ 判 Ｕ 分 ｩｬｬｾ 企画・ ｛Ｑ 本建築協 会建築クラブ ｬ セ ット ＱＰ ， OOWI  ( 消費税合む)

民間 (1日四会) : i A 合協定

工事請負契約約款 A 4  Ａ ｉｾｉ のみ取り扱 ｴ
工事請負契約書 ・ Ｑ ＧＱＧ裁合意 〈 Ａ ＿ ・ 契約苔使用上の留ｾＢｑ ｾ ｉ ｊｾｴ 頁

1部￥230 ( 消費税合) 送料実百貨

46 建築と社会 ・2∞1，5

工業化住宅 ・考 都市計画法読みこなすコツ

これからのプレハブ住宅 松村秀一 高木佳之

日本建築協会創立70周年記念事業

選書特装版

B 5 判 発 行 " 半'芸出 版 社 本 体fi Ui 佑￥2，800- ￥3，800

構造コストと経済設計 建築デザインのため側首遁計画

須賀好富 須賀好富

外壁構法チェックリスト

飯塚五郎蔵

水にまつわるトラブルの事例 ・解決策

( 建築篇) r建築漏水j 編集委員会

建築 ・都市 ・住宅 ・土木一情報アクセスブック

菊岡{ 具也

H本建築協会flll 立70周年記念出版

住窃丘代化への歩みと日本建築協会 l 蜘 年

A  4  Ｇ ｉｾｉ＠ 金 剛 ・発行: n木建築協会 本体側桁1，500PI

武

一

部

一

南

一

点

主

接

脇

一

断

の

宮一

診

備

康

設

健

と

の

築

備

建

設

筑

京

新

建

牧 野 茂

場所打ち杭の設計と施工

阪口 l里

建築と緑

入門 ・建築積算

瀧 光 夫

生島道春

水にまつわるトラブルの事例 ・解決策

( 設備篇) r設備漏水j 編集委員会

n木建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクールおき作品集 l 仰 年

A 4 やl 企 州 ・発行: 11 * 建築協会 定fllli 2  ， 000 ITI  

日 本長ｾ築協会 ｦ￬ｬｬ 立 ＸＰＱ 司年記念出版

建築を志す人びとへ

A 5 判1 n本建築協会出版委i : l . 会編著 本体fiDi 絡 1，800FLJ



協会21世紀を考える委員会 「答申書J (: 紛日本建築協会会告

「協会21 世紀を考える委員会J かうの答申

間 日本建築協会は「我が国建築界の堅実なる発展を期待する 」 と 度か議論が交わされたが、各々、利害得失が考えられ、方向性

いう目的を掲げて、大正 6年 (1917年) に大阪で誕生した 。発足 当 を出すまでには歪っていない。今後、引き統いて議論し、可及

初から多くの建築専門業種で活躍する 会員で構成されてきたが、近 的速やかに決断すべき大きな課題である 。

年、その幾つかの業種がそれぞれ別個の団体を結成したことに加え、

10年余り続いた経済不況もあ って本会個 人 法 人会員数は漸減の傾向

を示しており、また個人会員の平均年齢の高齢化が見られるなど、

会勢の将来に向けて綴々な課題が山積するようにな ってきた 。

「協会21世紀を考える委員会J は、平成12年 7 丹、市川 宏会長の

諮問を受け、 21世紀を迎える本会が早急に解決すべき 問題点を指摘

し、その改善について提案することを目的として設省された。

委員会は今日までに 6巨lの検討会をもち、その聞に、若手編集委

員等入会履歴の浅い方や若い会員の方々からの意見聴取なども行い、

問題点の検討とその改善の方向性について議論を重ねてきた 。

委員会での議論内容を別紙に議事要録として添付するが、それを

要約すれば、次の項目となる 。

1  . 本協会としては、創立時の理念を踏まえながら 21世紀にふさわ

しい汚動を活発に行うべきである 。すなわち、鐙築界の殆ど総

ての業種を網総している会員桝成の特色を発抑して現代社会が

求める情報、あるいは広く社会一般への提言等 を発信し続け、

もって本会の建築・ 一般社会における地位を確固たるものとし、

会勢の拡大を図る ことが必要である 。

2  現在の各常設委員 会の活動を更に魅力的なものにする努力に加

えて、社会一般の人々にも深い興味を与える工夫が要望される 。

各常設委員会に所属する委員の構成は、常に新陳代謝を図り、

若手会員や会員歴の比較的浅い方々の桜極的参加を求めて、事

業内容のマンネリ化を防ぐことが必要である 。

3. 特に、機関誌 「建築と社会」については、述報性が要求される

記事などは今後導入が予想されるインターネ ッ ト ホーム ペー

ジに掲載するなどの改変に併せ、記事内容を後々まで残るよう

なものにする工夫が求められる 。 また、機関誌の発行頻度に |刻

して、内容の充実と財政の健全化を図る立場から、「月刊JJ であ

るべきか、あるいは 「隔月 J .  I季 刊」であ るべきかについて何

4  本会の活動を活性化させるために、正・副会長や役員の選出の

在り方、会務分f主役貝の分掌担当業務の1':( 任の在り方について

も検討すべしという議論があ った 。役員・常設委員メンバーの

固定化や老齢化が生じないよう組織活動の姉力化を図り、所制

「小さな政府」による財政の健全化を心がけることも重要である 。

役員の定数とともに選出母体となる専門業組についても再検討

すべき諜題の一つである 。事務局の在り方についても、今後、

検討が必要 である 。事務局は冗費削減に知恵を絞るのは当然と

しても、事務局に会長の意向 ( 想い) を笑現すべく『提言 企画

するプレーン j の配置が必要ではないかと思われる 。

「協会21世紀を考える委員会j での議論はH寺間的なi I l lJ 約もあり、本

答申は、 今後本会があるべき( と るべき ) 方向性を示したものとな

っている 。新世紀となる平成 13年 (2001年) は、各会務分掌理事

会 - 常設委員会においては 、本答申の方向性に沿 って f自分逮で考

え、具体的な改善策を検討j し、平成14年 (2002年) からは 『本協

会は変わ るj 年として頂きた L、。

以上、 「答申」申し上げます。

社団法人 日本建築協会

協会21世紀を考える委員会

平成13年 l 月22日

委員長金多 潔 (元協会副会長、 );(/:11大学名営教授)

委 員 内 回 直樹 (元(仰円建設計思収神戸大学工学部教授)

委 員 川口 )1頂弘 ( 嶋竹中工務応専務取締役)

委 員 坂 本 勝 比 古 (神戸芸術工科大学名誉教授)

委 員 曽 根 健二( ( i 如きんでんJ )nf)

委 員 広 原 盛 明 (龍谷大学法学部教授)

委 員松村 俊 三Ｈ Ｈ 陶浦辺 ｾ｡ ｬ 代表取締役相長 Ｉ

委 員 宮 田 照 久 ( (柳制]J 矧常任顧問1 )

( 議論内容をまとめた議事要録は、 J首』践しておりません)
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社団法人 日本建築協会定款

第 1章 総 則

(名称)

第 l 条 本会は、社団法人日本建築協会と称する 。

英文では T he A rchi t ect ural  As s oc iat ion  of 

J apan とする 。

(事務所)

第 2 条 本会の主たる事務所は大阪府大阪市に置き、なお、

本会の目的達成のため、必姿な地に支部を置くこと

ができる 。

2. 主たる事務所の位置の変更又は、支部の設置、

変更、廃止については総会の議決でこれを定める 。

( 目的)

第 3 条 本会は建築関係各部門の連携協力によ って、建築

に|刻する学術、技術及び事業の進歩発展を図ると共

に、建築を通じ広く社会に貢献することを目的とす

る。

(事業)

第 4 条 本会は前条の目的を達成するため次の事業を行う 。

(  1  ) 建築に 関する学術、技術及び施策の調査研究

(  2  ) 講演会、講習会等の開催その他建築に関する知

織の普及

(  3  ) 建築に関する技術教育の振興

( 4  ) 建築の振興発展に資する業絞等の表彰

(  5  ) 会報、雑誌、図書及び印刷物の刊行

(  6  ) その他本会の目的を達するに必要な事業

第 2 章

(種別)

A .  

=  
貝

第 5 条 本会の会員は、次の 3 種とし、倒人正会員及び団

体正会員 (以下 「正会員 j という 。) をも って民法

上の社員とする 。

(  1  ) 個人正会員 建築又はこれに |刻係ある職務を有

し、相当の学識又は経験を有する者

(  2 ) 団体正会員 建築又はこれに関係ある 事業を営

む法人又は団体

(  3  ) 準 会 員 本 会 の 目 的 に 賛 同 し て 入 会 し た 個

人正会員以外の個人

(入会)

第 6 条 会員として入会しようとする者は、理事会の議決

を経て会長が別に定める入会申込書 により、会長に

申し込まなければならない。

2  入会 は、総会が別に定める基準により、理事会に

おいてその可否を決定し、会長が申込者に通知する

ものとする 。

3. 法人又は団体たる会員にあ っては 、法人又は団体

の代表者として本会に対してその椛利を行使する者

(  1 名に限 る。以下「指定代表者」という 。) を定め、

会長に届け 出な ければならない。

4. 指定代表者を変更した場合は 、速やかに別に定め

る変更屈を会長に提出しなければならない。

(名誉正会員)

第 7 条 個人正会員で次の各号のいずれかに該当する者

は、理事会の推薦により総会の議決でこれを名誉正

会員に指名することができる 。

(  1  ) 学識経験者又は本会に対する功絞が顕著な者

( 2 )  30年以上正会員で、あって年齢 65歳を超えた者
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(会費)

第 8 条 会員 は総会 において別に定めるところにより、 会

ｾｬＨ＠ 1 日以上を納入しなければならない。

2. 前条により指名された名誉正会員には会費の納入

を免除することができる 。

(会員の資格技失)

第 9 条 会員は、次の各号のー に該当する場合には、その

資格を喪失する 。

(  1  ) 退会したとき 。

(  2  ) 後見開始又は保佐開始の審判を 受けたとき 。

(  3  ) 死亡し、又は会員である法人又は団体が解散し

たとき 。

( 4 )  2 年以上会費を滞納したとき 。

(  5  ) 除名されたとき 。

(退会)

第 10条 会員は、理事会の議決を経て会長が別に定める退

会届を会長に提出して、退会することができる 。

2. 退会しようとする者は、会費の完納等所定の義務

を履行しなければならない。

(除名)

第 11 粂 会員が次の各号のー に該当するときは、総会にお

いて正会員の表決権総数の 3 分の 2 以上の議決に基

づいて除名することができる 。

(  1  ) 本会の定款、規則又は総会の議決に違反したとき

(  2  ) 本会の名誉 を傷つけ、又は本会の目的に違反す

る行為があ ったとき 。

2. 前項に該当 し除名する場合には、その会員 に対し、

あらかじめ通知するとともに、議決の前に弁明の機

会を与えなければな らない。

(会費等の不返還)

第 12条 会員が既に納付した会費、入会金その他の拠出 金

品は、これを返還しない。

第 3 章 役員、名誉会長、名誉顧問、顧問及び参与

(役員の種類及び定数)

第 13条 本会に次の役員を置く 。

理 事 50名以上 55名以内

監 事 2 名又は 3 名

2. 理事のうち、 1 名を会長、 6 名以内を剥会長、 1  

名を 専務理事 とし、 1  ｾｉ を常務理 事 とすることがで

きる 。

(役員の選任等)

第 14条 理事及び監事は、総会において選任する 。

2 . 理事は正会 員 ( 法人又は団体にあ っては指定代表

者) の中から選任する 。 ただし、理事 のうち 2 名以

内は会員外から選任することができる 。

3 . 会長、副会長、 専務理事及び常務理事は、理事の

互選とする 。

4 . 理事及び監事は、相互にこれを兼ねることができ

ない。

5. 型事に異動があ ったときは、 2 週間以内に登記し、

受記簿のJ!宮本を添え、遅滞なくその旨を国土交通大

臣に届け出なければならない。

6 . 監事に異動があったときは、遅滞なくその旨を国

土交通大臣に届け出なければならない。

(職務)

第 15条 会長は、本会を代表 し、会務を総理する 。

2. 副会長は 、会長を補佐し、会長に事故があるとき



又は会長が欠けたときは、理事会があらかじめ指定

した }I I買序に従い、その職務を代行する 。

3. 専務理事は、会長及び副会長を補佐し、本会の常

務を統括する。

4. 常務理事は、理事会の議決に基づき、本会の常務

を分担処理する。

5 . 理事は、理事会を構成し、定款及び総会の議決に

基づき、本会の業務を執行する 。

6 . 監事は、次に掲げる戦務を行う 。

(  1  ) 財産及び会計を監査すること 。

(  2  ) 理事の業務執行状況を監査すること 。

( 3  ) 財産、会計及び業務の執行について、不整の事

実を発見したときは、これを総会又は国土交通大

臣に報告すること 。

( 4 ) 前号の報告をするため必要があるときは、総会

又は理事会の招集を請求し、若しくは総会を招集

すること 。

(任期)

第 16条 役 員 の 任 期 は 2 年とする 。

2 . 補欠又は増員により選任された役員の任期は、そ

れぞれ前任者又は現任者の残任期間とする 。

3. 役員は、再任されることができる 。

4 . 役員に欠貝を生じたときはこれを祁ii きする 。

ただし、第 13粂に掲げる最低数を欠かないときは

補選しないことができる。

5. 役員は、辞任又は任期満了の場合においても、後

任者が就任するまでは、その職務を行わなければな

らない。

(解任)

第 17条 役員が次の各号のーに該当する場合には、総会に

おいて正会貝の表決権総数の 3 分の 2 以上の議決に

基づいて解任することができる 。この場合において

は、その役只に対しあらかじめ通知するとともに、

議決の前に弁明の機会を与えなければならない。

(  1  ) 心身の故障のため職務の執行に堪えないと認め

られるとき 。

( 2  ) 職務上の義務違反その他役員としてふさわしく

ない行為があると認められるとき 。

(報酬等)

第18条 役員は無報酬とする 。ただし、常勤の役貝には報

酬を支払うことができる 。

2 . 役員には費用を弁償することができる。

3 . 前 2 項に |刻する必要な事項は、理事会の議決を経

て会長が別に定める 。

(名誉会長等)

第19条 本会に名誉会長、名誉顧問、顧問及び参与若干名

を置くことができる。

(  1  ) 名誉会長は、本会の会長の職にあった者で理事

会の推薦により総会の議決で指名した者とする 。

名誉会長は、会長の諮問に応じ、かつ、各種の

会議に出席して意見を述べることができる。

(  2  ) 名誉顧問は、本会の役貝として特に功労のあっ

た者で理事会の推薦により総会の議決で指名した

者とする 。

名誉顧問は、本会の事業遂行に助言 し、協力す

るものとする。

(  3  ) 顧問は、建築に関係ある学識経験者であ って、

理事会の推薦により総会の議決で指名した者とする。

顧問は、会務の重要事項について、会長の諮問

に応じ又は意見を提出する 。

( 4  ) 参与は、会貝の中から理事会が推薦し、委嘱し

た者とする 。

参与は、会務について、理事会の諮問に応じ又

は意見を提出する。

2. 顧問及び参与の任期は 2 年とし、再任を妨げない。

3. 名誉会長、名誉顧問、顧問及び参与については、

第 18 条の規定を準用する 。 この場合において、規

定中「役員 」 とあるのは、「名誉会長、名替顧問、

顧問及び参与J と読み替えるものとする 。

4 . 顧問及び参与は、役員に就任したときはその位置

を退くものとする 。

第 4 章 総

(種別)

. 6.  

ヨヨミ

第20条 本会の総会は、通常総会及び臨時総会の 2種とす

る。

(構成)

第21条 総会は正会員をも って構成する 。

2. 総会における正会員の表決権は会費 1 口につき l

個とする 。ただし、一正会員の口数が、総正会貝の

口数の 50分の l を超えるときは、その超過分には

表決権はないものとする 。

(権能)

第22粂 総会は、この定款で別に定めるもののほか、本会

の運営に関する 重要事項を議決する 。

(開催)

第23条 通常総会は毎年 2 回開催する。

2 . 臨時総会は、次の各号のーに該当する場合に開催

する。

(招集)

(  1  ) 理事会が必要と認め招集の請求をしたとき 。

( 2  ) 正会員の 5 分の l 以上から会議の目的を記載し

た:J } : 面により招集の請求があったとき 。

(  3 ) 第 15条第 6 項第 4 号の規定により、監事から招

集の請求があ ったとき、又は監事が招集したとき 。

第24条 総会は、第 15 条第 6 項第 4 号の規定により監事

が招集する場合を除き、会長がこれを招集する 。

2 . 会長は、前条第 2 項の規定による請求があ ったと

きは、その日から 30 日以内に臨時総会を招集しなけ

ればならない。

3. 総会を招集するときは、会議の日 |時、場所、目的

及び審議事項を記載した書面iをもって、少なくとも

7 目前までに通知しなければならない。

(議長)

第25条 総会の議長は、その総会において、出席正会員の

中から選出する。

(定足数)

第26条 総会は、正会貝総数の 2 分の l 以上の出席がなけ

れば開会することができない。

(議決)

第27条 総会の議事は、この定款で別に定めるもののほか、

出席正会貝の表決権総数の過半数をもってこれを決

し、可否問数のときは、議長の決するところによる。

(書面表決)

第28条 やむを得ない理由のため、総会に出席できない正
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会員は、あらかじめ通知された事項について書面を

もって表決し、又は他の正会員を代理人として表決

を委任することができる。

2 . 前項の場合における前 2 条の規定の適用について

は、その正会員は出席したものとみなす。

(議事録)

第29条 総会の議事については、次に掲げる事項を記載し

た議事録を作成しなければならない。

(  1  ) 日時及び場所

(  2  ) 正会員の現在数、出席者数及び出席者氏名 (初:

面表決者及び表決委任者の場合にあっては、その

人数を付記する 。)

(  3 ) 審議事項及び議決事項

( 4 ) 議事の経過の概姿及びその結果

(  5  ) 議事録署名人の選任に関する事項

2 . 議事録には、議長及びその会議において選任され

た議事録署名人 2 名以上が、署名及び押印をしなけ

ればならない。

第 5章 理 事 会

(構成)

第30条 理事会は、理事をも って構成する。

( 権能)

第31条 理事会は、この定款で別に定めるもののほか、次

の事項を議決する。

(  1  ) 総会に付議すべき事項

(  2  ) 総会の議決した事項の執行に関する事項

(  3  ) その他総会の議決を要しない会務の執行に関す

る事項

(種類及び開催)

第32条 理事会は、通常型事会及び臨時理事会の 2種とす

る。

2 . 通常理事会は、毎年 2 回開催する 。

3 .  I臨時型事会は、次の各号のーに該当する場合に開

催する 。

(招集)

(  1  ) 会長が必要と認めたとき 。

(  2  ) 理事現在数の 3 分の l 以上から会議の目的であ

る事項を記載した告而をも って招集の請求があ っ

たとき 。

(  3  ) 第 15 条第 6 項第 4 号の規定により監事から招

集の請求があ ったとき 。

第33条 理事会は、会長がこれを招集する 。

2. 会長は、前条第 3 項第 2 号又は第 3 号の規定によ

る請求があったときは、その日から 14 日以内 に臨

時理事会を招集しなければならない。

3 . 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目

的及び審議事項を記載した書面をもって、少なくと

も7 目前までに通知しなければならない。

ただし、緊急の必要があるときは、あらかじめ理

事会で定めた方法により通知することができる。

( 議長)

第34条 理事会の議長は、会長がこれにあたる。

( 定足数等)

第35条 理事会には、第 26粂から第 29粂までの規定を準

用する 。 この場合において、これら規定中「総会J

は「理事会j と、 「正会員 j 及び「正会員の表決権J

は 「理事」と読み替えるものとする 。

第 6章 財産及び会計

(財産の構成)

第36条 本会の財産は、次に掲げるものをもって構成する 。

(  1  ) 入会金及び会費

(  2  ) 寄附金品

(  3  ) 財産から生ずる収入

( 4  ) 事業に伴う収入

(  5  ) その他の収入

(財産の管理)

第37粂本会の財産は、会長がこれを管理し、その方法は、

総会の議決を経て、会長が別 に定める 。

(費用の支弁)

第38条 本会の経費は、財産をもって支弁する 。

( 事業年度)

第39条 本会の事業年度は、毎年 4 月 1 日に始ま り、翌年

3 月31 日に終わる。

(事業計画及び予算)

第40条 本会の事業計画及びこれに伴う予算に関する 沓類

は、会長が作成し、毎事業年度開始前に、総会にお

いて出席正会員の表決権総数の 3 分の 2 以上の議決

を経て、国土交通大臣に届け出なければならない。

これを変更しようとするときも 、同様とする 。

(暫定予算)

第41条 前条の規定にかかわらず、やむを得ない理l主l により

事業年度|湖始前 に予算が成立しないときは、会長は、

理事会の議決を経て、予算成立の日まで前事業年度の

予算に準じて収入及び支出をすることができる 。

2. 前項の収入及び支出は、新たに成立した予算の収

入及び支出とみなす。

(事業報告及び決算報告)

第42条 本会の事業報告及び決算は、毎事業年度終了後、

会長が事業報告書、収支計算書、正 l床財産i( ! j 減計算

昔、貸借対照表及び財産目録等として作成し、監事

の監査を受け、総会において出席正会員の表決権総

数の 3 分の 2 以上の議決を緩て、その事業年度終了

後 3 月以内に国土交通大臣に報告しなければならな

u、。

この場合において、資産の総額に変更があ ったと

きは、 2 週間以内に笠記し、登記簿の謄本を添える

ものとする 。

(長期借入金)

第43条 本会が資金の{昔入をしようとするときは、その事

業年度の収入をも って償泣する短期借入金を除き、

総会において正会貝の表決権総数の 3 分の 2 以上の

議決を経て、国土交通大臣に届け出なければならな

u、。

第 7章 事 務 局

(設置等)

第44条 本会の事務を処理するため、事務局を設位する 。

2. 事務局には、事務局長及び所要の職員を位く 。

3 . 事務局長及び職員は、会長が任免する 。

4 . 事務局の組織及び運営に 関する必要な事項は、総

会の議決を経て、会長が別に定める 。

(備付帳簿及び告類)

第45条 事務所には、常に次に掲げる帳簿及び書類を備え

ておかなければならない。



(  1  ) 定款

(  2  ) 会員名簿及び会員の異動に関する書類

(  3  ) 理事、監事及び職員の名簿及び履歴書

( 4  ) 許可、認可等及び登記に関する書類

(  5  ) 定款に定める機関の議事に関する書類

(  6  ) 収入及び支出に関する帳簿及び証拠書類

(  7  ) 資産、負債及び正味財産の状況を示す書類

( 8 ) その他必要な帳簿及び書類

第 8章 委 員 会

(委員会)

第46条 本会は、事業計画の円滑な推進を図るため、委員

会を設けることができる 。

2. 委員会の組織及び運営 に関し必要な事項は、理事

会の議決を経て、会長が別に定める 。

第 9 章 定款の変更及び解散

(定款の変更)

第 47条 この定款は、総会において正会員の表決権総数の

4 分の 3 以上の議決を経、かつ、国土交通大臣の認

可を得なければ変更することができない。

(解散)

第 48条 本 会 は 、民法第 68条第 l 項第 2 号から第 4 号ま

で及び第 2 項第 2 号の規定によるもののほか、総会

において正会員の表決権総数の 4 分の 3 以上の議決

を経、かつ、国土交通大臣の認可を得て解散する 。

(残余財産の処分)

第 49条 本会が解散のときに有する残余財産は、総会にお

いて正会員の表決権総数の 4 分の 3 以上の議決を

経、かっ、国土交通大臣の許可を得て、本会と類似

の目的を有する他の公主主法人に 寄 附するものとす

る。

第 10章 補 則

(委任)

第 50条 この定款に定めるもののほか、本会の逮営に闘す

る必要な事項は、総会の議決を経て、会長が別に定

める 。

付 目IJ

1  この定款の変更は、平成 12年 11 月 7 日から施行する 。

2. この定款の規定において、総会又は理事会の議決を要

する事項中、この定款施行の際、現に実施されている事

項については、この定款に基づき総会又は理事会の議決

を経たものとみなす。

H自利 22 年 12 月 5 日定激変 史認可日IJ 日実施

昭和 25年 2 月22 日定数一部変更認可即日実施

昭和 32年 11 月25 日定款一部変更認可即日実施

昭和 58年 5 月30 固定款一部変更認可即日実施

平成 12 年 11 月 7 日定 款 変史認 可即日 実施

社団法人 日本建築協会細則

総 則

この細則は、定款に定めるものの他本会の運営に関する

必要な事項について定める 。

第 1 :章 支 部

第 1 粂 会員 100名以上居住する地域では支部を設置する

ことカすできる 。

2. 前項に該当する地域において、支部を設置しよう

とする会員は、発起人を選任し、支部規程案及び賛

成会員名簿を添付して会長にその旨を申し出るもの

とする 。

3 . 会長は、前項の申し出を受け、適 当 と認められる

ときは、定款第 2 条第 2 項の規定により総会の議決

を経て承認するものとする 。

第 2 条 文部地域内に居住する会員はその支部に属するも

のとする 。 ただし、会員からこれと異なる申出があ

った場合にはこれに従うものとする 。

第 3 条 支部に支部長その他の支部役員を置く 。

2 . 支部役員の選任方法等は、支部規程で定める 。

3 . 支部長は、支部を代表し、支部の会務を執行する 。

支部長は、理事会に 出席して 意見を述べることが

できる 。

第 4 条 支部の会務は、支部規程の定めるところによる 。

2 . 支部規程の制定、変更は支部総会の談決で これを

定め、理事会の承認を経てその効力を生ずる 。

第 5 条 文部規程には、支部に関する次の事項を記載しな

ければならない。

(  1  ) 名称

(  2 ) 事務所の所在地

(  3  ) 地域

( 4  ) 事業

(  5  ) 支部総会及び役員会に関する事項

(  6  ) 支部役員の選任及びその権限に関する事項

( 7  ) その他必要な事項

第 6 条支部の経費は、支部交付金、寄附金、支部事業よ

り生ずる収入及びその他の収入でこれを支弁する 。

2. 本部は支部に対して、その支部所属会員の納付し

た会費の 10分の 4 以内を支部交付金として交付す

る。 ただし、特別の場合には理事会の議決を経て、

これを増額することができる 。

第 7 条 文部の事業年度は本会の事業年度に準ずる 。

2. 支部は毎年 2 月末日迄に次年度の予算を、 5 月末

日迄に前年度の事業報告書並びに決算報告書を会長

に提出し、理事会の承認を経なければならない。

第 2章 会 員 及 び 会 費

第 8 条 正会員として入会するには、正会貝 l 名を紹介者

とし、所定の入会申込書を本会に提出しなければな

らない。

学生生徒で準会員として入会するには、当該学校

の在学証明書を提出しなければならない。

第 9 条 会員種別の変更を希望する会員は、所定の転格申

込主! } ーを本会に提出しなければならない。 ただし、学

生生徒である準会員は 、当該学校卒業と同時に正会

員に転格するものとする 。

第 10条 会費は次のとおりとし、これを年 3 回以内に分納

することができる 。

51 
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(  1  ) 定款第 5 条第 1号による者 (個人正会員)

年額金 14.400円

ただし、遠隔の地で、支部のない地方の正会貝

年額金 12.600円

(  2  ) 定款第 5 条第 2 号による者 (団体正会員)

一口につき年額金 25. 000 円

(  3  ) 定款第 5 条第 3 号による者 ( 準会員)

年額金 8.400 円

2. 事業年度の中途で入会又は転絡した者の会費は月

割計算とする 。

3. 会員に特別の事情が生じたときは理事会の議決に

よってその期間中の会費の減免又はその他の措置を

する ことができる 。

第 3 章 役 員 の 任 期 の 起 算

第 11 条 役員の任期の始期は、選任された総会の日から起

$ t し、終期は後任者が選任された総会の日とする 。

第 4 章 評 議 員

第12条 会長は、理事会の議決を経て、正会員の中から評

議員を委嘱することができる 。

2 . 前項の評議員は、次の各号のーに該当する者の中

から委嘱するものとする 。

(  1  ) 職種別推薦母体か ら推薦された者

( 2  ) 支音1I か ら推薦された者

(  3  ) 会長が適当と認めた者

第 13条 評議員の定数は、毎年 3 月 1 日における正会員の

表決権数を基準 として、次により算定した人数以内

とする 。

(  1  ) 支部に属しない地域からの評議員数は、その地

域の正会員の表決権数 200個毎、及びその端数毎

に 2 名とする 。

(  2 ) 支部に属する地域からの評議員数は、その支部

所属正会員の表決権数 ＱＰＰｾ 回毎、及びその端数毎

に 2 名とする 。

2. 評議員の任期は 2 年とし、 6 月 1 日からこれを起

算する 。

第 14粂 評議員は評議員会を構成し、次の会務を処理する 。

(  1  ) 総会における役員の選任に資するため、会長の

諮問に応じ、候補者名簿の作成等意見を具申する

こと 。

(  2 ) 総会が議決する場合における定款第 11 条第 2

項及び第 17条第 1 項に規定する弁明に係る予審

を行うこと 。

(  3  ) その他、総会又は迎事会が議決により委任した

事項の審議に 関すること 。

第 15条 評議員会は、年 1 固定時会議を開催するほか、必

要に応じ臨時会議を開催する 。

2 . 評議員会は会長が招集する 。

3. 評議員会は、評議員の互選により議長 1 名、高IJ 議

長 1 名を選出し、次により会議を迩営する 。

(  1  ) 会議は議長が主宰する 。

(  2) 副議長は、議長を補佐し、議長事故あるときは、

その職務を代行する 。

(  3  ) 議長、副議長の任期は 1 年とする 。

4 . 評議員会の定足数及 び議決等については、定款第

26条から第 29条までの規定を準用する 。

第 5 章 会 務 及 び 事 務

第 16条 理事は互選によって次のとおり会務を分掌する 。

(  1  ) 総務 ・総会、評議員会、理事会、事務局、庶務、

人事

(  2  ) 会計 ・収支予算、決算、財産の管理運営

(  3  ) 編集 ・雑誌その他の編集、出版

( 4 ) 会勢 ・会勢増強、会員名簿の刊行

(  5  ) 事業 見学会、説明会、講演会、展覧会、懇親

A  

:r:< 

(  6  ) 研修- 研修会、講習会、セミナー

第 17条 会務分掌理事のうち 18名を常任理事に選任する 。

第 18条 常任理事会は常任迎事の他、会長、副会長、専務

理事及び常務理事をもって構成し、次の事項を処理

する 。

(  1  ) 理事会提出議案の作成に関する事項

( 2  ) 理事会の議決事項の処理に関する 事項

(  3  ) その他この会の会務執行に関する事項

2 . 常任理事会は、会長が招集し、会長、副会長、又

は常任理事の要請により必要に応じて開催する 。

第 19条 本会の事務を処理するため事務局に局長 1 名を置

き、専務理事又は常務理事を充てることができる 。

事務局に次長、課長及び職員若干名を置く 。

2. 職員の給与は理事会でこれを定める 。

第20条 副会長が事務局についての会務を分掌するときは

報酬を支給することができる 。

報酬の額は理事会でこれを定める 。

第21条 本会は会報並びに雑誌「建築と社会」を発行する 。

第 6 章 雑 則

第22条 この純l則の改廃は、総会の議決を経て会長が定め

る。

2. この紺i則に定めるものの他、必要な規定の制定及

び改廃は、理事会の議決を経て会長が定める 。

付 則 この細則の改正は、平成 12年 11 月 7 日から施行

する 。

付 則 この漏11則の改正は、平成 13年 3 月 28 日から施行

する 。
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〈建築技術選書 ・特装版〉
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